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このマニュアルは、製品の改良その他により適宜改訂されます。 

 

本書中の以下の用語は、各社の商標または登録商標です。 
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Windowsは Microsoft Corporation 

その他本書中に記載されている会社名、製品名は各社の商標または登録商標です。 
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はじめに 

このたびは、本製品をお買い上げいただき、ありがとうございます。 

本書は、本製品の操作および取扱い上のご注意などを記載した説明書です。 
ご使用になる際によくお読みいただき、十分にご活用ください。 

注1：以下の条件で連続用紙を使用している場合は「Fトラクタ 下マージン」「Rトラクタ シタマージ

ン」を0mmに設定してください。 

-改行でページ送りをしているデータを送付している。 

-トップマージンをマイナス値に設定している。 
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● 本書の取り扱いについて 

本書には、お買い上げいただいた製品を安全に正しく使用するための重要なことがら

が記載されています。製品を使用する前に本書をよくお読みください。 

特に、本書に記載されている「安全上のご注意」は必ずお読みいただき、内容をよく

理解したうえで製品を使用してください。 

 

本書はお読みになった後も製品の使用中いつでも参照できるように、大切に保管して

ください。弊社は、お客様の生命、身体や財産に被害を及ぼすことなく安全に使って

いただくために細心の注意を払っています。当製品を使用する際は、本書の説明に従

ってください。 

 

  



 

 
5 

● VCCI 適合基準について 

この装置は、クラスＢ機器です。この装置は、住宅環境で使用すること

を目的にしていますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接

して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。 

取扱説明書に従って、正しい取り扱いをしてください。 ＶＣＣＩ－Ｂ 

● 漏えい電流自主規制について 

本製品は、日本工業規格（JIS C 6950-1）の漏えい電流基準に適合して

おります。 

● 電源高調波について 

本製品は、高調波電流規格 JIS C 61000-3-2 適合品です。 

● コンピュータウィルスに関連する被害の免責について 

コンピュータウィルスに感染することによって発生した障害について

は、当社はその責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。 

● 長時間、または大量に印字するときの換気について 

換気の悪い部屋で長時間使用するとき、または大量の印字を行うとき

は、適切な換気を行ってください。 

● 有害物質の放散にについて 

この製品は、RAL-UZ171 に基づく放散試験に適合しております。 
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● 月間平均印刷量の目安 

 

使用頻度として 1P連続用紙（15x11インチ用紙）で 1,000ページ/月（１ページ当たり半角文字

1,500 字を想定）、または 1Pカット紙（A4用紙）で 2,500 ページ/月（１ページ当たり半角文

字 600 字を想定）でのご使用をおすすめします。 
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本書の読み方 
本書は、本製品の設置および操作について説明します。 

主に導入担当者、操作員、およびソフトウェア開発担当者などを対象に説明しま

す。 

本書は、次の 6 つの章と、「付録 A」から「付録 D」で構成されています。 

目次 内容 

第 1章 部品の確認と各部の 

名称 

プリンターの部品と各部名称を説明します。 

第 2章 設置手順 プリンターをシステム・ユニットに接続するまで

の設置手順を説明します。 

第 3章 用紙のセット 用紙のセットのしかたについて説明します。 

第 4章 操作パネルと印刷の 

基本操作 

プリンターの機能及び操作の手順について説

明します。 

第 5章 初期設定値／調整値 

の変更手順 

プリンターの初期値、調整値の設定の手順を

説明します。 

第 6章 保守と点検 インク・リボン・カートリッジの交換、用紙づ

まりやプリンターがうまく動かないときの処

置、テスト印字のしかた、清掃のしかた、輸送

のしかたについて説明します。 

付録 A 仕様一覧 プリンターの機械的、電気的仕様などについ

て記述します。 

付録 B 消耗品仕様 用紙、インク・リボン・カートリッジなどの

仕様を記述します。なお、用紙については印

刷の範囲および用紙の設計に関する注意につ

いて記述します。 

付録 C 自己診断機能 プリンター内蔵のテスト機能について記述し

ます。 

付録 D ESC/P制御コードと

ESC/Pモード 

ESC/P制御コード、制限および初期設定につい

て記述します。 
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安全に正しくお使いいただくために 
本書には、本製品を安全に正しくお使いいただくために、安全表示が記述されてい

ます。 

本書を保管して必要に応じて参照してください。 

 

● 絵表示について 

本書および製品の安全表示については、製品を正しくお使いいただいて、お客様や

他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、次の絵表示をしていま

す。その表示と意味は次のようになっています。 

 

 警告 この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡または重

傷を負う可能性が想定される内容を示しています。 

 注意 
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が障害を負う可

能性が想定される内容または物的損害の発生が想定される内容を

示しています。 
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装置上のマークの説明 

本製品には、注意ラベル，警告ラベルが貼ってあります。 

内容をご覧になり、安全にお使いください。 

注意ラベル，警告ラベルは、絶対に剥がしたり、汚したりしないでください。 

・電源スイッチ 

プリンターの電源をＯＮ(印字可能状態)／ＯＦＦ(印字不可状態)にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・高温注意マーク 

使用中や印字した直後は、印字ヘッドやプリンター内部が高温になります。 

温度が下がるまで印字ヘッドやプリンター内部に触れないでください。 

けがや、やけどの原因となることがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・感電警告マーク 

安全のため、カバーを外さないでください。また、必ずアース(接地)接続を行ってください。 

けがややけど、感電の原因となることがあります。 

 
 

 

  

 

ＯＦＦ 

ＯＮ 
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 警告 

電源コード、電話ケーブル、通信ケーブルからの電流は身体に危険を及ぼします。

設置、移動、または製品のカバーを開けたり装置を接続したりするときには、下記

のようにケーブルの接続、取り外しを行ってください。 

本製品は、安全のため 3 線電源コードおよび 3 ピン電源プラグを使用しています。

電源プラグは、必ず接地端子付きコンセントに差し込んで使用してください。 
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 警告 

 

 本書で指示している操作部分以外は、自分で手入れや修理を決してしないでください。火災、

感電のおそれがあります。本機の性能に明らかな変化が認められ、手入れや修理が必要とされ

る場合は、すぐに電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから必ず抜いて、保守サービ

ス員、保守サービス会社または販売店にご連絡ください。 

 ねじで固定されているパネルやカバーなどは、本書で指示している箇所以外絶対に開けないで

ください。内部には電圧の高い部分があり、感電のおそれがあります。 

 注油や分解はしないでください。火災や感電のおそれがあります。 

 本機を改造しないでください。火災や感電のおそれがあります。 

 本機は、付属の電源コード以外は使用しないでください。付属の電源コードを他の機器には使

用しないでください。火災、感電のおそれがあります。 

 電源プラグは、容易に抜き差しのできるコンセント、もしくは、配電盤の容易に遮断できるサ

ーキット・ブレーカーに接続されているコンセントに接続してください。 

 電源プラグは電源定格 100 V、定格電流 10 A以上のコンセントに単独で差し込んでくださ

い。また、たこ足配線をしないでください。発熱による火災や感電のおそれがあります。 

 電源プラグやコンセントに付着したホコリは、必ず取り除いてください。そのまま使用してい

ると湿気などにより表面に微小電流が流れ、発熱や火災の原因となることがあります。 

 万一漏電した場合の感電や火災事故を防ぐため、電源コンセントはアース端子付き 3極コンセ

ントを使用してください。 

 電源コードが傷んだり（芯線の露出、断線）、コンセントの差し込み口がゆるいときは、保守

サービス員、保守サービス会社または販売店に交換をご依頼ください。そのまま使用すると火

災や感電のおそれがあります。 

 電源コードを傷つけたり、加工したりしないでください。また、重いものを載せたり、引っ張

ったり、無理に曲げたりすると電源コードが破損し、火災や感電のおそれがあります。 

 ぬれた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電のおそれがあります。 

 コンピューターの構成に電話ケーブル接続、通信ケーブル接続、テレビのアンテナ接続が含ま

れている場合、付近に雷が発生しているときは、それらのケーブルに触れないようにしてくだ

さい。 

 次のようなときはただちに使用を中止し、電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから

抜いてください。その後、保守サービス員、保守サービス会社または販売店にご連絡くださ

い。そのまま使用を続けると発火のおそれがあります。 

・ 本機から発煙したり、本機の外側が異常に熱くなったとき 

・ 異常な音や臭いがするとき 

・ 異物（金属片、水、液体）が本機の内部に入ったとき 

 万一、本機を落としたり本機が損傷を受けた場合は、すぐに電源スイッチを切り、電源プラグ

をコンセントから必ず抜いて、保守サービス員、保守サービス会社または販売店にご連絡くだ

さい。そのまま使用すると火災、感電のおそれがあります。 

 本機の上に花瓶、植木鉢、コップなど水の入った容器を置かないでください。水がこぼれた場

合、火災や感電のおそれがあります。 
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 警告 

 

 本機の上に金属類を置かないでください。隙間から内部に、クリップやステープラーの針のよ

うな金属類や燃えやすいものが入り込むと、本機内部がショートし、火災や感電のおそれがあ

ります。 

 廃棄する場合は、必ず不燃物として処理してください。 

 インク・リボン・カートリッジの廃棄に関しては、地方条例に従って廃棄してください。 

 本機を廃棄する場合は、必ずインク・リボン・カートリッジを取り外し、本体とは別に処理し

てください。 

 オプション機器を接続する場合には、当社推奨品以外の機器は接続しないでください。感電・

火災または故障の原因となります。 

 カバーを外した状態でコンセントを差したり、電源を入れたりしないでください。感電・火災

の原因となります。 
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 注意 
 

 本機の電源を入れたままでコンセントからプラグを抜き差ししないでください。火花によりプ

ラグが変質し、発熱・発火の原因となることがあります。 

 電源プラグはコンセントの奥まで確実に差し込んでください。火災・故障の原因となることが

あります。 

 電源コードを束ねて使用しないでください。発熱して、火災の原因となることがあります。 

 電源プラグを抜くときは、必ずプラグを持って抜いてください。電源コードを引っ張るとコー

ドが傷つき、火災や感電の原因となることがあります。 

 インターフェース・ケーブルおよびオプション製品を接続するときは電源スイッチを切り、必

ず電源プラグをコンセントから抜いてください。感電の原因となることがあります。 

 本機の清掃および保守、故障の処置を行う場合は、電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコ

ンセントから抜いてください。電源スイッチを切らずに本機の清掃や保守を行うと、感電の原

因となることがあります。 

 湿気やホコリの多い場所に置かないでください。火災や感電の原因となることがあります。 

 本機の通気孔をふさがないでください。通気孔をふさぐと内部に熱がこもり、火災の原因とな

ることがあります。 

 本機を布などでおおったり、包んだりして使用しないでください。熱がこもり、火災の原因と

なることがあります。 

 本体を持ち上げたり、配線を変えたり、移動したりするときは、二人以上で行ってください。 

 移動中に落下させたり、ぶつけるなどの衝撃を与えないでください。故障の原因となります。 

 振動の激しい場所や傾いた場所など、不安定な場所に置かないでください。落ちたり、倒れた

りしてけがの原因となることがあります。 

 連休などで長期間、本機をご使用にならないときは、安全のために電源スイッチを切り、必ず

電源プラグをコンセントから抜いてください。火災の原因となることがあります。 

 本機の上に重い物を載せないでください。本機のバランスが崩れて倒れたり、重い物が落下し

てけがの原因となることがあります。 

 本機の近くで強燃性スプレーを使用しないでください。引火の原因となることがあります。 

 紙詰まりを処理するために、「高温注意」ラベルが貼ってあるプリント・ヘッドやその周囲に

ふれるときは、やけどの原因となることがあります。十分に冷えていることを確認してから紙

詰まりを処理してください。 

 見えない部分や見えにくい部分に詰まった用紙を取り除くときは、無理に取るとけがの原因と

なります。保守サービス員、保守サービス会社または販売店までご連絡ください。 

 詰まった用紙を取り除くときは、本機内部に紙片が残らないようすべて取り除いてください。

紙片が残ったままになっていると火災の原因になることがあります。なお、紙片が取り除けな

い場合やローラー部に用紙が巻きついているときには無理にとらないでください。けがの原因

となります。ただちに電源を切り、保守サービス員、保守サービス会社または販売店までご連

絡ください。 
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 注意 
 

 1か月に一度は本機の電源を切り、次のような点検をしてください。なお、異常がある場合は

保守サービス員、保守サービス会社または販売店までご連絡ください。 

・ 電源プラグが電源コンセントにしっかり差し込まれていますか。 

・ 電源プラグに異常な発熱やサビ、曲がりなどはありませんか。 

・ 電源プラグやコンセントに細かいホコリが付いていませんか。 

・ 電源コードにき裂や擦り傷などはありませんか。 

 印刷直後は、プリンター内部のプリント・ヘッド周辺が非常に高温になっています。やけどを

しないようご注意ください。 

 上面カバーの開閉、リボン・カートリッジの取り付け、詰まった用紙の取り出しなどを行う場

合には、これらの部分に触れないように、特に注意してください。 

 単票トレーおよび上面カバーの開閉はていねいに行ってください。 

 印刷中は、振動を与えないでください。 

 印刷中は、絶対に上面カバーを開けないでください。 

 印刷中は、給紙口や排紙口に手を触れないでください。 

 印刷中は、給紙口や排紙口に髪やネクタイが巻き込まれないよう注意してください。 

 直射日光の当たる場所や炎天下の車内など、高温になる場所に長時間放置しないでください。

高温によってカバーなどが過熱・変形・溶解する原因となったり、プリンター内部が高温にな

り、火災の原因となることがあります。 

 このプリンターは突入電流がありますので、無停電電源装置（UPS）に接続しないでくださ

い。故障の原因となることがあります。 

 矩形波が出力される機器に接続しないでください。故障の原因となることがあります。 

 

 

 

その他 
 

ラジオの雑音、テレビ画面のチラツキやゆがみなどの電波障害が発生し電波障害の原因が本機

であると考えられる場合は、本機の電源を切って電波障害がなくなるかどうか確認してくださ

い。 

電源を切ると電波障害がなくなるようであれば、次の方法を組み合わせ障害を防止してくださ

い。 

・ 本機とラジオやテレビ双方の距離を離してみる。 

・ 本機とラジオやテレビ双方の位置や向きを変えてみる。 

・ 本機とラジオやテレビ双方の電源を別系統のものに変えてみる。 

・ 受信アンテナやアンテナ線の配置を変えてみる（アンテナが屋外にある場合は電気店にご

相談ください）。 

・ ラジオやテレビのアンテナ線を同軸ケーブルに変えてみる。 
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第1章  部品の確認と各部の名称 
 

 

この章では、プリンターの主な特長や製品の内容、使用上の注意事項、各部の名称とはたら

き、設置のしかた、インク・リボン・カートリッジの取り付け、電源の投入/切断について説

明します。 

 

主な特長  

◆ 優れた印字品質 

・ ピン径 0.20mmの印字ヘッドは、日本語の表現に適した見やすく優れ

た印字品質を実現します。 

◆ 印字処理時間の短縮 

・ 標準速度で漢字 80 字/秒の高速印字を実現しています。 

・ 同一行内に漢字、ANK が混在したとき（ドラフトのみ）は、自動的に

速度を切り替えて高速度で印字します。 

・ 自動的に正逆方向の最短距離を判別して印字します。 

・ 印字中に新しいデータを受信するダブルバッファー方式を採用し、

印字処理時間の短縮をはかっています。 

・ ドットの間引き印字（高速印字モード）により、さらに高速度で印

字できます。漢字 160 字/秒：高速 

◆ 専用 Windowsプリンタードライバ 

・ 専用プリンタードライバをホームページからダウンロードしてご使

用ください。 

（https://jbsol.jbcc.co.jp/products/hardware/printer/e3080.html） 

対応 OS はホームページにてご確認ください。 

・ 専用プリンタードライバを使用することで、用紙サイズ選択の他に

用紙モードの切り替え、印字速度の切り替えがプリンタードライバ

で設定可能です。 

◆ ユーティリティソフトの添付 

・ 専用ユーティリティソフトをホームページからダウンロードしてご

使用ください。 

（https://jbsol.jbcc.co.jp/products/hardware/printer/e3080.html） 

対応 OS はホームページにてご確認ください。 
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 多彩な印字（内蔵フォント）機能 

・ JIS第一水準および第二水準漢字を印字できます。 

・ 漢字、ANK の標準文字のほかに拡大文字、縮小文字なども印字できます。 

・ グラフィック印字が可能です。 

 優れた操作性 

・ 水平用紙パスの採用により、連帳、単票ともにプリンターの前後か

ら用紙吸入が可能であり、多様な設置環境に対応できます。 

・ 単票の排出方向が前後に設定でき、後部には用紙のスタックが可能

です。 

・ 自動紙厚調整機構（APTC 機構）、連単自動切換機構（HCPP 機構）、

手差し単票のほか、自動給紙機構やトラクターユニットにもセット

フリー機能（用紙を簡単にセットする機能）を標準装備することで、

媒体ハンドリングを容易にしています。 

 複写紙対応の自動給紙機構（オプション） 

・  オプションの自動給紙機構（ASF）はプリンターの前後に搭載可能で、

最大 5P までの複写紙が使用できます。 

(前側にセットする場合、前側のトラクターユニットは使用できなくな

ります。) 

 ネットワークカード（オプション） 

・ 100BASE-TX/10BASE-T の高速ネットワーク環境でのプリンター共有が

可能になります。 

・ ネットワークインターフェースと USB インターフェースとの同時接続

はできません。同時接続した場合 USB インターフェースが優先されま

す。 

パラレルインターフェースとネットワークインターフェース、パラレ

ルインターフェースと USBインターフェースは同時接続可能です。 

 高い複写能力 

・ 用紙厚に合わせて自動的に印字ヘッドをコントロールすることで標準

モードで 6Pの複写枚数を実現しています。（用紙厚をオートで使用し

ているとき、印字圧が高くなると印字スピードは低下します。） 

・ 縦罫線/横罫線のコントロール適切化により縦罫線/横罫線の濃度差

の少ない、鮮明な複写能力を実現しています。 

・ コピー強化モードを選択することで、さらに 8Pの複写能力を実現し

ています。 

 省電力設計 

・ 待機時 2.5W以下の省電力設計です。 
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1.1   装置と部品の確認 

お使いになる前に、以下の製品が揃っていることを確認してください。 

なお、プリンターが入っていた箱、および梱包材、固定材は保管・輸

送の際に必要になりますので捨てないでください。 

1.1.1  プリンター本体 

 

 

 

・本プリンターにプリンターケーブルは含まれていません。プリンタ

ーケーブルは、別途用意してください。 

・添付の保証書に必要な事項が書かれていることを確認してください。 

お買い求めのときに、正しい記載のなかった保証書は無効となり、無

償保証を受けられないことがあります。 

・保証書は大切に保管してください。 

 

 

お願い 

プリンター本体 

リアスタッカー 

保証書 

インク・リボン・カートリッジ(黒、1個) 

電源コード 
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1.1.2  オプショントラクター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.1.3  ASF 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.1.4  ネットワークカード 

ネットワークカード搭載時は、USBインターフェースとの同時接続はできません。 

USBケーブルが接続されている場合、ネットワークインターフェースは無効となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トラクター本体 

ASF本体 

ASFかんたん 

設置ガイド 

ネットワークカード 

かんたん設置ガイド 

ネットワーク

カード 
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1.2  使用上のお願い 

このプリンターを使用する際には、以下の点に十分留意されるようお

願いします。 

設置場所について 

・ 長時間直射日光の当たる場所や、エアコンの前など極端に温度や湿

度が変わる場所には設置しないでください。 

温度と湿度が、以下の範囲内の場所に設置してください。 

・周囲温度：5℃ ～ 35℃ 

・周囲湿度：30％ ～ 80％（結露しないこと） 

・ ほこり、腐食性ガス、潮風にさらされる場所、火気のある場所、水気

のある場所は避けてください。 

・ 磁石はもちろん、テレビやスピーカーなど磁気の強いものの近くに

設置しないでください。 

・ プリンターを設置するときに必要なスペースは下図のとおりです。 

十分なスペースがないと正しい設置や操作ができません。図を参考

にしてゆとりのある設置場所を確保してください。 

 

電源について 

次の電圧、周波数の範囲の電源を使用してください。 

・電源電圧 ：AC100V±10％ 

・電源周波数：50/60Hz +2%, -4% 

使用方法について 

・用紙およびインク・リボン・カートリッジをセットしていない状態で、

印字しないでください。印字ヘッドやプラテンが傷む原因となりま

す。 

・ 印字ヘッドが動いているときは、電源を切らないでください。プリン

ターの故障の原因となります。 
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ホスト・コンピューターの BIOS 設定について 

（対象：各社 DOS/V 互換機） 

本プリンターを接続するホスト・コンピューターのパラレルインター

フェースのポート設定は、必ず「Bidirectional（双方向）」にしてご

使用ください。 

確認および設定の方法については、ホスト・コンピューターのマニュ

アルを参照してください。 
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1.3  各部の名称 

1.3.1  プリンター本体 

 正 面 

 

 背 面 

 

⑬トラクターユニット 

⑤フロント ASF コネクター 

⑦プリンターケーブル 

コネクター 

⑧操作パネル 

⑫カードガイド 

①トップカバー 
⑪印字ヘッド 

⑥プラテンロール 

③用紙ガイド 

⑨電源スイッチ 

④単票テーブル 

⑩サブガイド 

②リアスタッカー 

⑭電源コネクター 

⑮リア ASF コネクター 
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各部のはたらき 
各 部 の 名 称 は た ら き 

① トップカバー オペレーターが動作中の印字ヘッドに触れない様

に保護します。 

また、印字ヘッドをほこりやちりから守ります。ト

ップカバーを開けるとプリンターは印刷不可状態

になります。印字を行う場合は、トップカバーを閉

じて、印刷可能状態にしてください。 

② リアスタッカー 単票用紙をスタックします。 

 

③ 用紙ガイド 単票セットフリーが無効の場合に、単票手差し時

に用紙の左端を支えます。 

印字開始位置に対して用紙ガイドを移動すること

により、左端余白を調整できます。 

単票セットフリーが有効の場合は使用しないの

で、左端に寄せておきます。 

④ 単票テーブル 手差し単票用紙を使用するときのテーブルです。 

 

⑤ フロント ASFコネクター オプションの ASF を装置前部に取り付けて使用す

る場合、ケーブルを接続するコネクターです。 

⑥ プラテンロール 印字時に用紙を支えます。 

 

⑦ プリンターケーブル 

コネクター 

プリンターケーブルをここに接続して、プリンター

とホスト・コンピューターをつなぎます。 

⑧ 操作パネル プリンターの状態表示、プリンターを操作するた

めの各種スイッチがあります。 

（詳細は、「4.2 操作パネルの操作」を参照） 

⑨ 電源スイッチ 「｜」側を押すと電源が入り、「○」側を押すと電

源が切れます。 

⑩ サブガイド 長い単票を使用するとき、引き伸ばして用紙がプ

リンターから落下しないようにするものです。 

⑪ 印字ヘッド 用紙に印字する部分です。 

 

⑫ カードガイド 用紙を送るときの案内板です。また、カードガイド

上の二本線は、行方向の印字位置を合わせるため

の目安です。 
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各 部 の 名 称 は た ら き 

⑬ トラクターユニット 連続用紙をプリンター内部へ送ります。 
プリンターの前部または後部にトラクターユニッ
トを取り付けることができます。 
リアトラクター給紙時は、フロントトラクターユ
ニット（標準装備）をリアに付け替え、または、
オプションのトラクターユニットの追加装着が必
要です。 

⑭ 電源コネクター 電源コードを接続します。 

 

⑮ リア ASFコネクター オプションの ASF を装置後部に取り付けて使用す

る場合、ケーブルを接続するコネクターです。 

 

 

 

・プリンターの電源が入っているときは、印字ヘッドに触れた

り無理な力を加えたりしないでください。 

・印字中は、トップカバーを開けないでください。 

トップカバーを開けると、途中で印字が中断されます。 

カバーを閉じた後に、自動的に中断した位置から印字を再開

しますが、印字品質が低下することがあります。 

お願い 
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1.3.1  オプショントラクター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各 部 の 名 称 は た ら き 

ロックレバー トラクターをプリンター本体に固定しています。 

レバーを押しながら取り付け、取り外しを行いま

す。 
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1.3.2  ASF 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各 部 の 名 称 は た ら き 

① ASFケーブル ASFをプリンター本体とつなぐケーブルです。 

② セットレバー 単票用紙を ASF にセットする際に使用します。 

「FREE」で用紙を乗せ換え、「SET」で ASFが給紙

可能な状態になります。 

③ 用紙ガイド ASFにセットした用紙の両端を支えます。 

赤線が一度にセットできる用紙高さを示します。 

④ エクステンション 長い単票を使用するとき、引き伸ばして用紙が ASF

から落下しないようにするものです。 
 

 

 

 

1.3.3  ネットワークカード オプション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各 部 の 名 称 は た ら き 

① ネットワークポート ネットワークケーブルを接続する挿入口です。 

② DIPスイッチ ネットワーク設定の初期化やネットワーク設定を

印刷する機能のスイッチです。詳しくは『ネットワ

ーク設定ガイド』をご覧ください。 
 

 

 

①ASF ケーブル 

④エクステンション 

③用紙ガイド 

②セットレバー 

①ネットワークポート 

②DIP スイッチ 
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第2章  設置手順 
 

2.1  プリンター本体の設置 

2.1.1  設置手順 

プリンターは下記の手順を確認しながら設置してください。 

1 製品がすべてそろっていることを確認する 

梱包されている製品は、「1.1 装置と部品の確認」を参照してください。 

2 カバー部品を固定しているテーピング、固定部材を外す 

3 単票テーブルをセットする 

単票テーブルのセットについては、「2.1.3 単票テーブルのセット」

を参照してください。 

4 トップカバーを開けて輸送用固定材を外す 

輸送用固定材の取り外しについては、「2.1.2 輸送用固定材の取り外

し」を参照してください。 

5 リアスタッカーを取り付ける 

リアスタッカーの取り付けについては、「2.1.5 リアスタッカーの取

り付け」を参照してください。 

6 電源コードを接続する 

電源コードの接続については、「2.1.7 電源コードの接続」を参照し

てください。 

7 インク・リボン・カートリッジを取り付ける 

インク・リボン・カートリッジの取り付けについては、「2.1.10 インク・

リボン・カートリッジを取り付ける」を参照してください。 

8  必要に応じて初期設定を変更する 

初期設定の変更方法については、「5.1 設定の変更」を参照してくだ

さい。 
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 9  ホスト・コンピューターと接続する 

プリンターケーブルを準備します。 

ホスト・コンピューターとの接続については、「2.1.6 ホスト・コン

ピューターとの接続」を参照してください。 

注：パラレルケーブル、USB ケーブルおよび Ethernet ケーブルは別売

りです。 

10 プリンターのネットワーク設定を行う（オプション） 

ネットワーク経由の印刷を行う場合は、ネットワークの設定が必要に

なります。 

ネットワーク設定はプリンターのメニューモードから設定、または別

途 Windows PC に「プリンターLAN 設定ツール」を導入いただき、プ

リンターと同じ Ethernet ハブに接続して設定します。 

詳しい手順はホームページ 

（https://jbsol.jbcc.co.jp/products/hardware/printer/e3080.html） 

より「ネットワーク設定ガイド」をダウンロードして参照してくださ

い。 

11 プリンタードライバをインストールする 

ホームページ 

（https://jbsol.jbcc.co.jp/products/hardware/printer/e3080.html） 

のダウンロードページに Windows 用プリンタードライバがあります。

ドライバの README ファイルを参照してください。 
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2.1.2  輸送用固定材の取り外し 

輸送中の振動などから印字ヘッドを保護するため、輸送用固定材が取

り付けられています。 

プリンターを使用する前に、必ず取り外してください。 

 

 

取り外した輸送用固定材は、箱と一緒に保管しておき、再びプリ

ンターを輸送する場合や保管する場合に使用してください。 

 

トップカバーを開けて、印字ヘッドを固定している輸送用固定材を抜

き取ります。 

 

お願い 
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2.1.3  単票テーブルのセット 

下図のように単票テーブルを手前に倒した（①）のち、奥に押し込ん

で（②）セットします（③）。 

 

 

セット完了状態は下図のように、単票テーブルの先端がプリンターの

ガイドピンに挿入され単票テーブルのガイドピンがカバーの溝に入っ

ていることを確認してください。 

 

 

 

単票テーブルの操作の途中で、無理な力をかけないでください。

破損の原因となります。 

また、単票テーブルをセットしている途中の状態で放置しないよ

うにしてください。 

単票テーブルをセットしている途中の状態で使用すると、用紙づ

まりの原因となります。 

お願い 
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2.1.4  単票テーブルの取り扱い 

単票テーブルは、連続用紙をフロントトラクターにセットするときや、

自動給紙機構（ASF）をプリンター前部に取り付けるときに、いったん

開閉する必要があります。 

 通常時 

通常は下図のような状態です。 

 

 フロントトラクター着脱時、連続用紙フロントトラクター給紙時

（開いた状態） 

オプションの自動給紙機構（ASF）を、プリンターの前部に取り付ける

場合に単票テーブルを開いた状態にします。 

以下の方法で行います。 

1 単票テーブルを開く 

単票テーブルの先端を少し持ち上げ（①）、手前に引いた後（②）、

持ち上げて開きます（③）。 
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2 単票テーブルを閉じる 

下図のように手前に倒した後に（①）、奥に押し込んで（②）閉じま

す（③）。 

 

 

2.1.5  リアスタッカーの取り付け 

下図の様にプリンター背面のスタッカーガイドの内側の穴にリアスタ

ッカー両側の突起をはめます。 
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2.1.6  ホスト・コンピューターとの接続 

このプリンターはパラレルインターフェース、USB インターフェース

およびネットワークインターフェース（オプション）を備えています。

プリンターケーブルは接続するホスト・コンピューターによって異な

ります。別途用意してください。 

 感  電 プリンターケーブルを抜き差しするときは、必ずホ

スト・コンピューターと本プリンターの電源を切

り、電源プラグをコンセントから抜いたあとに行な

ってください。 

感電の原因となります。 

 

 感  電 プリンターケーブルの接続は間違いがないように

してください。 

誤った接続状態で使用すると、プリンター本体および

ホスト・コンピューター本体が故障する原因となる

ことがあります。 

ホスト・コンピューターとの接続は、次の手順で行います。 

1 プリンターとホスト・コンピューターの電源を切る 

電源スイッチが「○」側に倒れていることを確認します。 

2 プリンターケーブルをプリンターに接続する 

プリンターケーブルの一方を、プリンター右側面のプリンターケーブ

ル接続コネクターに差し込みます。 

パラレルインターフェースの場合は、左右のロックピンで固定します。 

〈パラレルインターフェースおよび USB インターフェースの場合〉 

 
 

◆パラレルインターフェース ◆USB インターフェース 

 

パラレルケーブル 
USBケーブル 

USBインターフェース パラレルインターフェース 

ロックピン 
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･ USB インターフェースは全ての USB 対応機器との接続を保証

するものではありません。 

･ ホスト・コンピューターとプリンターの接続に使用する USB

ケーブルは、5m 以下のシールドケーブルをお使いください。 

･ 印字中に USBケーブルを抜き差ししないでください。 

･ USBハブを使用する場合は、ホスト・コンピューターと直接接

続された USBハブに接続してください。 

･ 本プリンターと接続した USB ケーブルのもう一方は、ホスト・

コンピューター本体の USB コネクター、またはセルフパワー

タイプの USB ハブ（電源コードや AC アダプターにより電源

が供給されるタイプのハブ）のコネクターに接続してくださ

い。上記以外の USB コネクターに接続すると、正常に動作し

ない場合があります。 

・ USB変換ケーブルで接続した場合、プリンターを認識しなかっ

たり、正しい印字が行えない場合があります。 

 

 

 ガイド  

・ USB2.0 に準拠した USB ケーブルを用意してください。 

・ USB ケーブルは本製品には添付されていません。 

お使いのホスト・コンピューターに合わせて、別途購入して

ください。 
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〈ネットワークインターフェース（オプション）の場合〉 

 

◆ ネットワークインターフェース 

 

 ガイド  

・ 100BASE-TX/10BASE-Tのネットワーク環境でのプリンター共有

が可能です。 

・ USB インターフェースとの同時接続はできません。USB ケーブ

ルが接続されていると、ネットワークインターフェースは無効

となります。 

・ ネットワーク設定の手順は『ネットワーク設定ガイド』をご覧

ください。 

3 プリンターケーブルのもう一方をホスト・コンピューターに接続

する 

接続の方法は、お使いになるホスト・コンピューターのマニュアルを

ご覧ください。 
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2.1.7  電源コードの接続 

 感  電 添付の電源コード以外は使用しないでください。 

変換プラグを使用する場合、プラグから出ている緑

/黄色のしま模様のアース線を、必ず次のいずれか

に取り付けてください。 

・電源コンセントのアース線 

・銅片などを 650mm以上地中に埋めたもの 

・接地工事（D 種（第 3種））を行なっている接地 

端子 

必ずアース接続を行ってください。 

アース接続しないで使用すると、万一漏電した場合

に、感電・火災の原因となります。 

アース接続は、必ず電源プラグを電源につなぐ前に

行ってください。 

また、アース接続を外す場合は、必ず電源プラグを

電源から切り離してから行ってください。 

電源プラグは、根元まで確実に差し込んでください。 

 
電源コードの接続は、次の手順で行います。 

1 プリンターとホスト・コンピューターの電源を切る 

電源スイッチが「○」側に倒れていることを確認します。 

2 プリンターに電源コードを差し込む 

プリンター背面の電源コネクターに電源コードを接続します。 

3 電源プラグをコンセントに差し込む 

電源プラグは、必ず接地端子付きコンセントに差し込んでください。 

 

電源コネクター 
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2.1.8  電源を入れる 

 

 

購入後初めてプリンターに電源を入れるときは、次の点を確認し

てください。 

- 輸送用固定材（印字ヘッド部保護用固定材）が取り外してある

こと 

- 電源コンセントの電源電圧が 100V、周波数が 50 または 60Hz で

あること 

 

トップカバーが閉じていることを確認して、プリンターの前面にある

電源スイッチを（｜）側に倒します。 

「電源」ランプが点灯します。 

 

 

お願い 

●電 源 

○スタンバイ 

○印刷可 

電源スイッチ（｜）側 

点灯 
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2.1.9  電源を切る 

 

 

・ 電源の切断は、必ず電源スイッチで行ってください。 

電源プラグを抜いて電源を切ると、プリンター内の回路を傷め

たりする場合があります。 

・ 印字ヘッドが動いているときは、電源を切らないでください。 

・ 電源を切った後、再び電源を入れる場合は、5 秒以上待ってくだ

さい。間隔を開けずに電源を入れると、故障の原因になります。 

 ガイド  

スタンバイモード中に電源を切ったときは、20秒以上待ってか

ら電源を入れてください。 

 

「電源」ランプが点灯しているときは、電源スイッチを（○）側に倒

します。 

「電源」ランプが消灯します。 

 

  

お願い 

○電 源 

○スタンバイ 

○印刷可 

電源スイッチ（〇）側 

消灯 
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2.1.10  インク・リボン・カートリッジの取り付け 

インク・リボン・カートリッジの取り付けは、次の手順で行います。 

1 プリンターをリボンが交換できる状態にする 

印字ヘッドの輸送用固定材が取り外されていることを確認した後、ト

ップカバーを閉じた状態で電源を投入します。 

印字ヘッドが移動し、リボン交換位置に停止することを確認します。 

 ガイド  

トップカバーが開いていると印字ヘッドは動作しません。 

トップカバーを閉めて電源を投入してください。 

2 プリンターの電源を切る 

電源スイッチが「○」側に倒れていることを確認します。 

3 トップカバーを開ける 

4 印字ヘッドがリボン交換位置（プリンター本体にラベルがあります）

にあることを確認する 

印字ヘッドがリボン交換位置にない場合は、印字ヘッド部分を持ち、

ゆっくり横方向へ移動させてください。 

 高  温 使用中や使用直後は、印字ヘッドが高温になります。

温度が下がるまで触らないでください。 

5 インク・リボン・カートリッジを取り付ける 

印字ヘッドとカードガイドの間にリボンを通し、インク・リボン・カ

ートリッジをゆっくり押し込みます。 
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6 リボンのたるみを取る 

リボン巻取りノブを時計方向に回して、リボンのたるみを取ります。 

 

7 トップカバーを閉める 

 

  

インク・リボン・カートリッジ 

印字ヘッド 
カードガイド 

印字ヘッド位置ラベル 
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2.1.11  トラクターユニットの位置 

 ガイド  

本プリンターはフロント/リア共通の着脱式トラクターを使用

しているため、設置条件、業務形態に応じてトラクターの位置

を選択して使用できます。 

工場出荷時は前側に搭載されていますが、必要に応じて後ろに

付け替えてご使用ください。 

なお、オプションのトラクターユニットを追加すれば、前後に

トラクターを取り付けて使用することができます。 

 トラクターをフロントに搭載したときの特長 

手前側より連続用紙を交換することができ、頻繁に用紙を交換する業

務に適しています。 

 

 

 

 トラクターを後に搭載したときの特長 

手前側で用紙のカットが行いやすく、頻繁に用紙をカットするような

業務に適しています。用紙のカット方法は「4.3.7.1 連続用紙をカッ

ト位置に送る」を参照してください。 

 

  

トラクター 

トラクター 



 

2-16 

2.1.12  トラクターユニットの着脱 

 前側のトラクターユニットの場合 

【取り外しかた】 
単票テーブルを起こします。トラクターユニットの左右にあるトラク

ターフレーム部のロックレバーを押しながら、トラクターユニットを

上方に持ち上げて外します。  

 

 

トラクターユニット 

ロックレバー 

ロックレバー 

単票テーブル 
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【取り付けかた】 
1) トラクターユニット左右の U 溝をプリンターの取り付けピンに合

わせます。 

（左側の取り付けピンの溝に合わせて取り付けます。右側の取り付

けピンには、溝はありません。） 

2) トラクターユニット手前側のシャフトをカチッと音がするまで押

し下げてロックさせます。 

（押し下げるとき、ロックレバーを押さないでください。 

 

 

3) 下図のように取り付けピン 2 にトラクターユニットの左右のツメが、

しっかりかかっていることを確認してください。 

 

トラクターユニット 
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 後側のトラクターユニットの場合 

【取り外しかた】 
トラクターユニットの左右にあるトラクターフレーム部のロックレバ

ーを押しながら、トラクターユニットを上方に持ち上げて外します。 

 

トラクターユニット 



 

2-19 

【取り付けかた】 
1) トラクターユニット左右の U 溝をプリンターの取り付けピンに合

わせます。 

（左側の取り付けピンの溝に合わせて取り付けます。右側の取り付

けピンには、溝はありません。） 

2) トラクターユニット手前側のシャフトをカチッと音がするまで押

し下げてロックさせます。 

（押し下げるとき、ロックレバーを押さないでください。） 

 

3) 下図のように取り付けピン 2 にトラクターユニットの左右のロッ

クツメが、しっかりかかっていることを確認してください。 

 

 

トラクターユニット 
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 ガイド  

 

トラクターユニット左右の U字溝は下側の取り付けピンに合わ

せてください。プリンターの左右フレームには刻印があり、下

側の取り付けピンは“Ｂ”です。（”Ａ”の取り付けピンは ASF用

のものですので、こちらには取り付けないでください。 

”Ａ“に取り付けてもトラクターは動作しません。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

A 

B 

A 

B 

OK 位置 

NG 位置 
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2.2  オプショントラクターの設置 

連続用紙をセットする装置です。 

プリンターに標準添付されているトラクター同様にプリンターの前方、

後方のどちらにでも取り付けることができます。トラクターユニット

を追加することにより、同時に 2 種類の連続用紙をセットすることが

できます。 

トラクターユニットの取り扱いについては、「2.1.12 トラクターユニ

ットの着脱について」を参照してください。 
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2.3  ASF の設置 

2.3.1  ASF の取り付け 

ASF は、プリンターの前部または後部に取り付けて使用します。前後

同時に取り付けることもできます。 

 感  電 ASF を取り付けたり、取り外したりするときは、必

ずホスト・コンピューターと本プリンターの電源ス

イッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いた

あとに行なってください。 

感電の原因となります。 

 

 ガイド  

・ プリンターの前側に ASF を取り付けた場合は、トラクターユ

ニットを前側に取り付けることはできません。 

・ ASF をプリンターの前後同時に取り付けた場合は、【ソノタ

ノセッテイ】の『ASF ビン 1 センタク』（「5.2 初期設定メ

ニュー一覧」参照）でどちらを優先して使用するかを設定す

る必要があります。 

  



 

2-23 

2.3.1.1  プリンター前部への取り付け 

1 プリンターの電源を切る 

プリンターの電源が「○」側に倒れていることを確認します。 

2  単票テーブルを起こす 

単票テーブルの先端を少し持ち上げ（①）、手前に引いた後（②）、

回転させて開きます（③）。 

 

3 トラクターユニットを取り外す 

トラクターユニットの左右にあるトラクターフレーム部のロックレバ

ーを押しながら、トラクターユニットを上方に持ち上げて外します。 

 

トラクターユニット 
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4 ASF を取り付ける 

ASFの両側にある U溝を、プリンターの奥の取り付けピンに差し込み、

ゆっくりと下ろします。 

 

取り付けピン 2 に ASF のフレームが正しく乗っていることを確認して

ください。 
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5 単票テーブルを元に戻す 

単票テーブルを下図のように回転させた（①）のち、奥に押し込んで

（②）閉じます（③）。 

単票テーブルのセットが正しくないと、用紙づまりの原因となります。 

 

6 ケーブルを接続する 

ASFのケーブルを、プリンター前面の右側にあるコネクターに接続します。

コネクターの矢印を上にして挿入します。 
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7 使用する用紙サイズに合わせ、エクステンションおよびエクス

テンションワイヤを①、②の順に展開する 
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2.3.1.2  プリンター後部への取り付け 
プリンター後部は、ASF とトラクターユニットの同時搭載が可能です。 

ASFの取り付けは、プリンターの電源を切ってから行います。 

1 プリンターの電源を切る 

プリンターの電源が「○」側に倒れていることを確認します。 

2 ASF を取り付ける 

リアスタッカーを開きます。ASF の両側を持ち、ASFの両側にある U 溝

を、プリンターの奥にある取付けピンに差し込みます。（ASFのラベル

A をプリンター側の刻印 A に合わせて差し込みます。）そのまま取り

付けピンを支点にして、矢印 B の方向に押し下げます。 

 

取り付けピン 2 に ASF のフレームが正しく乗っていることを確認して

ください。 
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3 リアスタッカーを閉じる 

 

4 ケーブルを接続する 

ASF のケーブルを、プリンター後面に向かって右側にあるコネクター

に接続します。コネクターの矢印を上にして挿入します。 

 

5 使用する用紙サイズに合わせ、エクステンションおよびエクス

テンションワイヤを①、②の順に矢印の方向に展開する 
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2.3.2  ASF の取り外し 

ASFを取り外すときは、ケーブルを抜いてから取り外してください。 

1 プリンターの電源を切る 

2 ASF のケーブルを抜く 

3 ASF を取り外す 

 
 感  電 ASF を取り付けたり、取り外したりするときは、必

ずホスト・コンピューターと本プリンターの電源ス

イッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いた

あとに行なってください。 

感電の原因となります。 

プリンター前部に取り付けた場合 プリンター後部に取り付けた場合 

    

 

 

 ガイド  

プリンター前部の ASFを取り外した後に、トラクターユニット

を取り付ける方法は「2.1.12 トラクターユニットの着脱」を参

照してください。 
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2.4  ネットワークカードのご使用方法 

本プリンターのオプションである別売のネットワークカードをプリンター側
面にとりつけて使用することにより、100BASE-TX/10BASE-Tの高速ネットワー
ク環境でのプリンター共有が可能になります。 
ネットワークカード搭載時は、USBインターフェースとの同時接続はできませ
ん。 
USB ケーブルが接続されている場合、ネットワークインターフェースは無
効となります。 

 
品 名 型 名 備  考 

ネットワークカード 
オプション 10480 

プリンターに取り付けると、ネ

ットワーク環境で直接印字で

きます。 

 

 
 

ネットワークカードを取り付けたり、取り外したりす

るときは、必ず電源を切ってください。 

 

 

2.4.1  ネットワークカード搭載方法 

ネットワークカードの搭載は次の手順で行います。 

なお、取り付け後のネットワーク接続については、ネットワークカードのソ

フトウェアガイドを参照してください。 

1 プリンター装置の電源が OFF になっていることを確認する 

2 プリンターのオプションインターフェースカバーを外す 
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3 取り付け口のガイドに従って、本製品を差し込み、取り付ける 

 

 

4 プリンターの電源が OFF になっていることを確認し、電源コード

を差し込む 

 

 
 

プリンター本体の基板の一部が高温になっているこ

とがありますので注意してください。 

また、故障の原因になりますので基板には手を触れな

いでください。 

 
 
  

Pt 板 
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2.4.2  ネットワークカード取り外し方法 

ネットワークカードの取り外しは次の手順で行います。 

 

 
 

電源が入っている状態で本製品を取り外すと、故障の

原因になることがあります。 

 

1 プリンター本体の電源を OFF にする 

2 ネットワークカードの固定ネジを外す 

 

3 下図矢印付近を持って本製品を取り外す 

 

4 プリンターのオプションインターフェースカバーを取り付ける 
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 用紙のセット 
 

 

この章では、用紙のセットのしかた、用紙厚の調整のしかた、

および印字開始位置について説明します。 
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3.1  連続用紙のセット 
 ガイド  

本プリンターはフロント/リア共通の着脱式トラクターを使用

しているため、設置条件、業務形態に応じてトラクターの前後

の位置を選択して使用できます。工場出荷時はフロント側に搭

載されていますが、必要に応じてリア側に付け替えてご使用く

ださい。なお、オプションのトラクターユニットを追加すれば、

フロント/リアにトラクターを取り付けて使用することができ

ます。 

3.1.1  連続用紙のセット（フロントトラクターの場合） 

連続用紙のセットは、次の手順で行います。 

1 プリンターの電源を入れる 

電源スイッチが「｜」側に倒れていることを確認します。 

2 印刷不可状態にする 

〔印刷〕スイッチを押して、プリンターを印刷不可状態（「印刷可」ラ

ンプ消灯）にします。 
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3 液晶ディスプレイに「フロントトラクター」と表示されるまで 

〔単票/連続〕スイッチを押す 

「フロントトラクター」状態にします。 

4 単票テーブルを開く 

単票テーブルを開くと、単票検知センサーに外乱光が入り誤動作するこ

とがあります。電源が入った状態で単票テーブルを開くときには用紙モ

ードを「フロントトラクター」に変更してから以下の操作を行ってくだ

さい。 

単票テーブルの先端を少し持ち上げ（①）、手前に引いた後（②）、

持ち上げて開きます（③）。 

 

5 トラクターのロックを外し、用紙押さえを開く 

左右のトラクターにあるロックレバーを、矢印方向に動かして（①）、

トラクターが左右に移動できるようにします。 

次に用紙押さえを開き（②）、用紙をセットできる状態にします。 
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6 トラクターに用紙をセットする 

トラクターのピンに用紙送り穴をはめ、用紙押さえを閉じます。 

 

 

 

・ トラクターの用紙押さえを開いたまま単票テーブルを倒さな

いでください。トラクターおよび単票テーブルの破損の原因と

なります。 

・ 用紙づまりを防ぐために、次の点に注意してください。 

- 用紙をトラクターにセットするとき、用紙を張りすぎないよ

うにトラクターの幅を調整してください。（トラクターのピ

ンと用紙の用紙送り穴の中心が一致するようにします。） 

- 用紙がたるんでいると、用紙づまりの原因となりますので注

意してください。 

 

 

 

お願い 
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7 第 1 ドットに合わせて左側のトラクターをセットし、右側のトラ

クターを用紙が軽く張るくらい右へ動かし、ロックレバーを矢印方

向に倒して固定する 

第 1 ドットはトラクター左側の筐体部に刻印されているスケールの

「▼」の位置となります。 

用紙の左端を「0」の位置に合わせると、左端余白が 11.43mm（用紙左

端からの余白)となります。 

 

注：用紙の左端を「0」の位置より右側でセットしないでください。 

ストッパーと用紙検出レバーが接触し、用紙検出レバーの動作が渋り、 

用紙検出タイミングがずれ正常に用紙送りが出来なくなります。 

8 単票テーブルを倒す 

 

 

 

単票テーブルを上方向に開いたまま連帳用紙を吸入させると、用

紙づまりを起こす場合があります。必ず、単票テーブルを倒して

から用紙を吸入させてください。 

お願い 

第 1 ドット「▼」 

スケール 0mm 
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単票テーブルは下図のように手前に倒した後に（①）、奥に押し込ん

で（②）閉じます（③）。 

 

9 先頭行位置に用紙をセットする 

〔排出/先頭行〕スイッチを押します。 

用紙が先頭行位置へ送られます。 

先頭行位置の微調整については、「5.3.2 用紙吸入量の調整」を参照

してください。 

 

 

・ 用紙吸入時に用紙づまりが発生した場合、操作パネルのメッセ

ージランプが点灯し液晶ディスプレイに以下の表示がされま

す。 

 

用紙づまりが発生した場合は、「6.2 用紙づまり」を参照して

つまった用紙を取り除き再度用紙をセットし直してください。 

・ 単票テーブルに用紙が残ったまま連帳用紙を吸入/排出させる

と、単票テーブルの用紙も同時に吸入してしまう場合がありま

す。連帳使用時には、単票テーブルの上に用紙をセットしない

でください。 

 

  

お願い 
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10 印刷可能状態にする 

〔印刷〕スイッチを押して、プリンターを印刷可能状態（「印刷可」ラ

ンプ点灯）にし、ホスト・コンピューターから印字データを送ります。 

注： 【7 ソノタノセッテイ】 (5.2 初期設定メニュー項目一覧 参照)で『トラクタジ

ドウオンライン』が「ユウコウ」に設定されている場合は、自動的に印刷可能

状態になり、印字を開始します。 

 

注： 用紙を排出するには、次の方法があります。 

印字ヘッドがページの先頭印字位置にあるときは、印刷可能状態にし

て〔排出/先頭行〕スイッチを押すと、用紙がカット位置まで送られま

す。（詳細については、「4.3.7.1 カット位置に送る」を参照してく

ださい。） 

 

印刷不可状態にして〔改ページ〕スイッチを押します。 

1 回押すたびに 1 ページ分の用紙が送られます。 

 ガイド  

連続用紙のミシン目が切り取り位置にあるとき、ホスト・コン

ピューターから印字データが送られてくると用紙を自動的に

印字位置（元の位置）に引き込んで印字を行います。 
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 前連続用紙の置きかた 

連続用紙は、下図（○印）のように置いてください。用紙が机の角な

どに当たって妨げられると、正しく用紙が送られないので注意してく

ださい。 

 ○ × 

プ
リ
ン
タ
ー
側
面 

  

プ
リ
ン
タ
ー
正
面 

プリンターの用紙出口と、用紙の置く位

置のズレをなくしてください。 

 

 

用紙を置く位置が下図のようにずれてい

ると正しく用紙が送られない場合があり

ますので、注意してください。 

 

 

 

 

連帳用紙は、連続して逆送りをさせるとトラクターから外れるこ

とがありますので注意してください。 

 

お願い 
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3.1.2  連続用紙のセット（リアトラクターの場合） 

連続用紙のセットは、次の手順で行います。 

1 トラクターユニットをプリンターの後面にセットする 

フロントトラクターユニットをリアトラクターとして使用する場合は、

単票テーブルを開いて、トラクターユニットを取り外します。（2.1.12 

トラクターユニットの着脱 参照） 

オプションのトラクターユニットをリアトラクターとして使用する場

合は、フロントトラクターを外す必要はありません。 

 

トラクターユニット 
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トラクターユニットの左右の U 溝を、プリンター取り付けピンに合わ

せます。（トラクターユニットの刻印 Bとプリンター側の刻印 B を合

わせます。）トラクターユニット手前側のシャフトをカチッと音がす

るまで押し下げてロックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トラクターユニット側面図 

取り付けピン 1 

取り付けピン 2 
ロックツメ 
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2 プリンターの電源を入れる 

電源スイッチが「｜」側に倒れていることを確認します。 

3 印刷不可状態にする 

〔印刷〕スイッチを押して、プリンターを印刷不可状態（「印刷可」ラ

ンプ消灯）にします。 

 

 

 

4 液晶ディスプレイに「リアトラクター」と表示されるまで 

〔単票/連続〕スイッチを押す 

「リアトラクター」状態にします。 
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5 トラクターのロックを外し、用紙押さえを開く 

左右の用紙トラクターにあるロックレバーを、矢印方向に動かして

（①）トラクター左右のロックを外し、用紙押さえを開きます（②）。 

 

6 トラクターに用紙をセットする 

左右のトラクターの用紙押さえを開きます。トラクターのピンに用紙

送り穴をはめ、用紙押さえを閉じます。 
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7 第 1 ドットに合わせて左側のトラクターをセットし、右側のトラ

クターを用紙が軽く張るくらい右へ動かし、ロックレバーを矢印方

向に倒して固定する 

第 1 ドットはトラクター左側の筐体部に刻印されているスケールの

「▼」の位置となります。 

用紙の左端を「0」の位置に合わせると、左端余白が 11.43mm（用紙左

端からの余白)となります。 

 

注：用紙の左端を「0」の位置より右側でセットしないでください。 

ストッパーと用紙検出レバーが接触し、用紙検出レバーの動作が渋り、 

用紙検出タイミングがずれ正常に用紙送りが出来なくなります。 

 

 

 

・ 用紙づまりを防ぐために、次の点に注意してください。 

- 用紙をトラクターにセットするとき、用紙を張りすぎないよ

うにトラクターの幅を調整してください。（トラクターのピ

ンと用紙の用紙送り穴の中心が一致するようにします。） 

- 用紙がたるんでいると、用紙づまりの原因となりますので注

意してください。 

 
 

お願い 

第 1 ドット「▼」 

スケール 0mm 



3-14 

 

8 先頭行位置に用紙をセットする 

〔排出/先頭行〕スイッチを押します。 

用紙が先頭行位置へ送られます。 

 

先頭行位置の微調整については、「5.3.2 用紙吸入量の調整」を参照

してください。 

注： 用紙を排出するには、次の方法があります。 

印字ヘッドがページの先頭印字位置にあるときは、印刷可能状態にし

て〔排出/先頭行〕スイッチを押すと、用紙がカット位置まで送られま

す。（詳細については、「4.3.7.1 カット位置に送る」を参照してく

ださい。） 

印刷不可状態にして〔改ページ〕スイッチを押します。1 回押すたびに

1 ページ分の用紙が送られます。 

9 印刷可能状態にする 

〔印刷〕スイッチを押して、プリンターを印刷可能状態（「印刷可」ラ

ンプ点灯）にし、ホスト・コンピューターから印字データを送ります。 
 

注： 【7 ソノタノセッテイ】(5.2 初期設定メニュー項目一覧 参照)で『トラクタジド

ウオンライン』が「ユウコウ」に設定されている場合は、自動的に印刷可能

状態になり、印字を開始します。 
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 後連続用紙の置きかた 

連続用紙は、下図（○印）のように置いてください。用紙が机の角な

どに当たって妨げられると、正しく用紙が送られないので注意してく

ださい。 

 ○ × 

プ
リ
ン
タ
ー
側
面 

  

プ
リ
ン
タ
ー
背
面 

プリンターの用紙出口と、用紙の置く位

置のズレをなくしてください。 

 

 

用紙を置く位置が下図のようにずれてい

ると正しく用紙が送られない場合があり

ますので、注意してください。 

 

 

 

 

連帳用紙は、連続して逆送りをさせるとトラクターから外れるこ

とがありますので注意してください。 

 

お願い 
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3.1.3  連帳用紙のセット（連帳セットフリーオン時） 

連帳セットフリー機能を有効にすると、連帳の左端を検出し、横方向

の印字位置を自動的に調整し、印字することができます。工場出荷時

は、無効に設定されています。 

連帳セットフリー機能有効で使用できる用紙幅は、4～15 インチです

（詳細は「B.2 連続用紙」を参照）。15インチを超える連帳は、印字

カットが発生しますので、連帳セットフリー機能を無効にして使用し

てください。 

ここで説明する連帳用紙のセット方法と注意点は、フロントトラクタ

ー、およびリアトラクターに共通する内容です。 

 

 用紙のセットに関する注意 

 

連帳セットフリー機能は、つぎの方法により使用します。 

 

まず、「第 5章 初期設定値/調整値の変更手順」に従い、【3 ソウチ

キノウ セッテイ】で『F トラクタセットフリー』、または『R トラ

クタセットフリー』が「ユウコウ」になっていることを確認します。

『F トラクタセットフリー』、または『R トラクタセットフリー』が

「ムコウ」のときは、『F トラクタセットフリー』、または『R トラ

クタセットフリー』を「ユウコウ」に設定してください。 

 

連帳のセットは、連帳セットフリー機能が無効のときと同様に「3.1

連続用紙のセット」に従いセットして下さい。 

ただし、印字開始位置は、初期設定【4 マージン セッテイ】の『Fト

ラ セットフリーマージン』、または『Rトラ セットフリーマージン』

（5.2初期設定メニュー項目一覧）により設定します。工場出荷時の

『Fトラ セットフリーマージン』および『Rトラ セットフリーマージ

ン』は、用紙左端より 11.3mmの位置になります。 

 

注： 印字開始位置を頻繁に変更したいときは、連帳セットフリー機能を使わず

トラクターの位置で調整してください。 
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 用紙左端位置に関する注意 

セットフリー機能による印字領域の移動可能範囲は、セットフリー機

能無効時の印字領域（トラクター左側の筐体部に刻印されているスケ

ールの「▼」から最大 13.6 インチ）に対して±12.7mm となります。そ

れを超える印字データは印字がカットされます。 
 

 

 

 

 

例：『F トラ セットフリーマージン』が工場設定値 11.3mm の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

-12.7mm 
 

セットフリー機能による印字領域移動可能範

囲 

+12.7mm 
▼ セットフリー機能無効時の印字領域 13.6 ｲﾝﾁ 

 

桁スケール

連帳セットフリー「有効」

用紙端位置 桁スケール０mm

印字開始位置 用紙端から11.3mm

連帳セットフリー「無効」

用紙端位置 桁スケール18mm

印字開始位置 「▼」位置

用紙端から29.43mm

連帳セットフリー「有効」

用紙端位置 桁スケール12.7mm

印字開始位置 用紙端から11.3mm

連帳セットフリー「有効」

用紙端位置 桁スケール18mm

「▼」から12.7mmより左側に

印字カットが発生

連帳セットフリー「有効」時に

印字カットが発生しない

印字開始位置の範囲

連帳セットフリー「有効」時に

印字カットが発生する

印字開始位置の範囲

ABCDEFG

ABCDEF

01020

510

ABCDEFGH

ABCDEFGH

ABC

ABC

連帳セットフリー「無効」

用紙端位置 桁スケール０mm

印字開始位置 「▼」位置

用紙端から11.43mm

ABCDEFGH

ABCDEFGH

11.3mm

11.43mm

連帳セットフリー「有効」時に

印字カットが発生しない

用紙端位置の範囲

連帳セットフリー「有効」時に

印字カットが発生する

用紙端位置の範囲

±12.7mm

±12.7mm

11.43mm

ABCDEFGH

ABCDEFGH

11.3mm

ABCDEFGH

ABCDEFGH

12.7mm

11.3mm

注意：

例では用紙端を左方向に移動しています。

用紙端とセットフリーマージンを

右方向に移動すると右端で同様の

印字カットが発生します。

『Fトラ セットフリーマージン』が11.3mmの

場合の印字カットが発生しない用紙端位置の限

界です。

この状態でセットマージンを11.3mmより小さく

設定すると、印字開始位置を左に移動するので

この破線から左側の印字がカットされます。
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3.2  単票用紙のセット 

3.2.1  単票用紙のセット（単票セットフリー有効時） 

単票セットフリー機能を使用する場合、単票テーブルの中央に用紙を

差し込むと自動的に吸入されます。なお、単票用紙は一枚ずつ差し込

んでください。使用できる用紙サイズは、はがき～B4 です（詳細は

「B.3 単票用紙」を参照）。単票セットフリー有効で使用できない用

紙は単票セットフリー無効にして使用してください。（「第 5 章 初

期設定値/調整値の変更手順」参照） 

ここでは、連帳用紙吸入状態から、単票セットフリー機能を使用する

時の手順で説明します。 

1 プリンターの電源を入れる 

スイッチが「｜」側に倒れていることを確認します。 

2 印刷不可状態にする 

〔印刷〕スイッチを押して、プリンターを印刷不可状態（「印刷可」ラ

ンプ消灯）にします。 

 

3 「単票セットフリー」ランプが点灯していることを確認する 

消灯している場合は〔下段選択〕スイッチを押し、その後〔単票セットフリー〕

スイッチを押してください。 
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4 液晶ディスプレイに「タンピョウ」と表示されるまで〔単票/連続〕

スイッチを押す 

「単票手差し」状態にします。 

このとき連帳用紙が吸入されたままの場合は、連帳用紙の退避動作を

行ってから、単票用紙に切り替わります。 

 

 

連帳用紙の退避動作が終了する前に単票テーブルに用紙をセッ

トすると、「単票手差し」状態に切り替わらない場合があります。 

連帳用紙の退避動作が終了し、「単票手差し」状態に切り替わっ

た後に単票をセットするようにしてください。 

5 用紙ガイドをラベル 部の位置に合わせる 

用紙セット範囲の目安になります。 

用紙ガイドを使用しないときは、単票テーブルの左端に突き当たるま

で寄せてください。 

6 用紙サイズに応じてサブガイドを引き出す 

 

お願い 
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7 用紙をセットする 

印字する面を上にし、『単票セットフリー』の用紙セット範囲に単票

用紙を一枚ずつ差し込むと、自動的に吸入されます。 

 

注 1） サブガイドを引き出して使用する場合は、上図のように 2 つのサブガイドの

上に用紙を乗せ、サブガイドの長い辺から用紙がはみ出さないようにセット

してください。サブガイドからはみ出した状態で用紙をセットすると、用紙の

端がサブガイドに引っかかり、正しく吸入されない場合があります。 

注 2） 【３．ソウチキノウ セッテイ】（5.2 初期設定メニュー項目一覧 参照）で『オ

ートローディング』を「ムコウ」に設定している場合は、自動的に吸入されま

せん。 

〔排出/先頭行〕スイッチで用紙を吸入してください。 

印字開始位置は、【4 マージン セッテイ】（5.2 初期設定メニュー項

目一覧 参照）の『テサシ セットフリーマージン』の設定に従います。

工場出荷時は、用紙左端より 5.08mm の位置になります。 

 

注 3） 印字開始位置を帳票に合わせて細かく設定したい場合は、単票セットフリ

ーを無効にして用紙ガイドで調整してください。 
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8 印刷可能状態にする 

〔印刷〕スイッチを押して、プリンターを印刷可能状態（「印刷可」ラ

ンプ点灯）にし、ホスト・コンピューターから印字データを送ります。 

注： 【7 ソノタノセッテイ】(5.2 初期設定メニュー項目一覧 参照)で『カットシジド

ウオンライン』が「ユウコウ」に設定されている場合は、自動的に印刷可能

状態になり、印字を開始します。 

 用紙左端位置に関する注意 

プリンターのラベル 部（「単票セットフリー」の用紙セット範囲）

に対して、用紙の左端を下記の×で示す位置にセットした場合、用紙

は吸入後排出されます。○で示す位置にセットしてください。 

用紙ガイドをラベル 部の位置に合わせておくと用紙セット範囲

の目安になります。 

用紙ガイドを使用しないときは、単票テーブル左端に突き当たるまで

左に寄せてください。 

 

注： プリンターのラベル 部（「単票セットフリー」の用紙セット範囲）付近に

用紙をセットする場合、用紙ガイドと単票テーブルの隙間に用紙の先端が

もぐり込む場合がありますので注意してください。 

 

ラベル貼り付け位置 
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 用紙右端位置に関する注意 

プリンターのラベル 部(「単票セットフリー」の用紙セット範囲)

に対して、用紙の右端を下記の×で示す位置にセットすると、印字デ

ータがカットされることがありますので、○の位置にセットしてくだ

さい。 

 

 用紙に関するご注意 

・ 用紙の先端や先端のコーナー部に折れや曲がりがあると、うまく吸

入できないことがあります。折れや曲がりのない用紙を使用してく

ださい。 

・ 単票セットフリーで使用できる用紙は下記のサイズです。 

この範囲にセットできる用紙をお使いください。 

用紙幅 100～364mm（はがき～B4サイズ） 

用紙長さ  70～364mm（      ～B4サイズ） 

詳細は「B.3 単票用紙」を参照してください。 

・ 束のりとじの単票は、とじ部分が分離しやすくジャムが発生し易い

ので、使用を避けてください。 

束のりとじ：単票の厚み部分だけでのりとじを行っているものです。 

・ 単票セットフリーで、宅配便伝票などの連続用紙を１枚ずつ手で切

ってご使用になる場合は、用紙先端のカールなどにより、うまく吸入

できないことがあります。 

用紙のカールなどを取り除いてからご使用ください。 
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3.2.2  単票用紙のセット（単票セットフリー無効時） 

単票用紙は一枚ずつセットしてください。また、連続用紙をセットし

たままでもセットできます。 

単票用紙のセットは、次の手順で行います。 

1 プリンターの電源を入れる 

スイッチが「｜」側に倒れていることを確認します。 

2 印刷不可状態にする 

〔印刷〕スイッチを押して、プリンターを印刷不可状態（「印刷可」ラ

ンプ消灯）にします。 

3 〔下段選択〕スイッチを押し、その後〔単票セットフリー〕スイ

ッチを押して「単票セットフリー」ランプを消灯させる 

4 〔印刷〕スイッチを押し、その後液晶ディスプレイに「タンピョ

ウ」と表示されるまで〔単票/連続〕スイッチを押す 

「単票手差し」状態にします。 

このとき連帳用紙が吸入されたままの場合は、連帳用紙の退避動作を

行ってから、単票用紙に切り替わります。 

 

 

 

 

連帳用紙の退避動作が終了する前に単票テーブルに用紙をセッ

トすると、「単票手差し」状態に切り替わらない場合があります。 

連帳用紙の退避動作が終了し、「単票手差し」状態に切り替わっ

た後に単票をセットするようにしてください。 

お願い 
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5 印字開始位置に合わせて用紙ガイドを移動する 

用紙ガイドの左端を単票テーブルの目盛り 0（mm）の位置にして、ロ

ックレバーを下側に倒してロックします（第 1 ドット目が用紙の左

端より 5.08mm の位置に印字します）。 

 

6 単票用紙をセットする 

印字する面を上にし、単票用紙の左端を必ず用紙ガイドに当てて、一

枚ずつ差し込みます。 

用紙が奥に軽く突き当たるまで、まっすぐに差し込んでください。 

用紙が自動的に印字開始位置まで送られます。 

 

注 1) 【3 ソウチキノウ セッテイ】（5.2 初期設定メニュー項目一覧 参照）で『オ

ートローディング』が「ムコウ」に設定している場合は、〔排出/先頭行〕スイッ

チを押して用紙をセットしてください。 

注 2) 幅のせまい媒体（100mm 未満の媒体）をセットする場合は、用紙ガイドを 

目盛り 0（mm）の位置に合わせます。 

注 3) 用紙ガイドは目盛り 0（mm）の位置より右側にしないでください。 

注 4) A3 用紙の場合は、用紙ガイドを目盛り 28(mm)よりも左側へ移動して 

用紙をセットしてください。 
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7 〔印刷〕スイッチを押し、印刷可能状態（「印刷可」ランプ点灯）に

してホスト・コンピューターから印字データを送る 

送られた用紙がまっすぐセットされなかった場合は、印刷可能状態に

する前に〔排出/先頭〕スイッチを押し、一旦単票用紙を排出してから

再度セットしてください。 

注： 【7 ソノタノセッテイ】(5.2 初期設定メニュー項目一覧 参照)で『カットシジ

ドウオンライン』が「ユウコウ」に設定されている場合は、自動的に印刷可能

状態になり、印字を開始します。 
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3.2.3  単票用紙のセット（ASF を取り付けた場合） 

ASF をプリンターに取り付けた場合に用紙をセットする方法について

説明します。 

ASFの取り付けについては、「2.3.1 ASF の取り付け」を参照してくだ

さい。 

 ガイド  

・ セットするときは、図のように用紙をさばき、机の上など

で用紙の上下、左右をきちんと揃えてください。 

 

・ 用紙はカールを取り除いた上でセットしてください。 

用紙は、湿度などの影響でカールしていることがありま

す。カールした用紙を補充する場合や別梱包の用紙を合わ

せてセットする場合、カールを取り除いた上、カール方向

を合わせてセットしてください。(背中合わせでセットする

と複数枚数が同時に吸入される場合があります。) また、

少しカールのある場合は、カール方向を下図のようにセッ

トしてください。 

 

・ 紙質は同一種類のものをセットしてください。 

銘柄や連量(紙厚)などが異なるものを一緒にしてセットし

ないでください。 
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1 プリンターの電源を入れる 

電源スイッチが「|」側に倒れていることを確認します。 

2 印刷不可状態にする 

〔印刷〕スイッチを押して、プリンターを印刷不可状態(「印刷可」ラン

プ消灯)にします。 

3 液晶ディスプレイ上に「フロント ASF」または「リア ASF」が表示

されるまで〔単票/連続〕スイッチを押す 

プリンター前部に取り付けられている場合は、「フロント ASF」、プリ

ンター後部に取り付けられている場合は、「リア ASF」を選択します。 

4 ASF がプリンター前部に取り付けられている場合は単票テーブル

（2.1.4 単票テーブルの取り扱い 参照)を、プリンター後部に取

り付けられている場合はリアスタッカーを開く 

5 ASF のセットレバーを「FREE」の位置にする 

【ASF がプリンター前部に取り付けられている場合】 

 

【ASF がプリンター後部に取り付けられている場合】 
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6 用紙ガイドに沿って用紙をセットする 

用紙を揃え、用紙の高さを示す赤線がある側の用紙ガイドに沿って用

紙をセットします。赤線が一度にセットできる用紙の高さを示します。 

 

 

・ 用紙の高さを示す赤線がある側の用紙ガイドは通常の場合、

「▽」の位置(最も内側)に寄せてご使用ください。 

・ A3 用紙を横にセットするときは、「A3 」の位置に用紙ガイド

を移動してください。 

 ガイド  

55kg 紙の場合、総枚数が 120 枚となります。 

7 長い用紙をセットする場合は、エクステンションおよびエクステ

ンションワイヤを展開する 

(「2.3.1 ASF の取り付け」参照) 

8 右側用紙ガイドの位置を、セットする用紙に合わせる 

【ASF がプリンター前部に取り付けられている場合】 

 

お願い 
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【ASF がプリンター後部に取り付けられている場合】 

 

 ガイド  

用紙と用紙ガイドとの間に隙間がある場合は、右側用紙ガイド

を左へ動かして隙間をなくしてください。なお、ガイドを用紙

に押しつけ過ぎますと、吸入不良を起こすことがありますので

ご注意ください。 

9 ASF のセットレバーを「SET」の位置に戻し、単票テーブル、リア

スタッカーを元に戻す 

10 印刷可能状態にする 

〔印刷〕スイッチを押して、プリンターを印刷可能状態(「印刷可」ラン

プ点灯)にし、ホスト・コンピューターから印字データを送ります。 

 

 

リアスタッカーへ印字後の用紙をスタックしすぎると用紙づま

りなどが発生します。スタック可能枚数は 120 枚（上紙 55kg 用

紙で ASFにセット可能な枚数）を目安に適度に取り除いてくださ

い。 

 

お願い 
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3.2.4  単票用紙のセット（ASF セットフリーオン時） 

 

ASFセットフリー機能を有効にすると、単票の左端を検出し、横方向

の印字位置を自動的に調整し、印字することができます。この機能で

使用できる用紙幅は、100～364mm(B4の長手方向)です（詳細は「B.3 

単票用紙」を参照）。364mm を超える単票は、印字カットが発生しま

すので、ASFセットフリー機能を無効にして使用してください。 

ここで説明する ASF への用紙のセット方法と注意点は、フロント ASF

およびリア ASF に共通する内容です。 

 

 用紙のセットに関する注意 

 

ASFセットフリー機能は、つぎの方法により使用します。 

 

まず、「第 5章 初期設定値/調整値の変更手順」に従い、【3 ソウチ

キノウ セッテイ】で『FASF セットフリー』、または『RASF セット

フリー』が「ユウコウ」になっていることを確認します。『FASFセッ

トフリー』、または『RASF セットフリー』が「ムコウ」のときは、

『FASFセットフリー』、または『FASFセットフリー』を「ユウコウ」

に設定してください。 

 

ASF への単票のセットは、ASF セットフリー機能が無効のときと同様

に「3.2.3 単票用紙のセット（ASF を取り付けた場合）」に従いセッ

トして下さい。 

 

印字開始位置は、初期設定【4 マージン セッテイ】の『FASFセットフ

リーヨハク』、または『RASFセットフリーヨハク』（5.2初期設定メニ

ュー項目一覧）により設定します。工場出荷時は、用紙左端より 5.08mm

の位置になります。 

 

注： 印字開始位置を頻繁に変更したいときは、ASF セットフリー機能を使わず

用紙ガイドの位置で調整してください。 
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 用紙左端位置に関する注意 

セットフリー機能による印字領域の移動可能範囲は、セットフリー機

能無効時の印字領域（ASF の用紙ガイド下に貼られているスケールの

「▼」から最大 13.6 インチ）に対して±12.7mm となります。それを

超える印字データは印字がカットされます。 
 

 

 

 

 

例：『FASFセットフリーマージン』が工場設定値 5.1mm の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-12.7mm 
 

セットフリー機能による印字領域移動可能範

囲 

+12.7mm 
▼ セットフリー機能無効時の印字領域 13.6 ｲﾝﾁ 

 

FASFセットフリー「有効」

用紙ガイド位置 「▽」位置

桁スケール０mm

印字開始位置 用紙端から5.1mm

FASFセットフリー「無効」

用紙ガイド位置「▽」から18mm左

印字開始位置 用紙端から23.08mm

単票給紙口シールの

「▼第一ドット」位置

FASFセットフリー「有効」

用紙ガイド位置 「▽」から12.7mm左

印字開始位置 用紙端から5.1mm

FASFセットフリー「有効」

用紙ガイド位置「▽」から18mm左

セットフリー無効時の印字開始位置

から12.7mmより左側に印字カットが

発生

ABCDEFGH

ABCDEFGH

ABCDEFGH

ABCDEFGH

ABCDEFGH

ABCDEFGH

ABC

ABC

ABCDEFG

ABCDEF

12.7mm

ASFセットフリー「有効」時に

印字カットが発生しない

印字開始位置の範囲

ASFセットフリー「有効」時に

印字カットが発生する

印字開始位置の範囲

桁スケール

A3

FASFセットフリー「無効」

用紙ガイド位置「▽」位置

桁スケール０mm

印字開始位置 用紙端から5.08mm

単票給紙口シールの

「▼第一ドット」位置

ABCDEFGH

ABCDEFGH

5.08mm

8.58mm

12.7mm

ASFセットフリー「有効」時に

印字カットが発生しない

用紙ガイド位置の範囲

ASFセットフリー「有効」時に

印字カットが発生する

用紙ガイド位置の範囲

『FASFセットフリーマージン』が5.1mmの

場合の印字カットが発生しない用紙端位置の限

界です。

この状態でセットマージンを5.1mmより小さく

設定すると、印字開始位置を左に移動するので

この破線から左側の印字がカットされます。

注意：リアASFの場合も同様です。

印字開始位置の目安はリアトラクター左側

の刻印の「▼」になります。

12.7mm

5.1mm
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第4章  操作パネルと印刷の基本操作 
 

 

この章では、操作パネル上の各スイッチの取り扱い方法および

ランプの意味と、印刷の基本操作ついて説明します。 
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4.1  操作パネルの機能 
操作パネルには、プリンターの状態を示すランプとプリンターを操作

するためのスイッチ、プリンターの設定状態や障害発生時にその内容

を表示する液晶ディスプレイが付いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.1.1  液晶ディスプレイ 

16 桁×2 行表示の液晶ディスプレイであり、プリンターの状態を表示

します。 

印刷可能状態 

 

 

 

 

 

 

 

印刷不可状態 

 

 

ランプ 液晶ディスプレイ スイッチ 

スイッチ 

ESC/P     V１．００ 

フロントトラクタ 

インサツ カノウ 

フロントトラクタ  コテイ０１ 

用紙モード 
フロントトラクタ：フロントトラクター 

リアトラクタ：リアトラクター（オプション） 

タンピョウ：単票 

フロント ASF：フロント ASF（オプション） 

リア ASF：リア ASF（オプション） 

 

用紙厚（「ジドウ」が選択されてい

る場合は表示されません） 

ESC/P        ＶＸ．ＸＸ 

フロントトラクタ  コテイ０１ 
プログラムのバージョン 
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4.1.2  ランプ 

各ランプの機能は下表のとおりです。 

ランプ名称 色 機 能 

電源 緑 電源スイッチを入れる((｜)側に倒す)と点灯

します。 

スタンバイ状態になると消灯します。 

スタンバイ 橙 スタンバイ状態で点灯します。 

この時、他のランプ及び LCD は全て消灯状態

となります。 

印刷可 緑 印刷可能状態で点灯します。 

 

点検 橙 印字できない状態にあることを知らせます。 

点 灯: エラーが発生し、印字できない状態 

消 灯: 印字できる状態 

データ 緑 プリンター内に印字するデータがあるかどう

かを知らせます。 

点 灯: データが残っている 

点 滅: データをホスト・コンピューターか

ら受信中 

消 灯: データがない 

点灯または点滅中に電源を切断すると、その

データは失われます。 

手前排出 緑 単票の排出方向が「手前排出」のときに点灯

します。 

単票セットフリー 緑 単票セットフリー機能が有効のときに点灯し

ます。 

単票 緑 単票/フロント ASF/リア ASF モードのときに点

灯します。 

コピー強化 緑 コピー強化をする場合に点灯します。 

高速 緑 高速印字モード（間引き印字）のときに点灯

します。 

ECO 緑 ECOモード（間引き印字）のときに点灯しま

す。 
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 印刷可能状態、印刷不可状態とは 

プリンターには印刷可能状態と印刷不可状態があります。 

印刷可能状態とはホスト・コンピューターからのデータを受信し、印字

することができる状態です。 

印刷不可状態とはホスト・コンピューターからのデータの受信と印字

を停止している状態です。 

 

印刷可能状態から印刷不可状態にして印字を停止した場合に、受信バ

ッファーにデータが残っていることがあります。 

再度印刷可能状態にすると、印字を続行します。 

4.1.3  スイッチ 

上下に名称が書かれている改行/位置決め、改ページ/単票セットフリ

ー、単票/連続/手前排出スイッチの場合、下側の機能は「ゲダン キノ

ウ」と表示されているときに使用できます。 

各スイッチを使用した機能については、次ページ以降を参照してくだ

さい。 
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4.2  操作パネルの操作 
印字をするときに用紙モードを切り替えたり、強制的に改ページを行

ったりするために操作パネルを操作します。 

 ガイド  

プリンターのトップカバーが開いていると、スイッチは操作で

きません。ただし、〔微調▲〕、〔微調▼〕スイッチは操作できま

す。 

印字ヘッドが動いているときに、トップカバーを開けた場合は、

〔微調▲〕、〔微調▼〕スイッチも操作できません。 

4.2.1  印刷可能状態と印刷不可状態の切り替え 

プリンターの状態には、印刷可能状態と印刷不可状態があります。印
刷可能状態と印刷不可状態は、操作パネルの〔印刷〕スイッチによって
切り替えます。 

 印刷可能状態 

ホスト・コンピューターからデータを受信して印字動作ができる状態
をいいます。通常、電源を投入すると印刷可能状態になり「印刷可」
ランプが点灯します。「印刷可」ランプが消灯しているとき(印刷不可
状態)に〔印刷〕スイッチを押すと、印刷可能状態になります。 

 印刷不可状態 

ホスト・コンピューターからデータを受信できない状態をいいます。
印刷可能状態のときに〔印刷〕スイッチを押すと、印刷不可状態になり
ます。 
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4.2.2  用紙の吸入/排出 

 フロントトラクター／リアトラクターセット時 
（用紙モードを「フロントトラクタ」または「リアトラクタ」選択時) 

用紙無し状態の場合、〔排出/先頭行〕スイッチを押すと、フロントトラ

クター、またはリアトラクターにセットしてある連帳用紙を印字開始

位置まで吸入します。 

用紙有り状態の場合、〔排出/先頭行〕スイッチを押すと、フロントトラ

クター、またはリアトラクターにセットしてある連帳用紙を切り取り

位置まで送ります（ティアオフ）。 

単票テーブルに単票用紙がある場合は、単票用紙も給紙されてしまい

ますので注意してください。 

 単票用紙セット（手差しモード）時 
（用紙モードを「タンピョウ」選択時） 

初期設定の【3 ソウチキノウ セッテイ】で『オートローディング』を

「ムコウ」に設定している場合、単票テーブルに単票用紙をセットし

た状態で〔排出/先頭行〕スイッチを押すと、単票用紙を印字開始位置ま

で吸入します。 

用紙有り状態で〔排出/先頭行〕スイッチを押すと、単票用紙の排出を行

います。 

排出方向は、「手前排出」ランプの表示状態に従い手前または後方です。 

 単票用紙セット（自動給紙機構（ASF）搭載）時 
（用紙モードを「フロント ASF」または「リア ASF」選択時） 

フロント ASF またはリア ASF にセットした用紙が未吸入状態で〔排出/

先頭行〕スイッチを押すと、単票用紙を印字開始位置まで吸入します。 

用紙吸入状態で本スイッチを押すと、単票用紙を排出します。 

排出方向は、「手前排出」ランプの表示状態に従い手前または後方です。 

ASF が前後に搭載されている場合、フロント ASF およびリア ASF のど

ちらをビン 1、ビン 2 に割り当てるかは、初期設定【7 ソノタノセッ

テイ】の『ASF ビン 1 センタク』に従います。 

単票テーブルに単票用紙がある場合は、単票用紙も給紙されてしまい

ますので注意してください。 

 ガイド  

用紙後退中に途中で止まることがありますが、故障ではありま
せん。しばらくすると動きだします。 

 



 

4-7 

 

4.2.3  改行 

印刷不可状態でのみ機能します。 

〔改行〕スイッチを 1回押すと、正改行(用紙繰り出し方向) 動作を行いま

す。 

正改行の方向は、プリンター前面から吸入する用紙(フロントトラクタ

ー、単票、フロント ASF)と、プリンター背面から吸入する用紙(リアト

ラクター、リア ASF)では、用紙繰り出し方向が異なります。 

押し続けると、連続正改行動作となります。 

4.2.4  改ページ 

印刷不可状態でのみ機能します。 

〔改ページ〕スイッチを押すと用紙モードにより以下の動作をします。 

 フロントトラクター/リアトラクター時 
（用紙モードを「フロントトラクタ」または「リアトラクタ」選択時） 

用紙を次のページの先頭行に送ります。このときのページの長さは、

初期設定【3 ソウチキノウ セッテイ】で『Fトラクタ ヨウシナガサ』

または『R トラクタ ヨウシナガサ』により設定されます。(初期設定

11 インチ)。 

印字実行後はプリンタードライバ、アプリケーションから設定した値

になりますが、その後に電源の切断、リセットコマンド送出によるリ

セットを実行した場合は、初期設定で設定したページ長になります。 

単票テーブルに単票用紙がある場合は、単票用紙も給紙されてしまい

ますので注意してください。 

 単票用紙セット（手差しモード）時 
(用紙モードを「タンピョウ」選択時) 

用紙を排出します。 

 単票用紙セット（自動給紙機構（ASF）搭載）時 
（用紙モードを「フロント ASF」または「リア ASF」選択時） 

フロント ASF またはリア ASF にセットした用紙が未吸入状態で本スイ
ッチを押すと、単票用紙を印字開始位置まで吸入します。用紙吸入状
態で本スイッチを押すと、この単票用紙を排出後、フロント ASF また
はリア ASF にセットした次の単票用紙を印字開始位置まで吸入します。 

ASF が前後に搭載されている場合、フロント ASF およびリア ASF のど
ちらをビン 1、ビン 2 に割り当てるかは、初期設定『ASF ビン 1 セン
タク』に従います。 

単票テーブルに単票用紙がある場合は、単票用紙も給紙されてしまい

ますので注意してください。 
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4.2.5  用紙モードの切り替え 

印刷不可状態でのみ機能します。 

使用する用紙モードを選択します。 

〔単票/連続〕スイッチを 1回押すごとに、用紙モードが、 

『フロントトラクタ』→『リアトラクタ』→『タンピョウ』 

『リア ASF』←『フロント ASF』 

の順に切り替わります。 

選択された用紙モードが、液晶ディスプレイに表示されます。 

フロント ASF、リア ASFは、それぞれ自動給紙機構（ASF）が搭載され

ているときのみ選択可能です。 

フロント ASF搭載時はフロントトラクターには切り替りません。 

Windows から印字する場合、プリンタードライバの設定が優先します。

ただし、手差し口に用紙がセットされている状態で、ドライバの設定

とプリンター設定の用紙モードが一致した場合は、手差し口から給紙

します。 

 

なお、フロント/リアトラクターの用紙を取り外す場合は、用紙モード

を単票にすると用紙がトラクターまで退避します。 

 

4.2.6  印字速度の切り替え 

印刷不可状態でのみ機能します。 

〔高速/ＥＣＯ〕スイッチを押すごとに、 

            『標準印字モード』→『高速印字モード』 

                    『ECO モード』 

の順に切り替わります。 

標準印字モード : 180dpiの解像度で印字します。 

高速印字モード : 間引き印字することにより、標準の 2 倍の速度で 

(高速ランプ点灯)  印字します。 

ECO印字モード : 高速印字モード（間引き印字）のパターンを標準 

(ECOランプ点灯)  印字速度で印字し、騒音を低減します。 

  



 

4-9 

 

4.2.7  紙厚設定の切り替え 

印刷不可状態でのみ機能します。 

〔紙厚設定〕スイッチを押し、紙厚設定モードにします。 

紙厚設定スイッチを押すたびに液晶ディスプレイの下段表示が変化し

ます。 

設定値は以下のようにループします。 

『ジドウ』→『マニュアル(コテイ１)』→『マニュアル(コテイ２)』・・・ 

 

 

選択されたモードが、液晶ディスプレイに表示され、〔印刷〕スイッチ

を押すと現在選択している値に変更します。 

電源を切ると再び電源を入れたときは初期設定の状態に戻ります。 

 

4.2.8  システム・ユニットへの印刷取り消し要求 

ホスト接続時、印刷不可状態でのみ機能します。 

〔取消〕スイッチを押すと、システム・ユニットに印刷取り消しの要求

を出します。実際に印刷が取り消されるかどうかは、使用しているソ

フトウェアによって決められます。 

 

4.2.9  下段機能への切り替え 

印刷不可状態でのみ機能します。 

印刷不可状態で〔下段選択〕スイッチを押すと、液晶ディスプレイ上段「ゲダ

ン キノウ」と表示され、位置決めスイッチ、単票セットフリースイッチ、お

よびメニューモードが使用できます。 
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4.2.10  印字開始位置の微調整 

〔微調▼〕スイッチ、〔微調▲〕スイッチを 1 回押すと、▼ ▲の方向に、

1/180 インチずつ微小改行を行います。 

スイッチの上に表示されている▼ ▲の方向に、正改行、または逆改行

の動作となります。 

本スイッチを押し続けると、連続微小改行動作となります。 

先頭行位置の状態で微調整した後、〔下段選択〕スイッチを押し、〔位置

決め〕スイッチを押すと、現在行の位置を用紙の先頭行位置として記憶

します。（ページ下部 注意 1、注意 2を参照） 

位置決め後は必ずプリンターの電源を切り、再起動します。 

この値は電源を切った後も保持されます。 

 タンピョウ/フロント ASF/リア ASF時 

用紙がセットされていないときに〔位置決め〕スイッチを押すと、単票

用紙の先頭行位置が用紙先端から約 6.4mm（1/4インチ）の位置に設定

されます。 

 

4.2.11  連続用紙カット位置の微調整 

液晶ディスプレイ上段に「ゲダン キノウ」と表示されているとき、機能しま

す。 

連帳用紙の先頭行位置と単票用紙の先頭行位置は、それぞれ別に記憶

されます。 

 フロントトラクター/リアトラクター時 

〔下段選択〕スイッチを押し、〔位置決め〕スイッチを押すと、現在行の位

置を用紙の先頭行位置として記憶します。（ページ下部 注意 2 を参照） 

位置決め後は必ずプリンターの電源を切り、再起動します。 

〔排出/先頭行〕スイッチを押して用紙のミシン目を切り取り位置に合

わせ、〔下段選択〕スイッチを押し、〔位置決め〕スイッチを押すと、そ

の位置をミシン目位置として記憶します。ミシン目位置は先頭行位置

とは別に記憶されます。 

位置決め後は必ずプリンターの電源を切り、再起動します。 

この値は電源を切った後も保持されます。 

注意： 

1. 位置決めを行う前に 〔微調▼〕スイッチか〔微調▲〕スイッチで送り

方向を変えた場合、現在行の位置と次の用紙をセットした時の先頭

行位置が若干ずれることがあります。 

2. 位置決めを行う前には、実際に印刷する用紙送りの方向と同じ方向

に 〔微調▼〕スイッチか〔微調▲〕スイッチで用紙を送って位置合わ

せを行うようにします。  
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4.2.12  単票手差しの方法の切り替え 

液晶ディスプレイ上段に「ゲダン キノウ」と表示されているとき、

機能します。 

単票手差しの方法を切り替えます。 

〔単票セットフリー〕スイッチを押すごとに単票セットフリーの有効／無

効が切り替わります。 

 単票セットフリー無効時（単票セットフリーランプ消灯） 

用紙ガイドに用紙左端を沿わせてセットします。 

印字開始位置は、用紙ガイド（左）を移動させて余白を調整してくだ

さい。 

単票セットフリーが無効の場合のみ【3 ソウチキノウ セッテイ】の

『オートローディング』の時間設定が有効となります。 

 単票セットフリー有効時（単票セットフリーランプ点灯） 

用紙を単票テーブルの用紙吸入口に軽く押し込むだけで用紙がセット

されます。 

「単票セットフリー」ランプが点灯します。 

印字開始位置は初期設定【4 マージン セッテイ】の『テサシ セッ

トフリーマージン』で設定した値になります。【3 ソウチキノウ セ

ッテイ】の『オートローディング』が「ムコウ」の場合は、〔排出/先

頭行〕スイッチを押さないと用紙を吸入しません。 

 

4.2.13  単票用紙排出方向の切り替え(手前排出) 

液晶ディスプレイ上段に「ゲダン キノウ」と表示されているとき、

機能します。 

単票用紙の排出方向の切り替えを行います。 

単票用紙の排出方向には、手前（テーブル側）と後方（スタッカー側）

の 2 つがあります。 

排出方向は、単票手差し、フロント自動給紙機構（ASF）、リア自動給

紙機構（ASF）とも用紙繰り出し方向です。 

 「手前排出」ランプ消灯時 

〔手前排出〕スイッチを押すと、「手前排出」ランプが点灯し、単票用

紙の排出方向は手前排出となります。 

 「手前排出」ランプ点灯時 

〔手前排出〕スイッチを押すと、「手前排出」ランプが消灯し、単票用

紙の排出方向は後方排出となります。 
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4.2.14  メニュー項目の選択 

液晶ディスプレイ上段に「ゲダン キノウ」と表示されているとき、

機能します。 

以下の 4 つのスイッチは、初期設定をするメニュー項目の操作を行う

時に使用します。 

 

〔  〕スイッチ 

メニュー項目を選択するときに、項目を 1 つ前の項目に戻します。 

 

 

 

〔  〕スイッチ 

メニュー項目を選択するときに、項目を 1 つ次の項目に戻します。 

 

 

 

〔設定〕スイッチ 

メニュー項目を設定あるいは実行するときに押します。 

 

 

 

〔中止〕スイッチ 

設定を途中で中止するときに押します。 

このスイッチが押されると一つ前のメニューに戻ります。 
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4.3  印刷の開始と停止 

4.3.1  印刷の開始 

1 プリンターの電源を入れる 

連続用紙を使用する場合には、連続用紙をセットしてから、プリンタ

ーの電源を入れます。 

 

2 印刷不可状態（印刷可ランプが消えている）のときは印刷スイッ

チを押します。 

プリンターは印刷可能状態になります。 

 

 

 

 

 

単票モードの場合、用紙がセットされれば自動的に用紙を吸入しま

す。 

注：カバーが開いている場合、用紙切れの場合は、その原因を取り除

いてから印刷スイッチを押してください。 

 

その後、システム・ユニットから印刷命令が送られてくると印刷を開

始します。 
  

 

●電 源 

○スタンバイ 

○印刷可 

電源スイッチ（｜）側 

点灯 

インサツ カノウ 

フロントトラクタ 
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4.3.2  印刷の停止 

1 印刷中に、印刷スイッチを押します 

現在印刷している行を印刷し終えた後、印刷可ランプが消えプリン

ターは印刷不可状態になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.3.3  印刷の取り消し 

1 プリンターを印刷不可状態にします 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 取消スイッチを押します 

印刷を取り消す要求がシステム・ユニットに送られます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

実際に印刷が取り消されるかどうかはソフトウェアによって決めら

れます。 
 

  

ESC/P       Ｖ１．００ 

フロントトラクタ 

ESC/P       Ｖ１．００ 

フロントトラクタ 

ESC/P       Ｖ１．００ 

フロントトラクタ 
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4.3.4  印刷業務終了時の注意 

印刷業務が終了し、プリンターの電源を切るときには、次のことに注

意してください。 

 連続用紙がセットされている場合は、用紙をミシン目で切り、単

票モードに切り替えた後、連続用紙をトラクターから外してくだ

さい。 

 トラクターから連続用紙を外した後、トラクターを閉じてくださ

い。トラクターが閉じていないと、前面カバーあるいはリアカバ

ーがきちんと閉じず、自己診断機能でエラーを出したり用紙づま

りなどを起こす原因となります。 

 用紙をセットしたままにしておくと、用紙がカールして用紙づま

りの原因になります。必ず取り外して、用紙は平らなところに保

管してください。 
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4.3.5  用紙厚の調整 

用紙厚の調整とは、印字ヘッドとプラテンの間隔を使用する用紙の厚

みに合わせることです。 

本プリンターは、使用する用紙の厚さ、枚数に応じて自動的に印字ヘ

ッドの位置を上下に調整する自動紙厚調整機能を装備しており、通常

は紙厚調整の必要はありません。 

宅配便伝票などの段差のある用紙に印字するときに、自動紙厚調整で

はうまく印字できない場合に、以下の手順で紙厚をジドウから手動（用

紙固定）設定に変更してください。 

1 印刷不可状態にして〔下段選択〕スイッチを押す 

メニューモードになります。 

2 〔  〕 または 〔 〕 スイッチを押して「3 ソウチキノウセッテ

イ」を表示させる 

3 〔設定〕 スイッチを押して、下のレベルに移動する 

4 〔  〕 または 〔 〕 スイッチを押して「カミアツチョウセイ」を

表示させる 

5 〔設定〕 スイッチを押して、下のレベルに移動する 

6 〔  〕 または 〔 〕 スイッチを押してコテイ１～１３を選択する 

操作パネルから用紙厚を調整するときは、「4.2.7 紙厚設定の切り替

え」を参考にしてください。 

操作パネルの紙厚調整のレンジが“１”のとき、印字ヘッドとプラテ

ンの間隔は最も狭くなり、“１３”のとき最も広くなります。 
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7 〔設定〕スイッチを押す 

設定値の先頭に「*」が表示され、その値が設定されます。 

8 〔印刷〕スイッチを押し設定登録メニューを表示させる 

 

9 〔微調▲〕 スイッチを押して設定を登録する 

〔微調▲〕 スイッチを押すと、設定した内容で登録します。 

これを実行しないとここまで設定した内容は保存されません。 

〔微調▼〕 スイッチを押すと、設定した内容が取り消しになります。 

  

▲：セッテイトウロク 

▼：セッテイトリケシ 
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1 枚紙 複写紙 用紙の厚さ(mm) 紙厚設定値の表示 

連量 

45～70kg 

一般的な 1P 

(連量 34kg) 
0.08 コテイ 1 

連量 

70～110kg 
一般的な 2P 0.13 コテイ 2 

連量 

110～135kg 
一般的な 3P 0.18 コテイ 3 

はがき 

各種封筒 

特殊紙 

など 

一般的な 4P 0.24 コテイ 4～5 

一般的な 5P 0.30 コテイ 5～6 

一般的な 6P 0.36 コテイ 6～7 

一般的な 7P 0.42 コテイ 7～8 

一般的な 8P 0.48 コテイ 9 

一般的な 9P 0.54 コテイ 10～11 

各種宅配伝票 

(ゆうパック 

など) 

0.53 コテイ 10 

0.58 コテイ 11 

0.63 コテイ 12 

0.68 コテイ 13 

 

 

 

手動（用紙固定）設定モードでお使いになる場合は、用紙の厚さ

に対して上記の目安に沿って用紙厚設定値をセットしてくださ

い。 

手動（用紙固定）設定モードは 1～13 の 13 段階あり、操作パネ

ルによりコテイ１から１レンジ増す毎に約 0.05mm 単位で用紙と

印字ヘッドの間隔が広くなります。おおよその目安として 1～2

の設定で 1 枚、1 レンジ増すごとに用紙 1 枚分間隔が広くなりま

す。 

使用する用紙の複写枚数、厚さに応じて適切な印字品質となるよ

うに設定してください。 

使用する用紙に対して、用紙厚設定値が適切でないときは、次の

ような現象が起こることがあります。 

 

用紙厚に対して用紙厚設定値が広すぎるとき 

・印字抜けや印字カスレが生じることがあります。 

 

用紙厚に対して用紙厚設定値が狭すぎるとき 

・印字中にリボンがはずれたり、たるんだりして印字ヘッドの 

故障の原因になることがあります。 

・用紙の端面が切れたり、しわになったりすることがあります。 

・リボンによって用紙が汚れることがあります。 

・用紙の送りが悪くなることがあります。 

・キャリッジが正常に動かなくなることがあります。 

お願い 
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 紙厚調整の動作タイミングについて 

・ 紙厚調整が「ジドウ」のとき 

印字動作を開始するときに、自動的に用紙厚が調整されます。 

・ 紙厚調整が手動のとき 

操作パネルでの設定後、次の印字動作を開始するときに、設定した用

紙厚に調整されます。 
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4.3.6  印字開始位置 

必要に応じてセットした用紙の行方向の印字開始位置を変えます。 

印字開始位置を調整するとき、カードガイドの右側窓のラインが文字

の上下端を示していますので、これを目安にして用紙を合わせます。 
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印字開始位置（行方向）を微調整する 

操作パネルの操作で行方向の印字位置を微調整できます。トップカバ

ーを開いているとプリンターが動作しませんので、トップカバーを閉

じてから操作してください。 

 正方向（用紙を送り出す方向）に微調整するとき 

〔微調 ▲〕スイッチを押します。 

単票用紙、フロント ASF の用紙、およびフロントトラクの用紙は、正

方向に 1/180インチ改行します。 

押し続けると連続して正改行します。 

リア ASF の用紙、およびリアトラクターの用紙に対しては、逆改行と

なります。 

 逆方向（用紙を戻す方向）に微調整するとき 

〔微調 ▼〕スイッチを押します。 

単票用紙、フロント ASF の用紙、およびフロントトラクターの用紙は、

逆方向に 1/180 インチ改行します。 

押し続けると連続して逆改行します。 

リア ASF の用紙、およびリアトラクターの用紙に対しては、正改行と

なります。 

 ガイド  

連続用紙の印字開始位置を〔微調 ▲〕スイッチ、または〔微調 

▼〕スイッチを押して変更した場合は、変更した分が次ページ

でも加減されます。また、連続用紙をカット位置に送る場合 

(「4.3.7 連続用紙の排出」参照)でも、用紙を送り出す際に、

変更した分が加減されます。さらに、カット位置に用紙を送り

出した状態で〔微調 ▲〕スイッチ、または〔微調 ▼〕スイッチを

押した場合は、その位置から印字が開始されます。 

調整値を保存する 

微調整した状態で〔下段選択〕スイッチを押し、〔位置決め〕スイッチを

押すとブザーが鳴り、調整値を保存します。 

調整値の保存後は、プリンターの電源を切り、再起動します。 
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4.3.7  連続用紙の排出/取り外し 

あらかじめセットした連続用紙のミシン目がカットしやすい位置（カ

ット位置）にくるように、用紙を送る機能です。また、連続用紙を取

り外すときは、カット後用紙モードを単票に変更します。 

4.3.7.1  カット位置に送りカットする 
次の手順で、連続用紙をカット位置に送りカットします。 

1 印刷可能状態で〔排出/先頭行〕スイッチを押す 

ミシン目が用紙カット位置まで送られます。 

初期設定の【3 ソウチキノウ セッテイ】で『オートティアオフ』を「ユ

ウコウ」に設定している場合は、印字が終わる（または印字データを

印字し終わる）毎に自動的に用紙カット位置まで用紙が送られます。 

〈連続用紙を前方からセットした場合〉 

 

〈連続用紙を後方からセットした場合〉 
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印字ヘッドの位置が次のページの先頭行にあるときには、ミシン目が

カット位置まで送られます。 

 

注） ページ長設定が正しくないとき、および〔微調▼〕 〔微調▲〕スイッチで

用紙を移動させた場合は、カット位置が合わなくなります。 

2 用紙を切り取る 

3 もう一度、〔排出/先頭行〕スイッチを押す 

用紙が印字開始位置に戻ります。 

初期設定の【3 ソウチキノウ セッテイ】で『オートティアオフ』を「ユ

ウコウ」に設定している場合は、次の印字データを受信すると自動的

に元の位置に戻ります。 

 

  

印字ヘッドが 

次ページの先頭行 

にある状態 次のページ 

印字済のページ 
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4.3.7.2  カット位置の補正方法 
カット位置に用紙を送り出したときに、プリンターの用紙カッター位置

と用紙のミシン目がずれている場合は次の手順で位置を補正できます。

連帳用紙の送り出し量をそれぞれ補正できます。 

約９ｍｍの補正が可能です。 

1 印刷可能状態で〔排出/先頭行〕スイッチを押し用紙をカット位置

に送る 

2 〔微調▲〕または〔微調▼〕スイッチを押しカット位置を合わせる 

3 用紙カッター位置に用紙のミシン目が合ったら〔下段選択〕スイ

ッチを押す 

4 〔位置決め〕スイッチを押す（ブザーが鳴る） 

新たな用紙カットの送り出し量として設定されます。 

 

・ 前連帳用紙の場合 

〔微調▲〕スイッチ：用紙送り出し量を大きくします。 

〔微調▼〕スイッチ：用紙送り出し量を小さくします。 

1 回スイッチを押すごとに、1/180 インチ補正します。 

・ 後連帳用紙の場合 

〔微調▼〕スイッチ：用紙送り出し量を大きくします。 

〔微調▲〕スイッチ：用紙送り出し量を小さくします。 

1 回スイッチを押すごとに、1/180 インチ補正します。 

5 プリンターの電源を切り、再起動する 
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4.3.7.3  連続用紙を取り外すとき 
次の手順で連続用紙を取り外します。 

 

1 4.3.7.1 カット紙に送る の手順に従い印字済の連続用紙をカッ

トする 

2 4.2.5 用紙モードの切り替え の手順に従い用紙モードをタンピ

ョウに切り替える 

 

連続用紙の先端がトラクターまで退避します。 

 

 ガイド  

連続用紙の退避量は最高 482.6mm(19インチ)です。この量退避

しても連続用紙の先端を検出しない場合は、その時点で退避動

作を終了します。 

再度用紙モードを単票に切り替えると再度退避動作を行いま

すが、連続して行うとジャムが発生する場合があります。 

 

3 単票テーブルを開く 

 

4 用紙押さえを開き連続用紙を取り外す 

5 用紙押さえを閉じ、単票テーブルを基に戻す 
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4.3.8  スタンバイモードの表示 

本プリンターは、静止状態が 5 分間（デフォルト）続くとスタンバイ

モードに自動的に切り替わり、待機時電力を削減します。 

液晶ディスプレイの表示が消え、スタンバイの LED ランプが点灯し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

スタンバイモードに入るまでの時間は【3 ソウチキノウ セッテイ】

の『スタンバイ モード』で変更できます。 

 

スタンバイモードは以下の場合に解除されます。 

・いずれかのスイッチ押下 

・システムからのデータ受信 

・カバーオープン検出 

・単票手差し口への用紙セット 

・単票抜き取り待ち状態からの用紙抜き取り 
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第5章  初期設定値/調整値の変更手順 
 
 
この章では、メニューモードで設定できる各項目について説明しま
す。 
プリンターの設定値は、メニューモードで変更することができます。 
設定を変更する手順については、「5.1 設定の変更」を参照してくだ
さい。 
設定項目の詳細は、「5.2 初期設定メニュー項目一覧」を参照してく
ださい。 

1 ﾒﾆｭｰ ｲﾝｻﾂ 

設定一覧を印刷します。 
設定内容変更後、まだ設定値を登録していない場合、変更した設定値
ではなく、登録されている設定値を印字します。 

オプションのネットワークカードを搭載の場合、オプションの NIC版
数とネットワーク設定情報は、電源オン後 LAN カードとの通信が開始
されるまでの間、一定時間（30 秒程度）待たないと反映されませ
ん。また、LAN カードのファームウェアをアップデート後の初回起動
時のみ、LANカードが立ちあがるまで 2分 30秒ほどかかります。 

 

2 ﾃｽﾄ ｲﾝｻﾂ 
テストパターンを選択し、印字します。 
テストパターンは、イメージモード、漢字モード、ANK モード、スキ
ップモードから選択できます。 
テスト印刷は、〔中止〕スイッチを押して印刷停止した状態で〔印刷〕ス
イッチを押して終了します。 

 

3 ｿｳﾁｷﾉｳ ｾｯﾃｲ 

装置機能（インターフェース、印字モード等）の設定を行います。 

 
4 ﾏｰｼﾞﾝ ｾｯﾃｲ 
上下端または左端の余白量を設定します。 
上端余白量は、いずれも用紙上端から 1行目の文字上端までの値を指
します。 

 

5 ESC/P ｾｯﾃｲ 

ESC/P エミュレーション固有の書式設定を行います。 

 

6 ﾎｾｲｷﾉｳ 

改行や上端余白の補正を行います。 
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7 ｿﾉﾀﾉｾｯﾃｲ 

メニュー印刷から補正機能以外の設定を行います。 

 

8 ﾈｯﾄﾜｰｸ ｾｯﾃｲ（オプション） 

オプションのネットワークカード装着時、ネットワーク設定の初期
化、書き込みを行います。 

電源投入時、【8 ﾈｯﾄﾜｰｸ ｾｯﾃｲ】はプリンターの LANカードが立ち上
がるまで表示されません。表示されない場合は、一度メニューモード
から抜け、暫く待ってから再度メニューモードに入ってください。 

 

9 ﾄｳﾛｸ 

設定内容に関する初期化、取り消し、書き込みを行います。 

 
10 ﾎｼｭﾓｰﾄﾞ 

保守に必要な表示や設定、ROM 版数の表示やヘッド使用状況の表示、

HEX ダンプ印刷などを行います。 

  



【設定一覧の印刷例】 

注：NIC 版数とネットワーク設定はオプションのネットワークカードを接続している場合に表示されます。 

電源オン後 LAN カードとの通信が開始されるまでの間、一定時間（30 秒程度）待たないと表示されません。 

NIC のファームウェアをアップデート後の初回起動時のみ、NIC が立ち上がるまで 2 分 30 秒ほどかかります。 
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メニュー設定内容一覧 
Ｅ３０８０ ＲＯＭ版数：Ｖ１．００    ＮＩＣ版数：１．０．００ 

 装置機能設定 
   ｲﾝｼﾞｿｸﾄﾞ = ﾂｳｼﾞｮｳｿｸ 
   F ﾄﾗｸﾀ ｶﾐｱﾂ = ｼﾞﾄﾞｳ 
   R ﾄﾗｸﾀ ｶﾐｱﾂ = ｼﾞﾄﾞｳ 
   ﾃｻｼ ｶﾐｱﾂ = ｼﾞﾄﾞｳ 
   FASF ｶﾐｱﾂ = ｼﾞﾄﾞｳ 
   RASF ｶﾐｱﾂ = ｼﾞﾄﾞｳ 
   F ﾄﾗｸﾀ ｺﾋﾟｰｷｮｳｶ = ｷｮｳｶｼﾅｲ 
   R ﾄﾗｸﾀ ｺﾋﾟｰｷｮｳｶ = ｷｮｳｶｼﾅｲ 
   ﾃｻｼ ｺﾋﾟｰｷｮｳｶ = ｷｮｳｶｼﾅｲ 
   FASF ｺﾋﾟｰｷｮｳｶ = ｷｮｳｶｼﾅｲ 
   RASF ｺﾋﾟｰｷｮｳｶ = ｷｮｳｶｼﾅｲ 
   ｵｰﾄﾛｰﾃﾞｨﾝｸﾞ = 1.5sec 
   ﾃｻｼ ｾｯﾄﾌﾘｰ = ﾕｳｺｳ  
   FASF ｾｯﾄﾌﾘｰ = ﾑｺｳ  
   RASF ｾｯﾄﾌﾘｰ = ﾑｺｳ  
   F ﾄﾗｸﾀ ｾｯﾄﾌﾘｰ = ﾑｺｳ  
   R ﾄﾗｸﾀ ｾｯﾄﾌﾘｰ = ﾑｺｳ  
   ﾃｻｼ ﾊｲｼｭﾂﾎｳｺｳ = ﾃﾏｴﾊｲｼｭﾂ 
   FASF ﾊｲｼｭﾂﾎｳｺｳ = ｺｳﾎｳﾊｲｼｭﾂ 
   RASF ﾊｲｼｭﾂﾎｳｺｳ = ｺｳﾎｳﾊｲｼｭﾂ 
   ﾃｻｼ PE ｹﾝｼｭﾂ = ｹﾝｼｭﾂｽﾙ 
   PE ｹﾝﾁｼﾞﾉｼﾞｮｳﾀｲ = ｵﾝﾗｲﾝ 
   ﾃｻｼｼﾞﾄﾞｳﾊｲｼｭﾂ = ﾊｲｼｭﾂｽﾙ 
   ﾌﾞｻﾞｰ = ｵﾝ 
   ｶﾀﾎｳｺｳ ｲﾝｼﾞ = ｳｹﾂｹﾙ 
   ｼﾞｭｼﾝﾊﾞｯﾌｧ = 16K ﾊﾞｲﾄ 
   TOF ｾﾝｻｽﾗｲｽﾚﾍﾞﾙ = 100% 
   ｽﾀﾝﾊﾞｲﾓｰﾄﾞ =  5min 
   F ﾄﾗｸﾀ ﾖｳｼﾅｶﾞｻ = 11 ｲﾝﾁ 
   R ﾄﾗｸﾀ ﾖｳｼﾅｶﾞｻ = 11 ｲﾝﾁ 
   F ﾄﾗｸﾀ ｷﾞｮｳ ﾊﾊﾞ = 6 LPI 
   R ﾄﾗｸﾀ ｷﾞｮｳﾊﾊﾞ = 6 LPI 
   ﾃｻｼ ｷﾞｮｳ ﾊﾊﾞ = 6 LPI 
   FASF ｷﾞｮｳ ﾊﾊﾞ = 6 LPI 
   RASF ｷﾞｮｳ ﾊﾊﾞ = 6 LPI 
   F ﾄﾗｸﾀ ｲﾝｼﾞ ﾊﾊﾞ = ｻｲﾀﾞｲ 13.6 ｲﾝﾁ 
   R ﾄﾗｸﾀ ｲﾝｼﾞ ﾊﾊﾞ = ｻｲﾀﾞｲ 13.6 ｲﾝﾁ 
   F ﾄﾗｸﾀﾐｼﾝﾒｽｷｯﾌﾟ = ｽｷｯﾌﾟ ｼﾅｲ 
   R ﾄﾗｸﾀﾐｼﾝﾒｽｷｯﾌﾟ = ｽｷｯﾌﾟ ｼﾅｲ 
   ｵｰﾄ ﾃｨｱｵﾌ = ﾑｺｳ 
   ｽﾑｰｼﾞﾝｸﾞ = ﾑｺｳ 
   ﾖｳｼｷﾘｶｴ ｺﾏﾝﾄﾞ = ｲﾝｻﾂｶ 
   ｼｭｸｼｮｳ = ｼﾖｳｼﾅｲ 
    
 マージン設定 
   ﾃｻｼ ﾄｯﾌﾟﾏｰｼﾞﾝ =  4.4mm 
   FASF ﾄｯﾌﾟﾏｰｼﾞﾝ =  4.4mm 
   RASF ﾄｯﾌﾟﾏｰｼﾞﾝ =  4.4mm 
   F ﾄﾗｸﾀ ﾄｯﾌﾟﾏｰｼﾞﾝ =  4.4mm 
   R ﾄﾗｸﾀ ﾄｯﾌﾟﾏｰｼﾞﾝ =  4.4mm 
   F ﾄﾗｸﾀ ｼﾀ ﾏｰｼﾞﾝ =  4.2mm 
   R ﾄﾗｸﾀ ｼﾀ ﾏｰｼﾞﾝ =  4.2mm 
   ﾃｻｼ ｾｯﾄﾌﾘｰﾏｰｼﾞﾝ =  5.1mm 
   FASF ｾｯﾄﾌﾘｰﾏｰｼﾞﾝ =  5.1mm 
   RASF ｾｯﾄﾌﾘｰﾏｰｼﾞﾝ =  5.1mm 
   F ﾄﾗ ｾｯﾄﾌﾘｰﾏｰｼﾞﾝ = 11.3mm 
   R ﾄﾗ ｾｯﾄﾌﾘｰﾏｰｼﾞﾝ = 11.3mm 
   ｾｯﾄﾌﾘｰｵﾌ ｻﾀﾝｲﾁ = ﾋｮｳｼﾞｭﾝ 

 
ネットワーク設定 
   DHCP ｾｯﾃｲ = ﾑｺｳ 
   IP ｱﾄﾞﾚｽ = 000.000.000.000 
   ｻﾌﾞﾈｯﾄ ﾏｽｸ = 000.000.000.000 
   ｹﾞｰﾄｳｪｲ ｱﾄﾞﾚｽ = 000.000.000.000 

  
ＥＳＣ／Ｐモード 
   ﾓｼﾞ ﾋﾟｯﾁ = 10CPI 
   ﾓｼﾞ ｺｰﾄﾞ = ｶﾀｶﾅ 
   ｺｸｻｲﾓｼﾞ = JAPAN 
   ｼﾞﾄﾞｳ ｶｲｷﾞｮｳ = ｵﾌ 
   ｺｳｿｸ ﾓｼﾞﾋﾝｲ = ｺｳﾋﾝｲ 
   LQ ﾓｼﾞﾋﾝｲ = ｺｳｿｸ 
   ｼｮｷｶ ｺﾏﾝﾄﾞ = ﾕｳｺｳ 
   TOF ｶｲﾍﾟｰｼﾞ = ﾕｳｺｳ 
 
 補正機能 
   ﾃｻｼ ｶｲｷﾞｮｳﾎｾｲ =    0mm 
   FASF ｶｲｷﾞｮｳﾎｾｲ =    0mm 
   RASF ｶｲｷﾞｮｳﾎｾｲ =    0mm 
   F ﾄﾗ ｶｲｷﾞｮｳﾎｾｲ =    0mm 
   R ﾄﾗ ｶｲｷﾞｮｳﾎｾｲ =    0mm 
   F ﾄﾗ ｻｲｼｭｳﾍﾟｰｼﾞ =    0mm 
   R ﾄﾗ ｻｲｼｭｳﾍﾟｰｼﾞ =    0mm 
   ﾃｻｼ ｷｭｳｼｲﾁ =    0mm 
   FASF ｷｭｳｼｲﾁ =    0mm 
   RASF ｷｭｳｼｲﾁ =    0mm 
   F ﾄﾗｸﾀ ｷｭｳｼｲﾁ =    0mm 
   R ﾄﾗｸﾀ ｷｭｳｼｲﾁ =    0mm 
   ﾀﾝﾋﾟｮｳ ｶﾀﾝｲﾁ =     0mm 
   F ﾄﾗｸﾀ ｶﾀﾝｲﾁ =     0mm 
   R ﾄﾗｸﾀ ｶﾀﾝｲﾁ =     0mm 
 
 その他の設定 
   F ﾊﾟｽ ｷｬﾘｱ ｲﾁ = ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ 1 
   R ﾊﾟｽ ｷｬﾘｱ ｲﾁ = ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ 1 
   ｼｬｺｳｹﾝｼｭﾂ = ﾕｳｺｳ 
   ｾｯﾄﾌﾘｰｼｬｺｳｼｷｲﾁ = 1.0mm 
   ﾃｻｼｼｬｺｳｼｷｲﾁ = 1.0mm 
   ｶｯﾄｼｼﾞﾄﾞｳｵﾝﾗｲﾝ = ﾕｳｺｳ 
   ﾄﾗｸﾀｼﾞﾄﾞｳｵﾝﾗｲﾝ = ﾑｺｳ 
   ﾖｳｼｶﾞｲｲﾝｼﾞﾎﾞｳｼ = ﾑｺｳ 
   ﾖｳｼﾊﾊﾞｹﾝｼｭﾂ = 1 ｶｲ ｹﾝｼｭﾂ 
   F ﾄﾗｲﾝｼﾞｶｯﾄﾘｮｳ L = 14.0mm 
   F ﾄﾗｲﾝｼﾞｶｯﾄﾘｮｳ R = 14.0mm 
   R ﾄﾗｲﾝｼﾞｶｯﾄﾘｮｳ L = 14.0mm 
   R ﾄﾗｲﾝｼﾞｶｯﾄﾘｮｳ R = 14.0mm 
   ｶｯﾄｼｲﾝｼﾞｶｯﾄﾘｮｳ =  2.8mm 
   ASF ﾋﾞﾝ 1 ｾﾝﾀｸ = FASF 
   ASF ｷｭｳｼｾｲｷﾞｮ = ﾋｮｳｼﾞｭﾝ 
   ﾄﾗｸﾀ ｷｭｳｼｾｲｷﾞｮ = ｿｸﾄﾞﾕｳｾﾝ 
   ｷﾞｬｸｶｲｷﾞｮｳﾖｸｾｲ = ﾕｳｺｳ 
   ｶｯﾄﾓﾄﾞｼｾｲｷﾞｮ = ｿｸﾄﾞﾕｳｾﾝ 
   ﾘﾎﾞﾝﾎｺﾞｾｲｷﾞｮ = ﾑｺｳ 
   ASF ｶﾐｱﾂｹﾝｼｭﾂ = ﾂｳｼﾞｮｳ 
   ﾍｯﾄﾞｺｳｶﾝ ﾋｮｳｼﾞ = ﾕｳｺｳ 
   ｼﾞｮｳﾀﾝﾍｯﾄﾞﾎｺﾞ = ﾑｺｳ 
   SLCT = HIGH ｺﾃｲ 
 
 装置情報 
    ﾍｯﾄﾞﾋﾟﾝｶｳﾝﾀ = 0% 

注 

注 
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5.1 設定の変更 
プリンターの設定を変えるときの操作方法について説明します。設定
の変更は、メニューモードで行います。 

5.1.1  基本的な操作 

メニューモードでは、目的の設定値を上位のレベルから順に選んで表
示させ、設定します。設定値までのレベルの深さは項目によって異な
ります。 
メニューモードでは、次のスイッチを使用します。 

項 操作内容 使用するスイッチ 

1 印刷不可状態で〔下段選択〕スイッチを

押すとメニューモードに入ります。 

〔下段選択〕 

2 同じレベル内で項目を切り替えます。 〔 〕または〔 〕 

3 表示しているメニューに入ります。 〔設定〕 

 

4 表示しているメニューをキャンセルし

ます。 

〔中止〕 

 

5 メニューモード移行後は、本スイッチ

を押すと通常モードに戻ります。 

設定値を変更した場合は設定値の保存

手順を表示します。 

〔印刷〕 

6 設定値の登録または取消をします。 〔微調▲〕または〔微調▼〕 

 

印刷不可状態 

↓「設定」スイッチ 

ESC/P         Ｖ１．００ 

 フロントトラクタ 

 

↓「下段選択」スイッチ 

テスト インサツ 

  イメージモード 

ゲダン キノウ 

   
→ 

「  」スイッチ 

ゲダン キノウ 

  2 テスト インサツ 

↓「設定」スイッチ 

イメージモード 

  インジハバ １６２．５ｍｍ 

↓「設定」スイッチで印刷 
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5.1.2  選んだ項目に設定する操作 

具体的な操作方法を以下に示します。 
表示例は、ブザーの鳴動のオン/オフを設定するときのものです。 

1 印刷不可状態で〔下段選択〕スイッチを押し、メニューモードに

する 

 
 

2 〔 〕 または 〔 〕 スイッチで、設定項目を切り替える 

 

3 〔設定〕スイッチで、設定項目を選択する 

4 手順 2 と手順 3 の操作を繰り返して、目的の設定値を表示する 

 

↓「下段選択」スイッチ 

ゲダン キノウ 

   

インサツカノウ 

 フロントトラクタ 

↓「印刷」スイッチ 

ESC/P         Ｖ１．００ 

 フロントトラクタ 

印刷不可状態 

印刷可能状態 

メニューモード 

↓「 」「 」スイッチ 

ゲダン キノウ 

３ ソウチキノウ セッテイ  

↓「 」「 」スイッチ 

ブザー 

  オフ 

ソウチキノウ セッテイ 

  ブザー 

↓「設定」スイッチ 

ブザー 

 ＊オン 
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5 〔設定〕スイッチを押して、値を確定する 

〔設定〕スイッチを押すと、設定値の前に「*」が表示され、その値が

設定されます。 

 

6 必要に応じて設定を繰り返す 

ほかに設定する項目がある場合は、操作を繰り返して設定します。 

7 設定内容を登録する 

〔印刷〕スイッチを押した後、〔微調▲〕 スイッチを押すと、設定を登

録します。 〔微調▼〕 スイッチを押すと、登録が取り消しになりま

す。〔微調▲〕 スイッチを押して設定登録しないと、ここまで設定し

た内容は保存されません。 

 

手順 5 の操作後、〔印刷〕スイッチを押すと、メニューモードの「トウ

ロク」と同様に設定内容を登録できます。 

注： 設定登録後、印刷可能状態になっていない場合、〔印刷〕スイッチを押して

印刷可能状態にします。 

  

ブザー 

＊オフ 

↓「設定」スイッチ 

▲：セッテイトウロク 

▼：セッテイトリケシ 

↓「印刷」スイッチ 
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5.1.3  数値を設定する操作 

余白の設定や用紙吸入量の設定など、値を数値で指定するときは、次
のように操作します。 
表示例は『6 ホセイキノウ』内の『F トラクタ キュウシイチ』を設
定するときのものです。 

設定画面を表示し、〔 〕 スイッチで加算、〔 〕 スイッチで減算しま
す。 

5.1.4  途中で初期設定を終了する操作 

〔印刷〕スイッチを押します。 

設定変更をしていない場合は、印刷不可状態に戻ります。 

設定変更を中断して元の状態にする場合は、〔印刷〕スイッチを押した

後、設定内容を登録する表示で〔微調▼〕スイッチを押します。 

↓「設定」スイッチ 

Ｆトラクタ キュウシイチ 

＊ ０ｍｍ 

↓「 」または「 」スイッチ 

Ｆトラクタ キュウシイチ 

＋０．１ｍｍ 

印刷不可状態 

ESC/P  Ｖ１．００ 

フロントトラクタ

▲：セッテイトウロク

▼：セッテイトリケシ
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5.1.5  設定を工場出荷値に戻す 

1 印刷不可状態で〔下段選択〕スイッチを押す 

 

メニューモードになります。 

2 〔 〕 または 〔 〕 スイッチを押して、「9 トウロク」を表示させ

る 

 

3 〔設定〕 スイッチを押して、設定項目を選択する 

 

4 〔 〕 または 〔 〕 スイッチを押して、「セッテイ ショキカ」を

表示させる 

 

5 〔設定〕 スイッチを押して、設定項目を選択する 

 

  

印刷可能状態 

↓「印刷」スイッチ 

印刷不可状態 

↓「下段選択」スイッチ 

ゲダン キノウ 

1 メニュー インサツ 

↓「  」「  」スイッチ 

ゲダン キノウ 

9 トウロク 

↓「設定」スイッチ 

トウロク 

セッテイ トリケシ  

↓「  」「  」スイッチ 

トウロク 

セッテイ ショキカ 

↓「設定」スイッチ 

セッテイ ショキカ 

セッテイ  
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6 もう一度〔設定〕 スイッチを押すと設定登録表示になる 

 

 

7 〔微調▲〕 スイッチを押すとブザーが鳴り設定が初期化される 

メニューモードで設定した設定値が初期化されます。 
 

 

 

↓「設定」スイッチ 

▲：セッテイトウロク 

▼：セッテイトリケシ 
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5.2 初期設定メニュー項目一覧 
設定できる項目の一覧を次の表に示します。設定値の後の「*」は、

工場出荷時に登録される初期値を示します。 

 

レベル１ レベル２ 設定内容 機能 

1 ﾒﾆｭｰ ｲﾝｻﾂ ｾｯﾃｲ ﾉ ｲﾝｻﾂ ｲﾝｻﾂﾁｭｳ 「セッテイ ノ インサツ」を表

示させて、〔設定〕スイッチを押

すと、設定内容の一覧を印字し

ます。変更した設定値を登録し

ていない場合、変更した設定値

ではなく、登録されている設定

値を印字します。 

印刷後に〔印刷〕スイッチを押下

し、印刷不可状態にしてから

〔排出〕スイッチでカット位置に

送ります。 

2 ﾃｽﾄ ｲﾝｻﾂ ｲﾒｰｼﾞﾓｰﾄﾞ ｲﾝｼﾞﾊﾊﾞ 162.5mm 

ｲﾝｼﾞﾊﾊﾞ 345.5mm 

テストパターンと印字幅を選択

して、〔設定〕スイッチを押す

と、テスト印刷を実行します。

印刷を止めるときは、〔中止〕ス

イッチを押します。 

(「6.4 テスト印字をする」

参照） 

ｶﾝｼﾞﾓｰﾄﾞ 1 

ｶﾝｼﾞﾓｰﾄﾞ 2 

ANK ﾓｰﾄﾞ ﾄﾞﾗﾌﾄ 

ANK ﾓｰﾄﾞ ｺｳﾋﾝｲ 

ｽｷｯﾌﾟﾓｰﾄﾞ 
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レベル１ レベル２ 設定内容 機能 

3 ｿｳﾁｷﾉｳ ｾｯﾃｲ ｲﾝｼﾞｿｸﾄﾞ ﾂｳｼﾞｮｳｿｸ * 

ｺｳｿｸ 

ECO 

印字モードを設定します。 

各用紙モードに対して一括での

設定となります。 

ECOモードでは印字の間引きと

印字速度を落とすことで電力消

費を抑え、印刷時の騒音を低減

します。 

F ﾄﾗｸﾀ ｶﾐｱﾂ ｼﾞﾄﾞｳ * 

ｺﾃｲ 1 

 : 

ｺﾃｲ 13 

紙厚調整方法を選択します。 

各用紙モードに対して個別に設

定できます。 

「ジドウ」の場合、使用する用

紙の厚みに応じてプリンターが

自動的に設定します。 

「ジドウ」以外の場合、操作パ

ネルからの入力によって希望の

値に用紙厚を固定します（ラベ

ル紙、封筒など部分的に紙の厚

みがことなる紙の場合に使

用）。 

R ﾄﾗｸﾀ ｶﾐｱﾂ 

ﾃｻｼ ｶﾐｱﾂ 

FASF ｶﾐｱﾂ 

RASF ｶﾐｱﾂ 

F ﾄﾗｸﾀ ｺﾋﾟｰｷｮｳｶ 

 (注 1) 

ｷｮｳｶｼﾅｲ * 

ｷｮｳｶｽﾙ 

電源投入時の印字圧モードを設

定します。 

各用紙モードに対して個別に設

定できます。 

「キョウカスル」の場合、印字

速度を若干落とし、印字圧を上

げます。 

R ﾄﾗｸﾀ ｺﾋﾟｰｷｮｳｶ 

 (注 1) 

ﾃｻｼ ｺﾋﾟｰｷｮｳｶ 

 (注 1) 

FASF ｺﾋﾟｰｷｮｳｶ 

 (注 1) 

RASF ｺﾋﾟｰｷｮｳｶ 

 (注 1) 

注 1： コピー強化を設定しますと、印字速度が低下し、所定の印字を行う為により多くの電力が必

要になります。また、印字ヘッドの寿命も短くなります。 

コピー強化は、感圧発色が薄いときだけ設定し、普段は標準印字圧で使用してください。 
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レベル１ レベル２ 設定内容 機能 

3 ｿｳﾁｷﾉｳ ｾｯﾃｲ ｵｰﾄﾛｰﾃﾞｨﾝｸﾞ 

(注 1) 

ﾑｺｳ 

0.5sec 

1.0sec 

1.5sec * 

2.0sec 

単票用紙に印字するときに、自

動的に給紙するかどうかを設定

します。自動的に給紙する場合

は、単票用紙がセットされてか

ら用紙の吸入が開始されるまで

の時間を選択します。単票用紙

セットの操作性に合わせ設定を

変更してください。 

ﾃｻｼ ｾｯﾄﾌﾘｰ ﾕｳｺｳ * 

ﾑｺｳ 

電源投入時の手差し単票用紙の

単票セットフリー機能の有効/

無効を設定します。 

「ユウコウ」の場合、単票手差

し口の「単票セットフリーの用

紙セット範囲」のどの位置から

でも用紙を吸入することがで

き、斜行補正機能が使用可能に

なります。 

FASF ｾｯﾄﾌﾘｰ ﾕｳｺｳ 

ﾑｺｳ * 

セットフリー機能の有効/無効

を設定します。 

各用紙モードに対して個別に設

定できます。 

用紙左端位置を検出し、印字開

始位置を自動的に調整します。 

RASF ｾｯﾄﾌﾘｰ 

F ﾄﾗｸﾀ ｾｯﾄﾌﾘｰ 

R ﾄﾗｸﾀ ｾｯﾄﾌﾘｰ 

ﾃｻｼ ﾊｲｼｭﾂﾎｳｺｳ ﾃﾏｴﾊｲｼｭﾂ * 

ｺｳﾎｳﾊｲｼｭﾂ 

電源投入時の手差しモード時

の単票用紙の排出方向を設定

します。 

FASF ﾊｲｼｭﾂﾎｳｺｳ ﾃﾏｴﾊｲｼｭﾂ 

ｺｳﾎｳﾊｲｼｭﾂ * 

電源投入時に ASFを搭載してい

る場合の単票用紙の排出方向を

設定します。 

フロント/リア個別に設定できま

す。 

RASF ﾊｲｼｭﾂﾎｳｺｳ 

注 1： 『テサシ セットフリー』が「ユウコウ」に設定されている場合、『オートローディング』が「ムコウ」以外であれば

単票用紙を自動的に給紙しますが、『オートローディング』の時間の設定は無効です。 
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レベル１ レベル２ 設定内容 機能 

3 ｿｳﾁｷﾉｳ ｾｯﾃｲ ﾃｻｼ PE ｹﾝｼｭﾂ ｹﾝｼｭﾂｽﾙ * 

ｹﾝｼｭﾂｼﾅｲ 

手差しモードの単票用紙無し検

出する/しないを設定します。 

PE ｹﾝﾁｼﾞﾉｼﾞｮｳﾀｲ ｵﾝﾗｲﾝ * 

ｵﾌﾗｲﾝ 

用紙無し検出時のプリンターの

状態を印刷可能にするか印刷不

可にするかを設定します。 

ﾃｻｼ ｼﾞﾄﾞｳﾊｲｼｭﾂ 

(注 1) 

ﾊｲｼｭﾂｽﾙ * 

ﾊｲｼｭﾂｼﾅｲ 

『テサシ PE ケンシュツ』が

「ケンシュツスル」に設定され

ているとき、手差し PE を検出

したときに用紙を自動的に排出

するかしないかを設定します。 

ﾌﾞｻﾞｰ ｵﾝ * 

ｵﾌ 

ブザー鳴動のオン/オフを設定

します。オフを選択すると、一

切鳴らなくなります。 

ｶﾀﾎｳｺｳ ｲﾝｼﾞ ｳｹﾂｹﾙ * 

ｳｹﾂｹﾅｲ 

片方向印字の制御コードを受け

付けるかどうかを選択します。

このコードを受け付けない場

合、使用しているソフトウェア

によらず、両方向印字モードで

印刷します。 

ｼﾞｭｼﾝﾊﾞｯﾌｧ 16K ﾊﾞｲﾄ * 

1K ﾊﾞｲﾄ 

パラレルインターフェースでの

受信バッファーを設定します。 

TOF ｾﾝｻｽﾗｲｽﾚﾍﾞﾙ 

(注 2) 

60% 

70% 

80% 

90% 

100% * 

110% 

120% 

用紙の有無を検出する TOF セン

サーのスライスレベルを設定し

ます。プレプリント用紙など、

反射率によって用紙の有無が正

常に検知できない場合に設定し

ます。 

ｽﾀﾝﾊﾞｲﾓｰﾄﾞ 1min 

 ： (1min 単位) 

5min * 

 ：  

60min 

スタンバイモードへの移行時間

を設定します。 

注 1：「ﾊｲｼｭﾂｼﾅｲ」設定で PE まで紙送りされた場合、内部的には用紙無しの状態（用紙未吸入状態と

同じ）となるため、ここで排出/先頭行スイッチを押下すると用紙吸入動作となります。吸入動

作のため、排出方向の設定によらず必ず奥側に紙送りされ、次の用紙がなければ吸入エラーを

表示します。 

注 2：使用する用紙と設定値によっては、用紙の有無を正常に検出できなくなる場合があります。 
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レベル１ レベル２ 設定内容 機能 

3 ｿｳﾁｷﾉｳ ｾｯﾃｲ F ﾄﾗｸﾀ ﾖｳｼﾅｶﾞｻ 11/6 ｲﾝﾁ 

2 ｲﾝﾁ 

2 1/6 ｲﾝﾁ 

2.5 ｲﾝﾁ 

3 ｲﾝﾁ 

3 1/3 ｲﾝﾁ 

3.5 ｲﾝﾁ 

3 2/3 ｲﾝﾁ 

3.7 ｲﾝﾁ 

4 ｲﾝﾁ 

4 1/3 ｲﾝﾁ 

4.5 ｲﾝﾁ 

5 ｲﾝﾁ 

5.5 ｲﾝﾁ 

5 2/3 ｲﾝﾁ 

5.7 ｲﾝﾁ 

6 ｲﾝﾁ 

6.5 ｲﾝﾁ 

7 ｲﾝﾁ 

7 1/3 ｲﾝﾁ 

7.5 ｲﾝﾁ 

8 ｲﾝﾁ 

8.5 ｲﾝﾁ 

9 ｲﾝﾁ 

9.5 ｲﾝﾁ 

10 ｲﾝﾁ 

10.5 ｲﾝﾁ 

11 ｲﾝﾁ * 

11.5 ｲﾝﾁ 

11 2/3 ｲﾝﾁ 

12 ｲﾝﾁ 

12.5 ｲﾝﾁ 

13 ｲﾝﾁ 

13.5 ｲﾝﾁ 

14 ｲﾝﾁ 

15 ｲﾝﾁ 

連続用紙において、改ページ時

に送られる 1 ページ分の用紙長

さを設定します。（単票オード

では設定不要） 

フロント/リア個別に設定でき

ます。 

R ﾄﾗｸﾀ ﾖｳｼﾅｶﾞｻ 

F ﾄﾗｸﾀ ｷﾞｮｳ ﾊﾊﾞ 
2 LPI 

3 LPI 

4 LPI 

5 LPI 

6 LPI * 

7.5 LPI 

8 LPI 

1回の改行で送られる用紙の長

さを設定します。 

1インチあたりの行数を単位と

します。 

連続用紙および単票に対して個

別に設定できます。 

LPI:Lines per Inch（行/イン

チ） 

R ﾄﾗｸﾀ ｷﾞｮｳﾊﾊﾞ 

ﾃｻｼ ｷﾞｮｳ ﾊﾊﾞ 

FASF ｷﾞｮｳ ﾊﾊﾞ 

RASF ｷﾞｮｳ ﾊﾊﾞ 
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レベル１ レベル２ 設定内容 機能 

3 ｿｳﾁｷﾉｳ ｾｯﾃｲ F ﾄﾗｸﾀ ｲﾝｼﾞﾊﾊﾞ ｻｲﾀﾞｲ 8 ｲﾝﾁ 

ｻｲﾀﾞｲ 13.2 ｲﾝﾁ 

ｻｲﾀﾞｲ 13.6 ｲﾝﾁ * 

連続用の最大印字幅を設定しま

す。 

フロント/リア個別に設定でき

ます。 

R ﾄﾗｸﾀ ｲﾝｼﾞﾊﾊﾞ 

F ﾄﾗｸﾀﾐｼﾝﾒｽｷｯﾌﾟ ｽｷｯﾌﾟ ｼﾅｲ * 

ｽｷｯﾌﾟ ｽﾙ 

ミシン目を飛び越すかを選択し

ます。 

フロント/リア個別に設定でき

ます。 

R ﾄﾗｸﾀﾐｼﾝﾒｽｷｯﾌﾟ 

ｵｰﾄ ﾃｨｱｵﾌ ﾑｺｳ * 

ﾕｳｺｳ 

ティアオフ（ミシン目切り取り

位置へ移動する機能）を自動で

行うかを選択します。 

ｽﾑｰｼﾞﾝｸﾞ ﾕｳｺｳ 

ﾑｺｳ * 

スムージング・モード（拡大文

字印刷における輪郭のギザギザ

を修正する機能）を設定するか

を選択します。 

ﾖｳｼｷﾘｶｴ ｺﾏﾝﾄﾞ ｲﾝｻﾂｶ * 

ｲﾝｻﾂﾌｶ 

ﾑｺｳ 

用紙切り替えコマンドが送られ

てきたとき、コマンドを有効に

するかを選択します。 

インサツカ ：印刷可能状態の

まま切り替え動作を行います。 

インサツフカ ：切り替えを行

う前に、一旦印刷不可状態とし

ます。 

ムコウ ：コマンドを無視しま

す。 

ｼｭｸｼｮｳ ｼﾖｳｽﾙ 

ｼﾖｳｼﾅｲ * 

文字の幅を 1/2に圧縮して印字

します。（ラベルモード印刷時

のみ機能します。） 
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レベル１ レベル２ 設定内容 機能 

4 ﾏｰｼﾞﾝ ｾｯﾃｲ ﾃｻｼ ﾄｯﾌﾟﾏｰｼﾞﾝ 

FASF ﾄｯﾌﾟﾏｰｼﾞﾝ 

RASF ﾄｯﾌﾟﾏｰｼﾞﾝ 

  

-25.2mm 

 ： 

4.4mm * 

： 

254.0mm 

単票手差し印刷、フロント ASF

印刷、リア ASF 印刷の各々に対

して、先頭行の位置を約 0.4mm

単位で設定することができま

す。 

注：4.2mm 未満は印字領域外と

なりますので、印字はしないで

ください。 

F ﾄﾗｸﾀ ﾄｯﾌﾟﾏｰｼﾞﾝ -25.2mm 

 ： 

4.4mm * 

： 

254.0mm 

フロント連帳用紙、リア連帳用

紙の各々に対して、先頭行の位

置を約 0.4mm 単位で設定するこ

とができます。 

注：4.2mm 未満は印字領域外と

なりますので、印字はしないで

ください。 

マイナス値を設定する場合は、

使用するトラクターの下マージ

ンを 0mm に設定してください。 

R ﾄﾗｸﾀ ﾄｯﾌﾟﾏｰｼﾞﾝ 

F ﾄﾗｸﾀ ｼﾀ ﾏｰｼﾞﾝ 0mm 

4.2mm * 

101mm 

連続用紙の下端余白量をフロン

ト/リア個別に設定できます。 

用紙下端から印字可能最終行の

文字の下端までの量で設定しま

す。 

注：0mm に設定することで用紙

用紙最下端まで印字できます

が、4.2mm 未満は印字領域外と

なりますので印字精度に影響す

る恐れがあります。 

0mm に設定する場合は十分確認

の上ご使用ください。 

R ﾄﾗｸﾀ ｼﾀ ﾏｰｼﾞﾝ 0mm 

4.2mm * 

157mm 

ﾃｻｼ ｾｯﾄﾌﾘｰﾏｰｼﾞﾝ 0.0mm 

 ： 

5.1mm * 

 ： 

45.2mm 

セットフリーオン時の左端余白

量(用紙の左端から第一印字開

始文字の第一ドット目までの

量)を設定します。 

各用紙モードに対して個別に設

定できます。 

約 0.3mm（1/90 インチ）単位で

設定できます。 

注：5.0mm 未満は印字領域外と

なるため、印字はしないでくだ

さい。 

FASF ｾｯﾄﾌﾘｰﾏｰｼﾞﾝ 

RASF ｾｯﾄﾌﾘｰﾏｰｼﾞﾝ 
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4 ﾏｰｼﾞﾝ ｾｯﾃｲ F ﾄﾗ ｾｯﾄﾌﾘｰﾏｰｼﾞﾝ 0.0mm 

 ： 

11.3mm * 

 ： 

45.2mm 

セットフリーオン時の左端余白

量(用紙の左端から第一印字開

始文字の第一ドット目までの

量)を設定します。 

各用紙モードに対して個別に設

定できます。 

約 0.3mm（1/90インチ）単位で

設定できます。 

注：11.43mm未満は印字領域外

となるため、印字はしないでく

ださい。 

R ﾄﾗ ｾｯﾄﾌﾘｰﾏｰｼﾞﾝ 

ｾｯﾄﾌﾘｰｵﾌ ｻﾀﾝｲﾁ 

（注 1） 

ﾋｮｳｼﾞｭﾝ * 

ﾋﾀﾞﾘﾖｾ 

セットフリー機能無効時の印字

開始位置を設定します。 

この設定は、すべての用紙に有

効になります。 

「ヒョウジュン」の場合、第一

ドット目印字開始位置が左トラ

クター手前にある目盛りの

「▼」位置となり、「ヒダリヨ

セ」の場合、「▼」位置から

12.7mm（目盛りで 1.27mm）左

になります。 
注 1：「ﾋﾀﾞﾘﾖｾ」設定時は「▼」位置よりも 12.7mm左から印字を開始しますが、この 12.7mm間に印

字データ（ピンファイアするデータ）が存在する場合には、その行の印字速度を 3倍速の場合

のみ、標準速に変更します。 
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5 ESC/P ｾｯﾃｲ ﾓｼﾞ ﾋﾟｯﾁ 10CPI * 

12CPI 

15CPI 

17.1CPI 

20CPI 

PROPORTIONAL 

文字ピッチを選択します。 

ﾓｼﾞ ｺｰﾄﾞ ｶﾀｶﾅ * 

ｶｸﾁｮｳｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ 

文字コード表がカタカナ・コ

ード表か、もしくは拡張グラ

フィックス・コード表かを選

択します。 

ｺｸｻｲﾓｼﾞ USA 

FRANCE 

GERMANY 

UK 

DENMARK 1 

SWEDEN 

ITALY 

SPAIN 1 

JAPAN * 

NORWAY 

DENMARK 2 

SPAIN 2 

LATIN AMERICA 

KOREA 

LEGAL 

国を指定します。 

この指定により英数コード表

の一部の文字が切り替わりま

す。 

注：「コクサイモジ」の切替

は、「モジ コード」の設定が

「カクチョウグラフィック

ス」の時に有効となります。 

ｼﾞﾄﾞｳｶｲｷﾞｮｳ ｵﾌ * 

ｵﾝ 

復帰コード（CR）を受信する

際、自動的に改行するかを設

定します。 

ｺｳｿｸﾓｼﾞﾋﾝｲ ｺｳﾋﾝｲ * 

ﾂｳｼﾞｮｳ 

高速印字で印刷される半角文

字品位を設定します。 

LQ ﾓｼﾞﾋﾝｲ ｺｳｿｸ * 

ﾂｳｼﾞｮｳ 

通常印刷で印刷される半角文

字品位を設定します。 

ｼｮｷｶ ｺﾏﾝﾄﾞ ﾕｳｺｳ * 

ﾑｺｳ 

ESC/P の初期化コマンド

（X’1B’, X’40’)を実行す

るかを選択します。 

TOF ｶｲﾍﾟｰｼﾞ ﾕｳｺｳ * 

ﾑｺｳ 

連続用紙が TOF 位置にあると

き、改ページコマンドで改ペ

ージするかを設定します。 
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6 ﾎｾｲｷﾉｳ ﾃｻｼ ｶｲｷﾞｮｳﾎｾｲ -1.0mm 

-0.6mm 

-0.3mm 

   0mm * 

+0.3mm 

+0.6mm 

+1.0mm 

累積改行補正量を設定します。 

各用紙モードに対して個別に設

定できます。 

(約 254mm 改行したときの改行

ズレ量を補正します。印字位置

が上にズレている場合は、＋方

向の補正を行います。) 

FASF ｶｲｷﾞｮｳﾎｾｲ 

RASF ｶｲｷﾞｮｳﾎｾｲ 

F ﾄﾗ ｶｲｷﾞｮｳﾎｾｲ 

R ﾄﾗ ｶｲｷﾞｮｳﾎｾｲ 

F ﾄﾗ ｻｲｼｭｳﾍﾟｰｼﾞ -1.0mm 
-0.6mm 
-0.3mm 
   0mm * 
+0.3mm 
+0.6mm 

+1.0mm 

連帳用紙の最終頁に対する累積
改行補正量を設定します。 

フロント/リア個別に設定でき

ます。 

(最終ページの下端から約

100mm間の改行ズレ量を補正し

ます。印字位置が上にズレてい

る場合は、＋方向の補正を行い

ます。) 

R ﾄﾗ ｻｲｼｭｳﾍﾟｰｼﾞ 

ﾃｻｼ ｷｭｳｼｲﾁ -1.0mm 
 : 
   0mm * (0.1mm単位) 
 : 
+1.0mm 

用紙を吸入した後の第一印字開
始行の位置を、用紙の上端から
第一行印字文字上端までの量で
微調整します。 
各用紙モードに対して個別に設
定できます。 

FASF ｷｭｳｼｲﾁ 

RASF ｷｭｳｼｲﾁ 

F ﾄﾗｸﾀ ｷｭｳｼｲﾁ 

R ﾄﾗｸﾀ ｷｭｳｼｲﾁ 

ﾀﾝﾋﾟｮｳ ｶﾀﾝｲﾁ -10.0mm 
 : 
   0mm * (0.5mm単位) 
 : 
+10.0mm 

下端余白量を、用紙下端から印
字可能最終行の文字の下端まで
の量で微調整します。 
用紙モードに対して個別に設定
できます。ただし、単票用紙は
手差し、フロント ASF、リア
ASF一括の設定となります。 
注：連帳用紙の設定について
は、「Fトラクタ シタ マージ
ン」および「R トラクタ シタ 
マージン」が、4.2mm、0mm 設
定時のみ本設定値が反映されま
す。 

F ﾄﾗｸﾀ ｶﾀﾝｲﾁ 

R ﾄﾗｸﾀ ｶﾀﾝｲﾁ 

ｹｲｾﾝ ﾁｮｳｾｲ 〔設定〕スイッチを押すと、調整
用パターンの印字を開始しま
す。調整方法は「5.3.1 罫線調
整」を参照してください。 
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7 ｿﾉﾀﾉｾｯﾃｲ F ﾊﾟｽ ｷｬﾘｱ ｲﾁ ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ 1 * 

ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ 2 

単票手挿入、フロントトラクタ

ー、フロント ASF から用紙を吸

入するときの印字ヘッドキャリ

アの位置を設定します。 

・ポジション 1：約 31 桁目 

・ポジション 2：約 42 桁目 

帳票用紙を事前に印刷したプレ

プリント用紙を使用する場合、

用紙上端が正しく検出できない

場合があります。その場合は、

ポジションを変更してくださ

い。 

R ﾊﾟｽ ｷｬﾘｱ ｲﾁ ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ 1 * 

ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ 2 

リアトラクター、リア ASF から

用紙を吸入するときの印字ヘッ

ドキャリアの位置を設定しま

す。 

・ポジション 1：約 31 桁目 

・ポジション 2：約 42 桁目 

帳票用紙を事前に印刷したプレ

プリント用紙を使用する場合、

用紙上端が正しく検出できない

場合があります。その場合は、

ポジションを変更してくださ

い。 

ｼｬｺｳｹﾝｼｭﾂ ﾕｳｺｳ * 

ﾑｺｳ 

単票用紙を吸入するときに斜行

を検出するかしないかを設定し

ます。 

ｾｯﾄﾌﾘｰｼｬｺｳｼｷｲﾁ 

(注 1) 

0.5mm 
1.0mm * 
1.5mm 
2.0mm 
2.5mm 

単票（手差し）セットフリーオ

ンで手差し単票用紙を吸入する

ときに、斜行吸入と判断する値

を設定します。 

ﾃｻｼｼｬｺｳｼｷｲﾁ 
(注 1) 

0.5mm 
1.0mm * 
1.5mm 
2.0mm 
2.5mm 

単票（手差し）セットフリーオ
フで手差し単票用紙を吸入する
ときに、斜行吸入と判断する値
を設定します。 

 
注 1： 【7 ソノタノセッテイ】の『シャコウケンシュツ』が「ユウコウ」に設定されている場

合のみ本設定値が有効となります。 
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7 ｿﾉﾀﾉｾｯﾃｲ ｶｯﾄｼｼﾞﾄﾞｳｵﾝﾗｲﾝ ﾕｳｺｳ * 
ﾑｺｳ 

単票用紙吸入後、自動的に印刷

可能とするかしないかを設定し

ます。 

ﾄﾗｸﾀｼﾞﾄﾞｳｵﾝﾗｲﾝ ﾕｳｺｳ 
ﾑｺｳ * 

連帳用紙吸入後、自動的に印刷

可能とするかしないかを設定し

ます。 

ﾖｳｼｶﾞｲｲﾝｼﾞﾎﾞｳｼ 
(注 1) 

ﾕｳｺｳ 
ﾑｺｳ * 

用紙の左右端を検出し、印字領

域を超えるデータの処理方法を

設定します。 

ﾖｳｼﾊﾊﾞｹﾝｼｭﾂ 1 ｶｲ ｹﾝｼｭﾂ * 
2 ｶｲ ｹﾝｼｭﾂ 

用紙吸入時の用紙幅検出方式を
設定します。 
プレプリントにより用紙幅を誤
検出してしまう場合には 2 回検
出を設定してください。 

F ﾄﾗｲﾝｼﾞｶｯﾄﾘｮｳ L 
(注 2) 
(注 3) 

10.0mm 
 ： 
14.0mm * (1.0mm 単位) 
 ： 
34.0mm 

フロントトラクターの左端面印字

カット量(余白量)を設定します。 

F ﾄﾗｲﾝｼﾞｶｯﾄﾘｮｳ R 
(注 2) 
(注 3) 

10.0mm 
11.0mm 
12.0mm 
13.0mm 
14.0mm * 

フロントトラクターの右端面印字

カット量(余白量)を設定します。 

R ﾄﾗｲﾝｼﾞｶｯﾄﾘｮｳ L 
(注 2) 
(注 3) 

10.0mm 
 ： 
14.0mm * (1.0mm 単位) 
 ： 
34.0mm 

リアトラクターの左端面印字カ
ット量(余白量)を設定します。 

R ﾄﾗｲﾝｼﾞｶｯﾄﾘｮｳ R 
(注 2) 
(注 3) 

10.0mm 
11.0mm 
12.0mm 
13.0mm 
14.0mm * 

リアトラクターの右端面印字カ
ット量(余白量)を設定します。 

注 1： ASF 使用時は、『ヨウシガイインジボウシ』が「ユウコウ」の場合でも、114 桁を越える媒体（約 A4 横
以上の単票）では、右側の用紙外印字防止が作動しませんので、注意してください。 

注 2：【7 ソノタノセッテイ】の『ヨウシガイインジボウシ』が「ユウコウ」に設定されている場合のみ本設定値が
有効となります。 

注 3：連続帳票への左右の印字余白が 16mm 未満となる場合は『F トラインジカットリョウ L』、『F トラインジ

カットリョウ R』、『R トラインジカットリョウ L』、『R トラインジカットリョウ R』、を適切な値に設定してくださ

い。 
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7 ｿﾉﾀﾉｾｯﾃｲ ｶｯﾄｼｲﾝｼﾞｶｯﾄﾘｮｳ  2.8mm * 単票用紙（手差し，ASF）の左
端面印字カット量(余白量)を設
定します。 

15.0mm 

ASF ﾋﾞﾝ 1 ｾﾝﾀｸ FASF * フロント/リア ASFを同時搭載し
た場合に、どの ASFをビン 1と
して使用するかを設定します。
選択されなかった ASFがビン 2
となります。 
本項目は、フロント/リア ASFを
同時搭載した場合のみ有効とな
る設定です。 

RASF 

ASF ｷｭｳｼｾｲｷﾞｮ ﾋｮｳｼﾞｭﾝ * ASFからの吸入方式を設定しま

す。 

「ヒョウジュン」は、ASFホッ

パーから用紙を直接吸入する方

式です。「スイッチバック」に

比べ、ASF処理時間が短縮され

ます。「スイッチバック」は、

ASFホッパーの用紙を一旦途中

まで排出させた後に、もう一度

吸入する方式です。「ヒョウジ

ュン」に比べ、改行精度が向上

します。 

ｽｲｯﾁﾊﾞｯｸ 
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7 ｿﾉﾀﾉｾｯﾃｲ ﾄﾗｸﾀ ｷｭｳｼｾｲｷﾞｮ 

(注 4) 

ｾｲﾄﾞﾕｳｾﾝ 連帳用紙の吸入方式を設定し

ます。 

「セイドユウセン」は、用紙吸

入時に用紙厚検出動作を行い、

吸入された用紙の厚さに最適な

用紙送り制御をします。「ソク

ドユウセン」に比べ改行精度が

向上します。 

「ソクドユウセン」は、用紙厚

検出をしないで直接印字開始位

置まで用紙を吸入します。「セ

イドユウセン」に比べ用紙吸入

時間が短縮されますが、「セイ

ドユウセン」と比べ改行精度が

悪くなります。 

ｿｸﾄﾞﾕｳｾﾝ * 

ｷﾞｬｸｶｲｷﾞｮｳﾖｸｾｲ ﾕｳｺｳ * 逆改行抑制制御を行うかどうか

を設定します。 ﾑｺｳ 

ｶｯﾄﾓﾄﾞｼｾｲｷﾞｮ ｾｲﾄﾞﾕｳｾﾝ 連帳用紙使用時、用紙カット位
置から印字開始位置に用紙を引
き戻す際の動作方法を設定しま
す。 
「セイドユウセン」は印字開始
位置に用紙を引き戻すときに、
用紙の再吸入を行います。「ソ
クドユウセン」に比べ、改行精
度が向上します。 
「ソクドユウセン」は、印字開
始位置に用紙を戻すときに、用
紙の再吸入を行いません。「セ
イドユウセン」に比べ用紙の引
き戻し動作にかかる時間が短縮
されますが、改行精度が若干劣
ります。 

ｿｸﾄﾞﾕｳｾﾝ * 

ﾘﾎﾞﾝﾎｺﾞｾｲｷﾞｮ 

 

ﾕｳｺｳ 連帳改行時に印字ヘッドが用紙

送り穴位置に停止した場合、用

紙送り穴位置を避けて改行し、

リボンを保護するかしないかを

設定します。 

ﾑｺｳ * 

ASF ｶﾐｱﾂｹﾝｼｭﾂ ﾏｲｶｲ 『カミアツチョウセイ』が「オ

ート」に設定されているとき、

ASF 給紙の印字時に、用紙厚検

出を毎ページ行うかどうかを設

定します。 

ﾂｳｼﾞｮｳ * 

注 4： 手動紙厚調整モードの場合は、設定に関わらず「ソクドユウセン」による給紙制御になります。 
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7 ｿﾉﾀﾉｾｯﾃｲ ﾍｯﾄﾞｺｳｶﾝ ﾋｮｳｼﾞ ﾕｳｺｳ * 印字ヘッドの交換時期が近づく
と電源投入時に LCD に警告表示
します。(印字ヘッドの消耗状
態はリモートパネルの消耗品管
理、「ホシュモード」の「ヘッ
ドピンカウンタ」、および設定
一覧の印字内容にパーセントで
表示します。) 
消耗状態によって警告表示は以
下のようになります。 
90％以上：「ヘッドコウカン
ジュンビ」 

100％以上：「ヘッドコウカ

ン」 

ﾑｺｳ 

ｼﾞｮｳﾀﾝﾍｯﾄﾞﾎｺﾞ ﾕｳｺｳ 上端余白量がマイナス値に設定さ

れている時の動作を設定します。 

「ユウコウ」の場合、上端余白量

0mmの位置に達するまでは印字／

改行動作を行いません。（データ

は破棄されます） 

ﾑｺｳ * 

SLCT HIGH ｺﾃｲ * 
ｶﾍﾝ 

SLCT 信号を HIGH 固定とする
か、プリンターの状態により可
変とするかを設定します。 

 



 

5-25 

レベル１ レベル２ 設定内容 機能 

8 ﾈｯﾄﾜｰｸ ｾｯﾃｲ 

(注 5) (注 6) 

DHCP ｾｯﾃｲ ﾕｳｺｳ  

ﾑｺｳ * 

ネットワークの DHCP を設定し

ます。 

IP ｱﾄﾞﾚｽ IP ｱﾄﾞﾚｽを設定 

（初期値: 

000.000.000.000） 

ネットワークの IP アドレスを

設定します。 

※DHCP 設定が「ﾕｳｺｳ」に設定

されている場合、この値は表示

されません（自動取得を行いま

す）。 

ｻﾌﾞﾈｯﾄ ﾏｽｸ ｻﾌﾞﾈｯﾄ ﾏｽｸを設定 

（初期値: 

000.000.000.000） 

ネットワークのサブネット マ

スクを設定します。 

※DHCP 設定が「ﾕｳｺｳ」に設定

されている場合、この値は表示

されません（自動取得を行いま

す）。 

ｹﾞｰﾄｳｪｲ ｱﾄﾞﾚｽ ﾃﾞﾌｫﾙﾄ ｹﾞｰﾄ ｳｪｲ ｱﾄﾞﾚｽを

設定 

（初期値: 

000.000.000.000） 

ネットワークのデフォルト ゲ

ートウェイ アドレスを設定し

ます。 

※DHCP 設定が「ﾕｳｺｳ」に設定

されている場合、この値は表示

されません（自動取得を行いま

す）。 

ﾈｯﾄﾜｰｸ ｼｮｷｶ ネットワークの設定を初期化し

ます。 

9 ﾄｳﾛｸ ｾｯﾃｲ ﾄﾘｹｼ ｾｯﾃｲ 各設定項目の設定値を、変更前

の設定に戻します。 

ｾｯﾃｲ ｼｮｷｶ ｾｯﾃｲ 各設定項目の設定値を、工場出

荷時の設定に戻します。 

ｾｯﾃｲ ﾄｳﾛｸ ｾｯﾃｲ 各設定項目の現在の設定値を記

憶します。 

10 ﾎｼｭﾓｰﾄﾞ ROM ﾊﾝｽｳ  ファームウェアの版数を表示し

ます。 

ﾍｯﾄﾞﾋﾟﾝｶｳﾝﾀ  印字ヘッドの印字打数を、ヘッ

ド寿命に対する割合(％)で表示

します。 

HEX ﾀﾞﾝﾌﾟｲﾝｻﾂ ｾｯﾃｲ HEX ダンプ印刷モードとなり

ます。詳細は「6.5 HEX ダン

プ印字をする」を参照してく

ださい。 

 

注 5：本メニューはネットワークカード（オプション）を接続している場合表示され、使用できます。 

注 6：電源投入時、【8 ﾈｯﾄﾜｰｸ ｾｯﾃｲ】はプリンターのネットワークカードが立ち上がるまで表示されません。表

示されない場合は、一度メニューモードから抜け、暫く待ってから再度メニューモードに入ってください。 
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5.3 調整 

5.3.1  罫線調整 

縦罫線などを正逆両方向で印字したときに生じる行間の横方向の印字

位置の不揃いを直します。 

標準印字圧とコピー強化モードの 2 つの印字圧についてそれぞれ標

準、高速、3 倍速モードの罫線ズレを直すことができます。罫線ズレ

は、次の手順で直します。罫線ズレを直すときは、必ず用紙をセット

しておいてください。 

注 1： 本モード中、全てのセットフリー機能（手差し/ASF/トラクター）は無効となります 

注 2：本モードで印字中に使用するスイッチはヘッドがターンするときに押下されている

状態で機能します。ターン時に押下されているようスイッチを長めに押すと反応し

やすくなります。 

1 前側より 15 インチ幅以上の連続用紙または A4タテ以上の単票

用紙をセットする 

単票用紙を使用する場合は単票セットフリーを無効にし、左寄せで紙

をセットする。 

2 印刷不可状態で〔下段選択〕スイッチを押す 

 

メニューモードになります。 

3 〔 〕 または 〔 〕 スイッチを押して、「6 ホセイキノウ」を表示

させる 

 

4 〔設定〕 スイッチを押して、設定項目を選択する 

  

印刷可能状態 

↓「印刷」スイッチ 

印刷不可状態 

↓「下段選択」スイッチ 

ゲダン キノウ 

1 メニュー インサツ 

↓「  」「  」スイッチ 

ゲダン キノウ 

6 ホセイキノウ 

↓「設定」スイッチ 

ホセイキノウ 

テサシ カイギョウホセイ  
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5  〔 〕または〔 〕スイッチを押して「ケイセン チョウセイ」を表示

させる 

 

6 〔設定〕スイッチを押すと調整用パターンの印字を開始する 

標準印字圧の標準印字モードで調整用パターンを印字します。 

矢印（←と→）は、印字ヘッドの移動方向を示します。 

 

〔中止〕 スイッチを押すと、印字を一時中断します。 

〔設定〕 スイッチを押すと、印字を再開します 

 
7 調整用パターンの印字が始まったら調整を行う 

印字ヘッドの移動方向と同じ方向に印字結果を移動させるとき 

〔微調▲〕 スイッチを押します。 

1 回の押下で 1/900 インチ矢印と同じ方向に印字結果が移動

します。 

印字ヘッドの移動と逆の方向に印字結果を移動させるとき 

〔微調▼〕 スイッチを押します。 

1 回の押下で 1/900 インチ矢印と逆の方向に印字結果が移動

します。 

注 1： 続けて調整を行う場合には、一度スイッチを離してから再度スイッチを押下

してください。 

8 印字速度を切り替えて、高速、3 倍速モードで手順 6 の調整を行

う 

印字モードの切り替えかた 

調整パターン印字中に〔高速 / ECO〕スイッチを押します。 

〔高速 / ECO〕スイッチを押すたびに、以下の順に印字速度が

切り替わります。 

高速  →  3倍速  →  標準   
 

注 1： 高速印字モードのときは「高速」ランプが点灯し、3 倍速モードのときは、

「高速」ランプと「印刷可」ランプが点灯します。 

チョウセイメニュー 

ケイセン チョウセイ        
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9 〔紙厚設定〕スイッチを押してコピー強化モードにする 

「コピー強化」ランプが点灯してコピー強化モードになります。コピ

ー強化モードの標準、高速、3倍速モードそれぞれの罫線を調整しま

す。 

 

10 コピー強化モードでの標準、高速、3 倍速モードそれぞれで手

順 6 の調整を行う 

〔紙厚設定〕スイッチを押すたびに、以下の順に印字速度が切り替わり

ます。 

 

    

   速度Ｂ（コピー強化ランプ点灯＋データランプ消灯） 

    ↓ 

   速度Ｃ（コピー強化ランプ点灯＋データランプ点灯） 

    ↓ 

   速度Ｄ（コピー強化ランプ消灯＋データランプ点灯） 

    ↓ 

   速度Ａ（コピー強化ランプ消灯＋データランプ消灯） 

 

 

・ 印字ずれ調整モードでの調整パターンは、以下のように印字されま

す。 

 

・ 印字速度と印字モードの状態は、調整パターン（｜）の前に印字さ

れます。 
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印字速度 基本印字速度* 
（コピー強化モード） 

タイトル印字 

コピー強化 データ 速度 

標準印字 

A 消灯 消灯 

標準速 

高速印字 高速 

3 倍速印字 3 倍速 

標準印字 

B 点灯 消灯 

標準速 

高速印字 高速 

3 倍速印字 3 倍速 

標準印字 

C 点灯 点灯 

標準速 

高速印字 高速 

3 倍速印字 3 倍速 

標準印字 

D 消灯 点灯 

標準速 

高速印字 高速 

3 倍速印字 3 倍速 

*基本印字速度は手順 9の表を参照 

11 調整が終わったら〔印刷〕スイッチを押す 

調整した内容がプリンターに記憶され、調整パターンの印字が終了

し、調整項目選択モードに戻ります。 

再度、〔印刷〕スイッチを押すと印刷可能状態になります。 

注： 〔印刷〕スイッチを押さないと、調整した内容がプリンターに登録されず電

源を切ると元の状態に戻ります。 
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5.3.2  用紙吸入量の調整 

用紙の自動吸入（オートロード）時の用紙吸入位置を、行方向に微調

整します。工場出荷時に用紙の吸入量（印字開始位置）は、初期設定

値に調整されていますが、ずれている場合はこの機能で調整してくだ

さい。連続用紙、単票用紙それぞれの吸入量を調整できます。 

用紙の吸入量は、次の手順で調整します。 

1 用紙をセットする 

2 印刷不可状態で〔下段選択〕スイッチを押す 

 

メニューモードになります。 

3 〔 〕 または 〔 〕 スイッチを押して、「6 ホセイキノウ」を表示

させる 

 

4 〔設定〕 スイッチを押して、設定項目を選択する 

 

5 〔 〕 または 〔 〕スイッチを押して、次のいずれかのモードを選

択する 

・ テサシ キュウシイチ 

・ FASF キュウシイチ 

・ RASF キュウシイチ 

・ Fトラクタ キュウシイチ 

・ Rトラクタ キュウシイチ 

印刷可能状態 

↓「印刷」スイッチ 

印刷不可状態 

↓「下段選択」スイッチ 

ゲダン キノウ 

1 メニュー インサツ 

↓「  」「  」スイッチ 

ゲダン キノウ 

6 ホセイキノウ 

↓「設定」スイッチ 

ホセイキノウ 

テサシ カイギョウホセイ  
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6 〔微調▼〕 スイッチを押して、下のレベルに移動する 

「テサシ キュウシイチ」を選択した場合の例で説明します。 

 

7 〔 〕 または 〔 〕 スイッチを押して吸入位置を調整する 

 

〔 〕 スイッチを 1 回押す毎に－側に 0.1mm づつ変化します。〔 〕 ス
イッチを 1 回押す毎に＋側に 0.1mmづつ変化します。調整量は約±

1mmまで可能です。 

・ 前方から吸入された用紙に対して上端余白を大きくしたいときは、

〔 〕 スイッチを押します。 

後方から吸入された用紙に対しては、上端余白が小さくなります。 

・ 前方から吸入された用紙に対して上端余白を小さくしたいときは、

〔 〕 スイッチを押します。 

後方から吸入された用紙に対しては、上端余白が大きくなります。 

・ 用紙位置の補正は、手差し単票、フロント ASF、リア ASF、フロン

トトラクター、およびリアトラクターを各々独立して行うことがで

きます。 

8 調整が終わったら〔設定〕スイッチを押す 

 

設定値の先頭に「*」が表示されます。 

  

↓「設定」スイッチ 

テサシ キュウシイチ 

＊ ０ｍｍ 

↓「  」「  」スイッチ 

テサシ キュウシイチ 

-０．１ｍｍ 

↓「設定」スイッチ 

テサシ キュウシイチ 

＊-０．１ｍｍ 
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9 〔印刷〕スイッチを押して設定した値を登録する 

 

〔微調▲〕 スイッチを押すと、設定した内容で登録します。 

調整した内容がプリンターに記憶され、印刷可能状態になります。こ

れを実行しないとここまで設定した内容は保存されません。 

〔微調▼〕 スイッチを押すと、設定した内容が取り消しになります。 

▲：セッテイトウロク 

▼：セッテイトリケシ 

↓「印刷」スイッチ 
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第6章  保守と点検 
 

 

この章では、インク・リボン・カートリッジの交換、用紙づまり

やプリンターがうまく動かないときの処置、テスト印字のしかた、

清掃のしかた、輸送のしかたおよびアフターサービスについて説

明します。 
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6.1 インク・リボン・カートリッジの交換 

 インク・リボン・カートリッジの種類 

このプリンターで使用するインク・リボン・カートリッジは、下表の

とおりです。 

インク・リボン・カートリッジは 5 回まで使用できます。詰替えリボ

ンを 4 回使用したら、新しいリボンカートリッジに交換してください。 

商品名 ID 備考 

5577-M01 リボンカート

リッジ 
10390 

E3080 用黒色インクリボンが

入ったインク・リボン・カート

リッジです。(5577-M01 と共

通) 

5577-M01 詰替リボン

（4個セット） 
10391 

つめかえ用インクリボンが 4

個入ったセットです。 

(5577-M01と共通) 

 

 誤 飲 インクリボンをお子様が口に入れたりなめたりし

ないようにしてください。 

健康を損なう原因となることがあります。 

 

 

･ インク・リボン・カートリッジは、指定の純正品を使用してく

ださい。 

指定以外のインク・リボン・カートリッジを使用すると、イン

クリボンがからまったり、印字ヘッドが傷んだりしてプリンタ

ーの故障を引き起こすことがあります。 

･ インクリボンがたるんだ状態で使用しないでください。たるん

だまま印字を開始すると、インクリボンがからまったり、巻き

とりがロックすることがあります。 

･ 使用済みのインク・リボン・カートリッジは、不燃物として地

方自治体の条例または規則に従って処理してください。 

･ ご購入したリボンカートリッジ、詰替リボンは 6 か月以内を目

途に使用することを推奨いたします。 

 

  

お願い 
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 インク・リボン・カートリッジの交換 

インク・リボン・カートリッジの交換は、次の手順で行います。 

1 トップカバーを開け、印字ヘッドをリボン交換位置に移動する 

プリンター本体にラベルがあります。また、トップカバーを閉じて、

電源を投入することで印字ヘッドがリボン交換位置に移動します。 

 高 温 印字した直後は、印字ヘッドが高温になります。 

温度が下がったことを確かめてから、リボンを交換

してください。 

やけどの原因となることがあります。 

2 電源を切る 

（電源スイッチが（○）側に倒れた状態になります。） 

3 インク・リボン・カートリッジの両脇を押して、プリンターから

取り外す 

 

4 新しいインク・リボン・カートリッジを取り付ける 

新しいインク・リボン・カートリッジの取り付けは、「2.1.10 インク・

リボン・カートリッジの取り付け」を参照してください。 

 詰め替えリボンの交換のしかた 

詰め替えリボンの交換方法は、詰め替えリボンに添付してある交換要

領書を参照してください。  

印字ヘッド位置ラベル 
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6.2 用紙づまり 
6.2.1  連続用紙づまり 

用紙づまりを起こしたときは、用紙を無理に引っ張らず、ゆっくり取

り除きます。 

まず、はじめに取り出しやすいように連続用紙をミシン目でカットし

ます。つぎにスタッカーユニットを取り外します。（「6.2.3 リアス

タッカー部の用紙づまり」参照） 

その後、用紙づまりの状態に合わせて次の手順で用紙を取り除きます。 

 フロントトラクターから吸入した用紙がつまったとき 

1 印刷不可状態にする 

〔印刷〕スイッチを押して、プリンターを印刷不可状態（「印刷可」ラ

ンプ消灯）にします。 

動作が停止し、印字ヘッドとプラテンとのすきまが最大となります。 

 高 温 印字した直後は、印字ヘッドおよびプリンター内部

が高温になります。温度が下がったことを確かめて

から、印字ヘッドを動かしてください。 

やけどの原因となることがあります。 

2 プリンターの電源を切る 

電源スイッチが「○」側に倒れていることを確認します。 

3 連続用紙をミシン目でカットし、スタッカーユニットを取り外す 

（「6.2.3 リアスタッカー部の用紙づまり」参照） 

4 トップカバーを開く 

トップカバーを開き、装置内部の用紙づまりの状況を確認します。 
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5 必要に応じて操作パネルを手前に倒す 

 

6 トラクターの左右の用紙押さえを開き、トラクターから用紙を外す 

単票テーブルを上側に開き、用紙送りトラクターの左右の用紙押さえ

を開いて、トラクターから用紙を外します。 
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7 用紙を取り除く 

プリンターの前もしくは後から出ている用紙の端をゆっくり引いて、

取り除きます。 

 

用紙が印字部につまってうまく取り除けない場合や、小さな紙片が残

ってしまった場合は、用紙を取り除きやすいように印字ヘッドを適当

な位置に手で動かし（下図参照）、残った用紙を手で取り除きます。

また、印字ヘッド先端付近の用紙が取り除きにくい場合は、インク・

リボン・カートリッジを取り外してから用紙を取り除きます（取り除

きにくい場合はピンセットなどを使用してください）。 

 

8 操作パネルを手前に倒した場合は元に戻し、トップカバーを閉じ、

スタッカーユニットを取り付ける 
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 リアトラクターから吸入した用紙がつまったとき 

1 印刷不可状態にする 

〔印刷〕スイッチを押して、プリンターを印刷不可状態（「印刷可」ラ

ンプ消灯）にします。 

 高 温 印字した直後は、印字ヘッドおよびプリンター内部

が高温になります。温度が下がったことを確かめて

から、印字ヘッドを動かしてください。 

やけどの原因となることがあります。 

2 プリンターの電源を切る 

電源スイッチが「○」側に倒れていることを確認します。 

3 連続用紙をミシン目でカットし、スタッカーユニットを取り外す 

（「6.2.3 リアスタッカー部の用紙づまり」参照） 

4 トップカバーを開く 

トップカバーを開き、装置内部の用紙づまりの状況を確認します。 

5 必要に応じて操作パネルを手前に倒す 
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6 トラクターの左右の用紙押さえを開き、トラクターから用紙を外す 

用紙送りトラクター左右用紙押さえを開いて、トラクターから用紙を

外します。 

 

7 用紙を取り除く 

プリンターの前もしくは後から出ている用紙の端をゆっくり引いて、

取り除きます。 

用紙が印字部につまってうまく取り除けない場合や、小さな紙片が残

ってしまった場合は、用紙を取り除きやすいように印字ヘッドを適当

な位置に手で動かし、残った用紙を手で取り除きます。また、印字ヘ

ッド先端付近の用紙が取り除きにくい場合は、インク・リボン・カー

トリッジを取り外してから用紙を取り除きます（取り除きにくい場合

はピンセットなどを使用してください）。 

8 操作パネルを手前に倒した場合は元に戻し、トップカバーを閉じ、

スタッカーユニットを取り付ける 
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6.2.2  単票用紙づまり 
用紙づまりを起こしたときは、用紙を無理に引っ張らず、ゆっくり取

り除きます。 

まず、はじめにスタッカーユニットを取り外します。（「6.2.3 リア

スタッカー部の用紙づまり」参照） 

用紙づまりの状態に合わせて、次の手順で用紙を取り除きます。 

 手差しで吸入した単票用紙がつまったとき 

1 印刷不可状態にする 

〔印刷〕スイッチを押して、プリンターを印刷不可状態（「印刷可」ラ

ンプ消灯）にします。 

動作が停止し、印字ヘッドとプラテンのすきまが最大となります。 

 高 温 印字した直後は、印字ヘッドおよびプリンター内部

が高温になります。温度が下がったことを確かめて

から、印字ヘッドを動かしてください。 

やけどの原因となることがあります。 

2 プリンターの電源を切る 

電源スイッチが「○」側に倒れていることを確認します。 

3 スタッカーユニットを取り外す 

（「6.2.3 リアスタッカー部の用紙づまり」参照） 

4 トップカバーを開く 

トップカバーを開き、装置内部の用紙づまりの状況を確認します。 

5 必要に応じて操作パネルを手前に倒す 
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6 用紙を取り除く 

プリンターの前もしくは後から出ている用紙の端をゆっくり引いて、

取り除きます。 

 

用紙が印字部につまってうまく取り除けない場合や、小さな紙片が残

ってしまった場合は、用紙を取り除きやすいように印字ヘッドを適当

な位置に手で動かし、残った用紙を手で取り除きます。また、印字ヘ

ッド先端付近の用紙が取り除きにくい場合は、インク・リボン・カー

トリッジを取り外してから用紙を取り除きます（取り除きにくい場合

はピンセットなどを使用してください）。 

7 操作パネルを手前に倒した場合は元に戻し、トップカバーを閉じ、

スタッカーユニットを取り付ける 
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6.2.3  リアスタッカー部の用紙づまり 

 スタッカーユニットの取り外し 

1 印刷不可状態にする 

〔印刷〕スイッチを押して、プリンターを印刷不可状態（「印刷可」ラ

ンプ消灯）にします。 

動作が停止し、印字ヘッドとプラテンのすきまが最大となります。 

2 プリンターの電源を切る 

電源スイッチが「○」側に倒れていることを確認します。 

3 スタッカーユニットを取り外す 

スタッカーガイドのロックレバーを押し下げながら、後方に取り外し

ます。装置内部の用紙づまりの状況を確認します。 

スタッカーユニットを外した状態で、用紙づまりの状況に合わせて用

紙を取り除きます。 

注：スタッカーユニットを外さずに用紙を引っ張ると故障の原因とな

る場合があります。 

 

スタッカーガイド 
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 スタッカーユニットの取り付け 

スタッカーユニット左右の溝 1 をガイドピン 1 に合わせ、ガイドピン

2 が溝 2 にロックされるまでスタッカーユニットを押し込みます。 
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6.2.4  ASF の用紙づまり 

1 印刷不可状態にする 

〔印刷〕スイッチを押して、プリンターを印刷不可状態（「印刷可」ラ

ンプ消灯）にします。 

2 プリンターの電源を切る 

電源スイッチが「○」側に倒れていることを確認します。 

3 トップカバーを開く 

トップカバーを開き、装置内部の用紙づまりの状況を確認します。 

 ASF ユニット内での用紙づまりの場合 

1 ASF をプリンター本体から取り外す 

ASF のケーブルをプリンター本体のコネクターから抜いて、ASF をプリ

ンター本体から取り外します。 

 感 電 ケーブルを外すときは必ず電源を切ってください。

電源を切らずに作業すると感電の原因となること

があります。 

プリンター前部から取り外す場合 

 

ASF 
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プリンター後部から取り外す場合 

 

2 セットレバーを「FREE」の位置にする 

ASF側面のセットレバーを「FREE」の位置にします。 

 

3 用紙を取り除く 

ASFの前もしくは後から用紙の端をゆっくり引いて取り除きます。 

 

ASF 
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 プリンター装置内部まで用紙が送られた後の用紙づまりの場合 

1 ASF をプリンター本体から取り外す 

ASF のケーブルをプリンター本体のコネクターから抜いて、ASF をプリ

ンター本体から取り外します。（「2.3.2 ASFの取り外し」参照） 

【つまった用紙が ASF 側に残った場合は…】 

2 セットレバーを「FREE」の位置にする 

ASFの側面のセットレバーを「FREE」の位置にします。 

3 用紙を取り除く 

ASFの前もしくは後から用紙の端をゆっくり引いて取り除きます。 

【つまった用紙がプリンター装置に残った場合は…】 

2 スタッカーユニットを取り外す 

（「6.2.3 リアスタッカー部の用紙づまり」参照） 

3 用紙を取り除く 

プリンターの前もしくは後から出ている用紙の端をゆっくり引いて、

取り除きます。 

用紙が印字部につまってうまく取り除けない場合や、小さな紙片が残

ってしまった場合は、用紙を取り除きやすいように印字ヘッドを適宜

な位置に手で動かし、残った用紙を手で取り除きます。また、印字ヘ

ッド先端付近の用紙が取り除きにくい場合は、インク・リボン・カー

トリッジを取り外してから用紙を取り除きます（取り除きにくい場合

はピンセットなどを使用してください）。 

 高 温 印字した直後は、印字ヘッドおよびプリンター内部

が高温になります。温度が下がったことを確かめて

から、印字ヘッドを動かしてください。 

やけどの原因となることがあります。 

 

 

 

一度紙づまりを起こした用紙の再使用はしないでください。 

お願い 
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6.3 プリンターが正しく動かないとき 
プリンターが動かなくなったり、きれいに印字できなくなったりした

場合の処置方法を説明します。 

処置を行っても機能が回復しない場合は、販売店にご相談ください。 

6.3.1  エラーメッセージが表示されている 

プリンターに異常が発生すると、操作パネルのランプが点灯、点滅し

液晶ディスプレイにエラーメッセージが表示されます。 

ランプの状態、液晶ディスプレイのメッセージ、プリンターの状態、

および対処方法を次の表に示します。 

ランプ エラーメッセージ 原因 対処方法 

点検ランプ

点灯 

ｶﾊﾞｰｵｰﾌﾟﾝ 

ｶﾊﾞｰｦﾄｼﾞﾃｸﾀﾞｻｲ 

トップカバーが開いてい

ます。 

トップカバーを閉じて

ください。 

ﾖｳｼ ﾅｼ ﾃｻｼ 

ﾖｳｼｦ ｾｯﾄｼﾃｸﾀﾞｻｲ 

単票用紙がセットされて

いません。 

単票テーブルに用紙を

セットしてください。 

(「第３章 用紙のセッ

ト」参照) 

ﾖｳｼ ﾅｼ ﾌﾛﾝﾄﾄﾗｸﾀ 

ﾖｳｼｦ ｾｯﾄｼﾃｸﾀﾞｻｲ 

フロントトラクターに連

続用紙がセットされてい

ません。 

用紙をセットしてくだ

さい。(「第３章 用紙

のセット」参照) 

ﾖｳｼ ﾅｼ ﾘｱﾄﾗｸﾀ 

ﾖｳｼｦ ｾｯﾄｼﾃｸﾀﾞｻｲ 

リアトラクターに連続用

紙がセットされていませ

ん。 

用紙をセットしてくだ

さい。(「第３章 用紙

のセット」参照) 

ﾖｳｼ ﾅｼ FASF 

ﾖｳｼｦ ﾎｷｭｳｼﾃｸﾀﾞｻｲ 

フロント ASFに用紙がセ

ットされていません。 

用紙をセットしてくだ

さい。(「第３章 用紙

のセット」参照) 

ﾖｳｼ ﾅｼ RASF 

ﾖｳｼｦ ﾎｷｭｳｼﾃｸﾀﾞｻｲ 

リア ASFに用紙がセット

されていません。 

用紙をセットしてくだ

さい。(「第３章 用紙

のセット」参照) 
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ランプ エラーメッセージ 原因 対処方法 

点検ランプ

点灯 

 

ﾀﾝﾋﾟｮｳﾇｷﾄﾘﾏﾁ 

ﾖｳｼｦ ﾇｷﾄｯﾃｸﾀﾞｻｲ 

排出された用紙が単票テ

ーブルに残っています。 

単票テーブルにある用紙

を取り除いてください。 

ﾖｳｼﾀｲﾋｴﾗｰ F ﾄﾗｸﾀ 

ﾖｳｼｦ ｶｸﾆﾝｼﾃｸﾀﾞｻｲ 

プリンター内部でフロン

トトラクター給紙の連続

帳票退避中に紙づまりが

発生しました。 

つまった用紙を取り除

いてください。

(「6.2.1 連続用紙づま

り」参照) 

ﾖｳｼﾀｲﾋｴﾗｰ R ﾄﾗｸﾀ 

ﾖｳｼｦ ｶｸﾆﾝｼﾃｸﾀﾞｻｲ 

プリンター内部でリアト

ラクター給紙の連続帳票

退避中に紙づまりが発生

しました。 

つまった用紙を取り除

いてください。(「6.2.1 

連続用紙づまり」参照) 

ﾖｳｼｷｭｳﾆｭｳｴﾗｰ 

ﾖｳｼｦｻｲｾｯﾄｼﾃｸﾀﾞｻｲ 

プラテン直前直後の用紙

ガイド(斜面)上に紙粉が

たまり、センサーが誤検

出しています。 

紙粉を清掃してくださ

い。(「6.7 清掃のしか

た」参照) 

単票セットフリー無効の

ときに、用紙のセットを

ゆっくり行なったため、

規定時間内に吸入動作が

完了しませんでした。 

より素早く用紙をセッ

トしてください。 

【3 ソウチキノウ セッ

テイ】で『オートロー

ディング』の時間を変

更してください。(「第

5 章 初期設定値/調整値

の変更手順」参照) 

用紙が斜めに給紙(吸入斜

行)されたことを検出しま

した。 

用紙を傾かない様に再

セットしてください。 

プレプリントによりセン

サーが誤検出しました

(プレプリントのない用

紙は問題無し)。 

プレプリントに関して

は、「付録 B 消耗品仕

様」を参照してくださ

い。 

単票セットフリー有効の

とき、用紙幅に問題があ

ります。 

幅 100～364mm(はがき～

B4)の用紙を使用してく

ださい。 

幅 55～100mm未満、365

～420mm の用紙は単票セ

ットフリーを無効にし

て使用してください。 

単票セットフリー有効の

とき、用紙のセット位置

に問題があります。 

「3.2.1 単票用紙のセ

ット（単票セットフリ

ー有効時）」を参照

し、セット位置を修正

してください。 
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ランプ エラーメッセージ 原因 対処方法 

点検ランプ

点灯 

 

ｷｭｳｼｼﾞｬﾑ ﾃｻｼ 

ﾖｳｼｦﾄﾘﾉｿﾞｲﾃｸﾀﾞｻｲ 

用紙の形状に問題があ

り、吸入斜行を誤検出し

ています。 

用紙の形状に関して

は、「付録 B 消耗品仕

様」を参照してくださ

い。 

ｷｭｳｼｼﾞｬﾑ F ﾄﾗｸﾀ 

ﾖｳｼｦﾄﾘﾉｿﾞｲﾃｸﾀﾞｻｲ 

フロントトラクターから

吸入した用紙がつまって

います。 

つまった用紙を取り除

いてください。

(「6.2.1 連続用紙づま

り」参照) 

フロントトラクター給紙

時、単票テーブルが開い

ています。 

単票テーブルを閉じて

ください。 

用紙の上端部に損傷、折

れ曲がりがあります。 

損傷したり、折れ、曲

がりのある連帳を使用

しないでください。 

トラクターへの用紙セッ

トで、左右の穴がズレて

います。 

正しくセットし直して

ください。(「第３章 

用紙のセット」参照) 

ｷｭｳｼｼﾞｬﾑ R ﾄﾗｸﾀ 

ﾖｳｼｦﾄﾘﾉｿﾞｲﾃｸﾀﾞｻｲ 

リアトラクターから吸

入した用紙がつまって

います。 

つまった用紙を取り除

いてください。

(「6.2.1 連続用紙づま

り」参照) 

用紙の上端部に損傷、折

れ曲がりがあます。 

損傷したり、折れ、曲

がりのある連帳を使用

しないでください。 

トラクターへの用紙セッ

トで、左右の穴がズレて

います。 

正しくセットし直して

ください。(「第３章 

用紙のセット」参照) 

ｷｭｳｼｼﾞｬﾑ FASF 

ﾖｳｼｦﾄﾘﾉｿﾞｲﾃｸﾀﾞｻｲ 

フロント ASFから吸入し

た用紙がつまっていま

す。 

つまった用紙を取り除い

てください。(「6.2.4 

ASFの用紙づまり」参

照) 

ｷｭｳｼｼﾞｬﾑ RASF 

ﾖｳｼｦﾄﾘﾉｿﾞｲﾃｸﾀﾞｻｲ 

リア ASFから吸入した用

紙がつまっています。 

つまった用紙を取り除い

てください。(「6.2.4 

ASFの用紙づまり」参

照) 

ﾊｲｼｼﾞｬﾑ ﾃｻｼ 

ﾖｳｼｦﾄﾘﾉｿﾞｲﾃｸﾀﾞｻｲ 

プリンター内部で手差し

単票排出中に紙づまりが

発生しました。 

つまった用紙を取り除

いてください。

(「6.2.2 単票用紙づま

り」参照) 

ﾊｲｼｼﾞｬﾑ F ﾄﾗｸﾀ 

ﾖｳｼｦﾄﾘﾉｿﾞｲﾃｸﾀﾞｻｲ 

プリンター内部でフロン

トトラクター給紙の連続

帳票排出中に紙づまりが

発生しました。 

つまった用紙を取り除

いてください。

(「6.2.1 連続用紙づま

り」参照) 
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ランプ エラーメッセージ 原因 対処方法 

点検ランプ

点灯 

ﾊｲｼｼﾞｬﾑ R ﾄﾗｸﾀ 

ﾖｳｼｦﾄﾘﾉｿﾞｲﾃｸﾀﾞｻｲ 

プリンター内部でリアト

ラクター給紙の連続帳票

排出中に紙づまりが発生

しました。 

つまった用紙を取り除

いてください。

(「6.2.1 連続用紙づま

り」参照) 

ﾊｲｼｼﾞｬﾑ FASF 

ﾖｳｼｦﾄﾘﾉｿﾞｲﾃｸﾀﾞｻｲ 

プリンター内部でフロン

ト ASF 給紙の単票排出中

に紙づまりが発生しまし

た。 

つまった用紙を取り除い

てください。(「6.2.4 

ASFの用紙づまり」参

照) 

ﾊｲｼｼﾞｬﾑ RASF 

ﾖｳｼｦﾄﾘﾉｿﾞｲﾃｸﾀﾞｻｲ 

プリンター内部でリア

ASF給紙の単票排出中に

紙づまりが発生しまし

た。 

つまった用紙を取り除い

てください。(「6.2.4 

ASFの用紙づまり」参

照) 
 

 

 

 

ランプ エラーメッセージ 原因 対処方法 

点検ランプ

点滅 

ｲﾝｼﾞｹﾀｽﾞﾚ 

ﾊﾟﾜｰ OFF ｿｳﾁ ｶｸﾆﾝ 

印字ヘッドの左右動作に

異常が発生しました。 

<要因> 

1.段差のある用紙を使用

している。 

2.紙厚設定が正しくない。 

3.用紙つまりが発生した。 

4.リボンが印字ヘッドに

ひっかかった。 

電源を切って、用紙仕

様、紙厚設定を見直して

ください。(「4.3.5 用紙

厚の調整」参照) 

用紙の厚さを検出する位

置が用紙の外になるよう

な設定になっています。

(用紙の左側に寄せて印

刷しようとして、以下の

設定を組み合わせた場合

に発生が懸念されます。

セットフリー=無効，セ

ットフリーオフ左端位置

=左寄せ，用紙外印字防

止=無効，用紙のセット

位置=右側に寄せる） 

【3 ソウチキノウ セッ

テイ】で『ヨウシガイ

インジボウシ』を「ユ

ウコウ」にしてくださ

い。 

ﾖｳｼｱﾂｲｼﾞｮｳｹﾝｼｭﾂ 

ﾊﾟﾜｰ OFF ﾖｳｼ ｶｸﾆﾝ 

用紙が厚すぎます。 「付録 B 消耗品仕様」を

参照し用紙を確認して

ください。 

段差のある用紙を使用し

ているため、正常に自動

紙厚検出ができません。 

手動紙厚調整で印字し

てください。(「4.3.5 

用紙厚の調整」参照) 
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ランプ エラーメッセージ 原因 対処方法 

点検ランプ

点滅 

ﾘﾎﾞﾝｲｼﾞｮｳ 

ﾊﾟﾜｰ OFF ﾘﾎﾞﾝ ｶｸﾆﾝ 

リボン送りの異常を検出

しました。 

インク・リボン・カー

トリッジを外し、イン

ク・リボン・カートリッ

ジのツマミを回し、リボ

ンが正常に送られること

を確認してください。 

2.1.10 の手順に従いイ

ンク・リボン・カートリ

ッジを取り付け、パチッ

と音が鳴って重くなるま

でツマミを回してくださ

い。 

インク・リボン・カー

トリッジを純正品に交換

してください。 

SP ｱﾗｰﾑ 

ﾊﾟﾜｰ OFF ｼﾃｸﾀﾞｻｲ 

スペースモーターの駆

動回路で異常を検出し

ました。 

《操作手順》 

1.プリンターの電源を

切って、印字を中止

してください。 

注： 印字を中止しな

い場合、正しく印

字されないことが

あります。 

2.電源を入れて、再度

印字し直してくださ

い。 

LF ｱﾗｰﾑ 

ﾊﾟﾜｰ OFF ｼﾃｸﾀﾞｻｲ 

LFモーターおよびトラク

ターモーターの駆動回路

で異常を検出しました。 

ﾍｯﾄﾞｱﾗｰﾑ 

ﾊﾟﾜｰ OFF ｼﾃｸﾀﾞｻｲ 

印字ヘッドの駆動回路、

または温度検出部（温度

検出素子/温度検出回路）

で異常を検出しました。 

HIGH VOL ｱﾗｰﾑ 

ﾊﾟﾜｰ OFF ｼﾃｸﾀﾞｻｲ 

電源電圧の異常を検出し

ました。 

LOW VOL ｱﾗｰﾑ 

ﾊﾟﾜｰ OFF ｼﾃｸﾀﾞｻｲ 

電源電圧の異常を検出し

ました。 

OVERLOAD ｱﾗｰﾑ 

ﾊﾟﾜｰ OFF ｼﾃｸﾀﾞｻｲ 

電源電圧の異常を検出し

ました。 

ﾘﾎﾞﾝﾓｰﾀｱﾗｰﾑ 

ﾊﾟﾜｰ OFF ｼﾃｸﾀﾞｻｲ 

リボンモーターの駆動

回路で異常を検出しま

した。 

《操作手順》 

1.プリンターの電源を

切って、印字を中止

してください。 

注： 印字を中止しな

い場合、正しく印

字されないことが

あります。 

2.電源を入れて、再度

印字し直してくださ

い。 

ASF ﾓｰﾀｱﾗｰﾑ 

ﾊﾟﾜｰ OFF ｼﾃｸﾀﾞｻｲ 

ASFモーターの駆動回路

で異常を検出しました。 

ﾊﾟﾜｰﾌｧﾝｱﾗｰﾑ 

ﾊﾟﾜｰ OFF ｼﾃｸﾀﾞｻｲ 

電源ファンの異常を検出

しました。 

SP ﾓｰﾀﾌｧﾝｱﾗｰﾑ 

ﾊﾟﾜｰ OFF ｼﾃｸﾀﾞｻｲ 

SP モーターファンの異

常を検出しました。 

APTC ｱﾗｰﾑ 

ﾊﾟﾜｰ OFF ｼﾃｸﾀﾞｻｲ 

APTC ホームポジション

検出に失敗しました。 

HCPP ｱﾗｰﾑ 

ﾊﾟﾜｰ OFF ｼﾃｸﾀﾞｻｲ 

HCPP ホームポジション

検出に失敗しました。 
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ランプ エラーメッセージ 原因 対処方法 

点検ランプ

点滅 

ROM/RAM ｱﾗｰﾑ 

ﾊﾟﾜｰ OFF ｼﾃｸﾀﾞｻｲ 

ROM/RAM の異常を検出し

ました。 

《操作手順》 

1.プリンターの電源を

切って、印字を中止

してください。 

注： 印字を中止しな

い場合、正しく印

字されないことが

あります。 

2.電源を入れて、再度

印字し直してくださ

い。 

LRES ｱﾗｰﾑ 

ﾊﾟﾜｰ OFF ｿｳﾁ ｶｸﾆﾝ 

印字キャリアホ－ムポ

ジション検出に失敗し

ました。 

《操作手順》 

1.プリンターの電源を

切って、印字を中止

してください。 

注： 印字を中止しな

い場合、正しく印

字されないことが

あります。 

2.プリンター(給紙部、

内部、排出部)の用紙

を取り除いてくださ

い。 

3.印字ヘッドを手で両

端まで動くことを確

認してください。 

異物があった場合は

取り除いてくださ

い。 

4.電源を入れて、再度印

字し直してください。 

ｼｬｺｳﾕﾆｯﾄｱﾗｰﾑ 

ﾊﾟﾜｰ OFF ｿｳﾁ ｶｸﾆﾝ 

斜行ユニットホームポ

ジション検出に失敗し

ました。 

《操作手順》 

1.プリンターの電源を

切って、印字を中止

してください。 

注： 印字を中止しな

い場合、正しく印

字されないことが

あります。 

2.単票テーブルの奥に

異物がないか確認し

てください。 

3.電源を入れて、再度

印字し直してくださ

い。 
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表示 メッセージ 原因 対処方法 

電源投入時

にメッセー

ジを約 5 秒

間表示 

ﾍｯﾄﾞｺｳｶﾝｼﾞｭﾝﾋﾞ 印字ヘッドが寿命に近

づいています。 

「ヘッドコウカン」が

表示されたら保守サー

ビス員、保守サービス

会社または販売店に交

換をご依頼ください。 

ﾍｯﾄﾞｺｳｶﾝ 印字ヘッドが寿命を超

えました。 

印字品質に問題がない

場合は継続して使用可

能ですが、交換をおす

すめします。交換する

際は保守サービス員、

保守サービス会社また

は販売店に交換をご依

頼ください。 
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6.3.2  単票用紙吸入時の不具合 
単票用紙吸入がうまくできない場合の、処置方法を説明します。 

現象 原因 処置 

吸入しない。 トップカバーが開いているた

め、動作を停止しています。 

トップカバーを閉じてくださ

い。 

用紙モードの選択が、「フロ

ントトラクタ」または「リア

トラクタ」になっています。 

〔単票/連続〕スイッチを押し

て、「テサシ」、または「フロ

ント ASF」、「リア ASF]を選択

してください。 

前回吸入した用紙を、手で引

き抜いたため、プリンターの

状態が紙有り状態となってい

ます。 

〔印刷〕スイッチを押して印刷

不可状態にした後に、 〔排出/

先頭行〕スイッチを押し、一度

排出動作をさせてから、再吸

入してください。 

初期設定で『オートローディ

ング』が「ムコウ」になって

います。 

〔排出/先頭行〕スイッチを押し

て吸入させるか、初期設定を

変更してください。 

吸入途中で排出される。 

 

プラテン直前直後の用紙ガイド

(斜面)上に紙粉がたまり、セン

サーが誤検出しています。 

紙粉を清掃してください。

(「6.7 清掃のしかた」参照) 

単票セットフリー無効のとき

に、用紙のセットをゆっくり行

なったため、規定時間内に吸入

動作が完了しませんでした。 

より素早く用紙をセットしてく

ださい。 

 

吸入後キャリアが移動し

た後に排出される。 

用紙が斜めに給紙された(吸入

斜行)ことを検出しました。 

用紙を傾かない様に再セットし

てください。 

プレプリントによりセンサー

が誤検出しています(プレプリ

ントのない用紙は問題無し)。 

プレプリントに関しては、「付

録 B 消耗品仕様」を参照して

ください。 

単票セットフリー有効のと

き、用紙幅に問題がありま

す。 

幅 100～364mm(はがき～B4)の

用紙を使用してください。 

幅 55～99mm未満、365～420mm

の用紙は単票セットフリー無効

にして使用してください。 

単票セットフリー有効のと

き、セット位置に問題があり

ます。 

「3.2.1 単票用紙のセット」

参照し、セット位置を修正し

てください。 

用紙の形状に問題があり、吸

入斜行を誤検出しています。 

用紙の形状に関しては、「付

録 B 消耗品仕様」を参照して

ください。 



 

6-24 

6.3.3  単票用紙排出時の不具合 
単票用紙排出がうまくできない場合の、処置方法を説明します。 

現象 原因 処置 

用紙の排出方向を手前排

出（テーブル側）した場合

に用紙下端が角折れす

る。 

用紙下端部の印字デューティ

が高いため、用紙がカールし

た状態で排出されるためで

す。 

印刷不可状態で〔下段選択〕スイ

ッチを押し、〔手前排出〕スイッ

チを押して、手前排出ランプを

消灯し、排出方向を後方排出

（スタッカー側）にしてくださ

い。(「4.2.13 単票用紙排出方

向の切り替え」参照）、または

初期設定の【3 ソウチキノウ 

セッテイ】の『テサイ ハイシ

ュツホウコウ』を「コウホウハ

イシュツ」に設定してくださ

い。 
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6.3.4  連帳用紙吸入時の不具合 
連帳用紙がうまく吸入できない場合の処置方法を説明します。 

現象 原因 処置 

吸入しない。 トップカバーが開いているた

め、動作を停止しています。 

トップカバーを閉じてくださ

い。 

プリンターが印刷可能状態で

す。 

〔印刷〕スイッチを押して印刷

不可状態にしてから、〔排出/

先頭行〕スイッチを押してくだ

さい。 

用紙モードが正しく選択され

ていません。 

〔単票/連続〕スイッチを押し

て、正しい用紙モード(「フロ

ントトラクタ」または「リア

トラクタ」)を選択してくださ

い。 

前回吸入した用紙を、手で引

き抜いたため、プリンターが

紙有り状態となっています。 

〔排出/先頭行〕スイッチを押

し、一度排出動作をさせてか

ら、再吸入してください。 

吸入途中で排出される。 プラテン直前直後の用紙ガイ

ド(斜面)上に紙粉がたまり、

センサーが誤検出していま

す。 

紙粉を清掃してください。

(「6.7 清掃のしかた」参照) 

吸入途中で用紙づまりと

なる。 

左右のトラクター間で用紙が

弛んでいます。 

左右のトラクター間隔を軽く

用紙が張る程度に調整してく

ださい。 

フロントトラクター給紙時、

単票テーブルを開いていま

す。 

単票テーブルを閉じてください。 

用紙の上端部に損傷、折れ曲

がりがあります。 

損傷したり、折れ、曲がりのあ

る連帳を使用しないでくださ

い。 

トラクターへのセットで、左

右で穴がズレています。 

正しくセットし直してくださ

い。 
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6.3.5  印字中の問題点 
印字中の問題点に対する対処方法を説明します。 

現象 原因 処置 

プリンターが動作しない。 トップカバーが開いているた

め、動作を停止しています。 

トップカバーを閉じてくださ

い。 

印字が始まらない。 「印刷可」ランプが消えてい

ます。 

〔印刷〕スイッチを押して、

「印刷可」ランプを点灯させ

てください。 

印刷可能状態であるの

に、印字できない。 

プリンターケーブルの接続に

問題があります。 

プリンターケーブルを正しく

接続してください。 

印字開始前に用紙パスが

切り替わってしまう。 

プリンタードライバのプロパ

ティで設定した用紙パスに誤

りがあります。 

プリンタードライバのプロパテ

ィで正しく設定してください。 

プリンター動作中に「点

検ランプ」が点滅、また

は点灯しプリンターが停

止した。 

プリンターで異常が発生しま

した。 

「6.3.1 エラーメッセージが表

示されている」を参照し、プリ

ンターエラーを解除してくださ

い。 

印字開始直前にアラーム

となる。 

 

用紙が厚過ぎます。 

 

「付録 B 消耗品仕様」を参照

し用紙を確認してください。 

段差のある用紙を使用してい

るため、正常に自動紙厚検出

ができません。 

手動紙厚調整で印字してくだ

さい。(「4.3.5 用紙厚の調

整」参照) 
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6.3.6  印字結果の問題点 
印字結果の問題点に対する処置方法を説明します。 

現象 原因 処置 

リボン汚れが出る。 手動紙厚調整のとき、レンジ

設定が適正値に対して狭くな

っています。 

広めに設定し直してリボン汚

れが出なくなるようにしてく

ださい。 

段差のある用紙を使用してい

ます。 

手動紙厚調整にて印字してく

ださい。(「4.3.5 用紙厚の調

整」参照) 

自動紙厚調整機構が故障して

います。 

応急処置として、手動紙厚調

整に切り替えて使用すること

ができます。 

インク・リボン・カートリッ

ジの交換時期が近づいていま

す。 

リボン生地の波うちが激しく

なっています。 

新しいインク・リボン・カート

リッジと交換してください。

(「6.1 インク・リボン・カー

トリッジの交換」参照) 

用紙の厚さを検出する位置が

用紙の外になるような設定に

なっています。(用紙の左側

に寄せて印刷しようとして、

以下の設定を組み合わせた場

合に発生が懸念されます。セ

ットフリー=無効，セットフ

リーオフ左端位置=左寄せ，

用紙外印字防止=無効，用紙

のセット位置=右側に寄せ

る） 

【3 ソウチキノウ セッテイ】

で『ヨウシガイインジボウシ』

を「ユウコウ」にしてくださ

い。 

縦線のつなぎの左右方向

にズレが大きい(罫線ズレ

が大きい)。 

手動紙厚調整のとき、レンジ

設定が適正値に対して狭いた

め、印字ヘッドの左右動作の

精度が悪くなっています。 

広めに設定し直してくださ

い。 

段差のある用紙の段差部分で

印字ヘッドの左右動作の精度

が悪くなっています。 

手動紙厚調整にて印字してく

ださい。(「4.3.5 用紙厚の調

整」参照) 

罫線調整が正しくありませ

ん。 

「5.3.1 罫線調整」を参照

し、罫線ズレを直してくださ

い。 
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現象 原因 処置 

印字が薄い。 段差のある用紙を使用してい

ます。 

手動紙厚調整にて印字してく

ださい。(「4.3.5 用紙厚の調

整」参照) 

自動紙厚調整機構が故障して

います。 

応急処置として、手動紙厚調

整に切り替えて使用すること

ができます。(「4.3.5 用紙厚

の調整」参照) 

インク・リボン・カートリッ

ジの交換時期が近づいてい

る。リボン生地の印字跡部の

黒さが薄くなっています。 

新しいインク・リボン・カー

トリッジと交換してくださ

い。(「6.1 インク・リボン・

カートリッジの交換」参照) 

印字ヘッドの交換時期が近づ

いています。 

印字ヘッドの交換時期が近づ

くと電源投入時に液晶ディス

プレイに「ヘッドコウカンジ

ュンビ」、印字ヘッドの寿命

になりますと「ヘッドコウカ

ン」の表示を約 5 秒間行いま

す。 

「ヘッドコウカン」が表示さ

れた場合は、印字ヘッドを交

換する必要があります。 

初期設定の【7 ソノタノセッ

テイ】の『ヘッドコウカン ヒ

ョウジ』が「ムコウ」に設定

されている場合は、表示を行

いません。 

上記のどれにも当てはまらな

い場合。 

以下 1、2 の順で、1 で変わらな

ければ 2 に変更してください。 

 

1.コピー強化に設定してくだ

さい。（「5.2 初期設定メニュ

ー項目  一覧」の「3 ソウチ

キノウセッテイ」参照） 

2.手動紙厚調整に切り替え、固

定１～固定 13 の中から最も濃

くなるところに設定してくだ

さい。(「4.3.5 用紙厚の調整」

参照) 

印字を構成するドットが

横一列に欠ける。 

印字ヘッドのピンが折れてい

ます。 

印字ヘッドを交換する必要が

あります。 

前給紙の場合、印字の上

側が欠ける。 

インク・リボン・カートリッ

ジが正しく取り付けられてい

ません。 

印字を中止して、インク・リ

ボン・カートリッジを正しく

取り付けてください。(「6.1 

インク・リボン・カートリッジ

の交換」参照) 

後給紙の場合、印字の下

側が欠ける。 
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現象 原因 処置 

印字が所々でよじれたよ

うに欠ける(用紙を変えて

も発生する)。 

リボンがたるんだり、よじれ

たりしています。 

印字を中止して、インク・リ

ボン・カートリッジを点検し

てください。(リボンつまみを

回してリボンのよじれが無い

か確認します) 

印字行の左端部や右端部

で印字の上下が欠ける。 

(連帳用紙のみ発生する) 

連帳改行時に用紙の綴じ部や

用紙送り穴の影響でリボンが

ズレて、印字左右端部が欠け

るときがあります。 

初期設定で『リボン ホゴセイ

ギョ』を「ユウコウ」にして

使用してください。 

用紙かけ替え後の印字位

置がずれる。 

改行でページ送りをしている

データを送付している。 

メインフレームに IBM Z を使

用している。 

トップマージンをマイナス値

に設定している。 

『Fトラクタ シタマージン』

『Rトラクタ シタマージン』

を 0mm に設定し、「ミシンメ

スキップ」を「スキップシナ

イ」に設定してください。 



 

6-30 

6.3.7  印字位置の問題点 
印字位置に問題点がある場合の処置方法を説明します。 

現象 原因 処置 

印字開始位置が上、また

は下にズレる。 

プリンタードライバでの給紙

方法選択、余白の設定、プリ

ンターの上端余白の設定がア

プリケーションに適合してい

ません。 

アプリケーションに合わせ

て、プリンタードライバの給

紙方法、余白量設定、プリン

ターの初期設定を正しく設定

してください。 

ソフトウェアによっては上端

余白の設定を変更する必要が

あります。 

アプリケーションソフトの説

明書で確認してみてくださ

い。 

用紙上端のプレプリント禁

止領域にプレプリントがあ

ります。 

プレプリントを修正するか、

吸入後用紙の位置合わせを行

なって印字してください。 

単票セットフリー使用時

に印字の左右の位置がズ

レる。 

初期設定の単票左端余白量と

アプリケーションソフトの余

白設定が異なっています。 

プリンターとアプリケーショ

ンソフトの設定を合わせてく

ださい。 

用紙の左端部に面取、プレプ

リントがあるために、用紙左

端を正しく認識できません。 

用紙を修正するか、単票セッ

トフリーを無効にして使用し

てください。 

用紙の右側が印字されな

い。 

用紙のプレプリント禁止領域

にプレプリントがあります。 

プレプリントを修正してくだ

さい。なお、【7 ソノタノセ

ッテイ】の『ヨウシハバケン

シュツ』を「2 カイ ケンシュ

ツ」に変更すると改善する場

合があります。 
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6.3.8  印字位置がページによってズレる 
印字位置がページによってズレる場合の処置方法を説明します。 

現象 原因 処置 

連続用紙の印字位置がペ

ージによってズレる。 

仕様外用紙を使用しているた

め、正しく搬送できません。 

「付録 B 消耗品仕様」を参照

し、仕様にあった用紙を使用

してください。 

連続用紙の置きかたが悪く、

正しく搬送できません。 

連続用紙は給紙口の下に置

き、斜めになったり、途中に

引っかかりのない様にしてく

ださい。また、箱からスムー

ズに引きだされない用紙は、

箱から出して設置してくださ

い。 

用紙のページ長さと、ソフト

ウェア、またはプリンタード

ライバのページ長設定値が異

なっています。 

ソフトウェア、またはプリン

タードライバのページ長指定

に合う用紙を使用してくださ

い。 

用紙の特性により、吸入位置

に対してわずかながら印字位

置がずれることがあります。 

用紙吸入量を調整してくださ

い。 

調整の行いかたについては、

「5.3.2 用紙吸入量の調整」

を参照してください。 

初期設定の【7 ソノタノセッ

テイ】の『トラクタ キュウ

シセイギョ』が「ソクドユウ

セン」に設定されています。 

初期設定で【7 ソノタノセッテ

イ】の『トラクタ キュウシセ

イギョ』を「セイドユウセン」

にしてください。 
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6.3.9  ASF 使用時の不具合 
ASF使用時の不具合点に対する処置方法を説明します。 

現象 原因 処置 

ASFが動作しない。 ASFのコネクターがプリンタ

ーに接続されていません。 

プリンター本体の電源を切断

し、コネクターを接続してく

ださい。 

用紙が吸入しない。 左右の用紙ガイドで用紙をき

つくはさんでいます。 

用紙に対して適正なゆとりを

持って、用紙ガイドをセット

してください。 

用紙が厚すぎます。 仕様にあった用紙を使用して

ください。 

セットした用紙が多すぎます

（赤線を越えています）。 

用紙ガイドの赤線以内にセッ

トしてください。 

用紙つまりが発生していま

す。 

つまった用紙を取り除いてくだ

さい。 

セットレバーが「FREE」にな

っています。 

セットレバーを「SET」にして

ください。 

用紙モードが正しく選択され

ていません。 

操作パネルの〔単票/連続〕スイ

ッチを操作し「ﾌﾛﾝﾄ ASF」また

は、「ﾘｱ ASF」にセットしてく

ださい。 

ASFがプリンターにきちんと

セットされていません。 

正しくセットし直してくださ

い。(「2.3.1 ASFの取り付

け」参照) 

複数枚の用紙が同時に送

られてしまう。 

用紙を十分にさばいていま

せん。 

用紙を十分にさばいてからセ

ットしてください。 

用紙が薄すぎます。 仕様にあった用紙を使用して

ください。 

用紙に折れ曲がりがありま

す。 

折れ曲がりの無い用紙を使用

してください。 

左右の用紙ガイドの隙間が狭

すぎるか、広すぎます。 

用紙カイドを用紙幅に合わせ

て正しくセットしてくださ

い。 

紙置台内の用紙が不揃いの状

態でセットされています。 

用紙を揃えて紙置台内に正し

くセットしてください。 

種類の異なった用紙が混在し

ています。 

用紙の種類は一種類にして紙

置台へセットしてください。 
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現象 原因 処置 

紙づまりが起きる。 左右の用紙ガイドの隙間が狭

すぎるか広すぎます。 

用紙カイドを用紙幅に合わせ

て正しくセットしてくださ

い。 

仕様以外の用紙を使用してい

ます。 

仕様にあった用紙を使用して

ください。 

用紙に折れ曲がりがありま

す。 

折れ曲がりの無い用紙を使用

してください。 

種類の異なった用紙が混在し

ています。 

用紙の種類は一種類にして紙

置台へセットしてください。 

セットした用紙が多すぎます

（赤線を越えています）。 

用紙ガイドの赤線以内にセッ

トしてください。 

用紙排出を手前排出（テ

ーブル側）した場合に用

紙下端が角折れする。 

用紙下端部の印字デューティ

が高いため、用紙がカールし

た状態で排出されるためで

す。 

印刷不可状態で〔下段選択〕スイ

ッチを押し、〔手前排出〕スイッ

チを押して、手前排出ランプを

消灯し、排出方向を後方排出

（スタッカ側）にしてくださ

い。(「4.2.13 単票用紙排出

方向の切り替え」参照）、ま

たは初期設定で【3 ソウチキ

ノウ セッテイ】の『FASF ハ

イシュツホウコウ』または

『RASF ハイシュツホウコウ』

を「コウホウハイシュツ」に

設定してください。 
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6.4 テスト印字をする 
テスト印字は、次の手順で行います。 

1 単票用紙または連続用紙をセットする 

2 印刷不可状態で〔下段選択〕スイッチを押し、メニューモードにす

る 

 

3 〔  〕 または 〔 〕 スイッチを押して「2 テストインサツ」を表

示させる 

 

4 〔設定〕 スイッチで下のレベルへ移り、 〔  〕 または 〔 〕スイ

ッチでテストパターンを選択する 

 

 

注：テスト印字は専用の印字パターンとなり、通常のフォントと異な

ります。 

印刷可能状態 

↓「印刷」スイッチ 

印刷不可状態 

↓「下段選択」スイッチ 

ゲダン キノウ 

1 メニュー インサツ 

↓「  」「  」スイッチ 

ゲダン キノウ 

2 テスト インサツ  

↓「設定」スイッチ 

ゲダン キノウ 

2 テスト インサツ  

↓「  」「  」スイッチ 
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5 〔設定〕 スイッチで下のレベルへ移り、 〔  〕 または 〔 〕 スイ

ッチを押して印字幅を選択する 

 

6 〔設定〕スイッチを押す 

テスト印字が開始されます。 

7 テスト印字中に〔中止〕スイッチを押すと、テスト印字を中断する 

この表示のときに〔設定〕スイッチを押すと印字を再開します。 

〔排出/先頭行〕スイッチを押すと用紙を排出します。 

〔印刷〕スイッチを押すとメニューに戻ります。 

 

 

 

 

↓「 設定 」スイッチ 

イメージ モード 

インジ ハバ １６２．５ｍｍ  

↓「  」「  」スイッチ 

イメージ モード 

インジ ハバ ３４５．５ｍｍ  

セッテイキーデインサツ 

フロントトラクタ  
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6.5 HEX ダンプ印字をする 
HEXダンプ印字は、プログラムの診断に利用してください。ホスト・コ

ンピューターからプリンターへ送られてきたデータを 16 進数のまま

印字します。 

HEXダンプ印字は次の手順で行います。 

1 単票用紙または連続用紙をセットする 

2 印刷不可状態で〔下段選択〕スイッチを押し、メニューモードにす

る 

 

 

 

 

3 〔  〕 または 〔 〕 スイッチを押して「10 ホシュ モード」を

表示させる 

 

 

 

4 〔設定〕 スイッチで下のレベルに移り、〔  〕 または 〔 〕 スイ

ッチを押して「HEX  ダンプインサツ」を選択する 

 

 

 

6 〔設定〕スイッチで下のレベルに移り、「セッテイ」と表示された

ら、〔設定〕スイッチを押す 

印刷可能状態になり、ホスト・コンピューターからプリンターへ送られ

てきたデータは 16進数で印字します。 

「HEX ダンプ インサツ」を解除するには、〔印刷〕スイッチを押して印

刷不可状態にし、〔下段選択〕スイッチを押します。 

「HEX ダンプ インサツ」選択時のメニューモードに戻ります。 

印刷可能状態 

↓「印刷」スイッチ 

印刷不可状態 

↓「下段選択」スイッチ 

ゲダン キノウ 

1 メニュー インサツ 

↓「  」「  」スイッチ 

ゲダン キノウ 

10 ホシュ モード  

↓「  」「  」スイッチ 

10 ホシュ モード 

HEX ダンプ インサツ  
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6.6 印字ヘッド寿命の確認方法 
本製品の印字ヘッドは定期交換部品です。 

印字ヘッドの交換時期が近づくと電源投入時に液晶ディスプレイに

「ヘッドコウカンジュンビ」、印字ヘッドの寿命になりますと「ヘッ

ドコウカン」の表示を約 5秒間行います。 

印字ヘッド寿命は、メニュー設定内容一覧の印刷または液晶ディスプ

レイに表示させて確認できます。次の手順で行います。 

メニュー設定内容一覧の印刷は初期設定の【1 メニュー インサツ】か

ら行います。（「5.1 設定の変更」参照） 

液晶ディスプレイへの表示は次の手順で行います。 

1  印刷不可状態で〔下段選択〕スイッチを押し、メニューモードにす

る 

 

 

 

 

3 〔  〕 または 〔 〕 スイッチを押して「10 ホシュ モード」を

表示させる 

 

 

 

4 〔設定〕 スイッチで下のレベルに移り、〔  〕 または 〔 〕 スイ

ッチを押して「ヘッドピンカウンタ」を選択する 

 

 

 

5 〔設定〕 スイッチを押すと印字ヘッド寿命を％で表示します。 

 

 

 

印刷可能状態 

↓「印刷」スイッチ 

印刷不可状態 

↓「下段選択」スイッチ 

ゲダン キノウ 

1 メニュー インサツ 

↓「  」「  」スイッチ 

ゲダン キノウ 

10 ホシュ モード  

↓「  」「  」スイッチ 

10 ホシュ モード 

ヘッドピンカウンタ  

↓「設定」スイッチ 

ヘッドピンカウンタ 

０％ 
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6.7 清掃のしかた 
プリンターを良好な状態で使用できるように、定期的に清掃してくだ

さい。 

 感 電 プリンターの清掃を行う場合は、電源スイッチを切り、

必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。 

電源スイッチを切らずにプリンタの清掃を行うと、感

電の原因となることがあります。 

 高 温 印字した直後は、印字ヘッドおよびプリンター内部

が高温になります。温度が下がったことを確かめて

から、清掃してください。 

やけどの原因となることがあります。 

 

 

・ シンナーやベンジンなど、揮発性の薬品は使用しないでください。

プリンターの表面が変質したり、変形したりする恐れがあります。 

・ プリンターの内部を濡らさないでください。電気回路がショー

トする恐れがあります。 

・ プリンターに潤滑油を補給しないでください。プリンターの故

障の原因となる場合があります。 

清掃は、次の手順で行います。 

1 プリンターの電源を切り、電源プラグを抜く 

2 トップカバーを開ける 

3 プリンターを清掃する 

印字した用紙が汚れたり、カバー部が汚れたりしているときは、中性

洗剤を薄めた水に清潔な軟らかい布を浸し、よく絞ってカバー表面、

プラテン、およびゴムローラーの表面を拭いてください。 

プリンター内の紙粉は除去してください。 

 

 

印字ヘッドなどの壊れやすい部品には触らないように注意して

ください。破損の原因となります。 

4 トップカバーを閉じて、電源を入れる 

お願い 

お願い 
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6.8 プリンターを輸送するとき 
プリンターを衝撃から守るため、以下の手順で梱包してから輸送して

ください。 

 高 温 印字した直後は、印字ヘッドおよびプリンター内部が

高温になります。温度が下がったことを確かめてか

ら、印字ヘッドを動かしてください。 

やけどの原因となることがあります。 

1 プリンターの電源を一旦入れた後に切る 

（電源スイッチが（○）側に倒れていることを確認します。） 

一旦電源を入れることで、印字ヘッドが移動し、以降の作業ができる

状態になります。 

2 用紙を取り去り、リアスタッカーを取り外す 

3 電源プラグを電源コンセントから抜いて、プリンターケーブルを

プリンターから外す 

4 インク・リボン・カートリッジを取り外す 

（「6.1 インク・リボン・カートリッジの交換」参照） 

5 リアスタッカーを梱包する 

6 印字ヘッドを手でゆっくりと右端まで移動する 

7 印字ヘッドを保護するために、輸送用固定材を取り付ける 

8 プリンターを衝撃から守るために梱包材などでくるみ、届いたと

きと同じ状態にして箱に入れる 
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6.9 プリンタードライバの入手方法 
プリンタードライバは、当社ホームページからダウンロードすること

ができます。当社ホームページではサポートサービスなどに関するさ

まざまな情報も提供しています。 

下記に示した URL よりプリンタードライバをダウンロードしてください。 

https://jbsol.jbcc.co.jp/products/hardware/printer/e3080.html 

 

6.10 消耗品の廃却について 

使用済みの消耗品は、地方条例に従って廃棄してください。 

お客様が処理業者に処理を委託する場合で、（財）日本産業廃棄物処

理振興センターが発行する伝票（産業廃棄物マニュフェスト）への記

載が必要となった場合、下記に本消耗品の種類・特性などを示します

ので、伝票記載時の参考にしてください。 

産業廃棄物処理マニュフェスト情報 

消耗品内訳 マニュフェスト情報 

名称 種類 形状 重金属等有無 特性 

インク・リボ

ン・カートリッ

ジ 

廃プラスチック 固形 無し － 
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付録 A  仕様一覧 
 

稼働環境条件 

 Ｅ３０８０ 

 動作時 保存時 

温度 5℃～35℃ -15℃～60℃ 

湿度 20% RH～80% RH 5% RH～95% RH 

湿球温度 29℃以下 

   

 

電気的仕様 

  Ｅ３０８０ 

入力電源  AC100V ±10% 

周波数  50/60Hz +2%,-4% 

消費電力 

最大 165W 

待機時 2.5W 以下 

平均 70W 

 

物理的仕様 

 Ｅ３０８０ 

寸法 600mm(幅)×350mm(奥行)×290mm(高さ)※ 

重量 約 17kg 

騒音レベル 59dB(A) 

※リアスタッカー、ASFがない場合の寸法 
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印字仕様 

（文字/秒） 

印字方法 インパクトドットマトリックス方式 

印字ヘッド 24 ワイヤー 

印字方向 両方向印字(片方向印字可) 

印字速度 

 通常速 高速 

漢字(6.7 cpi) 80 160 

英数カナ文字(10 cpi) 120 240 

文字ピッチ 
漢字          ：6.7 cpi 

英数カナ文字  ：10,12,15,17.1,20 cpi 

最大印字幅 
203.2mm/335.3mm/345.4mm 

(8 インチ/13.2 インチ/13.6 インチ)：選択可 

 

 

耐用期間 

プリンター装置 500万改行※ または 5 年のいずれか早い方 

印字ヘッド 

（英数カナ文字、 

漢字印刷時） 

通常モード 4 億打/ピン 

コピー強化モード 2 億打/ピン 

 

 



 

A-3 

A.1 バーコードおよび OCR-B 印刷 

バーコード印刷における注意事項 

本機はドット・マトリクス・プリンターのため、印字されるバーコードはドットの組

み合わせにより構成されるので、規格と多少の差異が生じます。 

正読率は使用される用紙、印字の際のリボン濃度（にじみ、かすれ）や、バーコード・

リーダーの特性に影響されますので、使用するバーコード・リーダーによる事前読み取

りをさせて十分に確認してください。 

インクが薄くなったリボンで印字するとバーコードが読めなくなる場合があります

ので、バーコード印字の際はなるべく新しいインク・リボンを使用してください。 

ただし、インク・リボンが新しい場合には用紙により稀ににじみが発生することがあ

りますので、その場合は少し使用したインク・リボンを使用すると良い場合もあります。 

バーコードが横方向にずれる場合は、罫線調整を行ってください（「5.3.1 罫線調整」

参照）。 

複写紙への印刷は、用紙や環境により変化するので読み取りは十分に確認して判断し

てください。 

コピー強化モードの場合、バーコードのバーとスペースの幅が変わりますのでコピー

強化モードは使わないようにしてください。 

 

擬似 OCR-B印刷における注意事項 

本機はドット・マトリクス・プリンターのため、印字される擬似 OCR-B はドットの組

み合わせにより構成されるので、規格と多少の差異が生じます。 

正読率は使用される用紙、印字の際のリボン濃度（にじみ、かすれ）や、OCR リーダ

ーの特性に影響されますので、使用する OCRリーダーによる事前読み取りをさせて十分

に確認してください。 

 

A.2 逆改行 

印字精度への影響 

･ 逆改行動作は改行乱れの原因となる場合がありますので、十分確認の上ご使用

ください。  

 

物理的制限 

･ ASF 使用の場合は 1/3 インチ以上の逆改行はできません。  

･ 連帳用紙使用時に 22 インチを越える逆改行動作は、用紙づまりやスプロケッ

ト穴ダメージの原因となるため行わないでください。 
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付録 B  消耗品仕様 
 

B.1 用紙規格と使用上のご注意 

単票用紙、連続用紙が使用できます。 

B.1.1  連続帳票普通紙 

［使用できる用紙］ 

本プリンターでは、PPC 用紙および普通紙を使用することができます。 

しかし一般の市販品には本プリンターに適さないものもありますので、

用紙を大量にお買い求めになる前に、サンプル用紙でためし印字をし、

支障がないことを確認することをお勧めします。 

［使用できない用紙］ 

・ 連量が 45kg未満の薄い用紙(複数つづりの構成用紙は除きます) 

・ 連量が 70kg以上の厚い用紙 

・ 全体の用紙厚が 0.65mm 以上の厚い用紙 

・ 用紙のとじ方法が線糊とじ、紙ホチキスとじ、束糊とじ、片糊とじの

複写用紙 

・ ミシン目の入れ方が「B.2.4 ミシン目の入れ方」記載以外のミシン

目を入れた用紙 

・ 湿っている用紙や濡れている用紙 

・ 一度印字した用紙（裏紙等） 

・ 貼り合わせた用紙（切手など）や、糊などがついている用紙 

・ 反り（カール）、しわ、折り目のある用紙や、破れている用紙 

・ ホチキス、クリップ、リボン、テープなどが付いている用紙 

・ ざら紙や繊維質の多い用紙など、表面がなめらかでない用紙 

・ 裁断部のバリが大きい用紙 

・ 紙粉の多い用紙 

・部分的に厚さの異なる用紙 

・切り抜き部分および窓のある用紙（とじ穴付用紙も含む） 

・浮彫りのある用紙 

・折りたたんだ用紙 

・紙の端または角が切れている、あるいは折れている用紙 

・表面・裏面がツルツルして滑りやすい用紙 
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［使用できない用紙を使用したときの問題点］ 

・ 連量が 70kg 以上の厚い用紙や全体の用紙厚が 0.65mm 以上の用紙を

使用すると、給紙ミス、用紙づまりが発生するだけでなく、給紙ロー

ラーがすべってしまうことによりローラーが磨耗し、本プリンター

に適している用紙までも給紙できなくなり、装置故障の原因となり

ます。 

・ 用紙のとじ方法が線糊とじ、束糊とじ、片糊とじの複写用紙を使用す

ると用紙づまりや印字ズレが発生し、装置故障の原因となります。 

・連量が 45kg未満の薄い用紙や湿っている用紙などに印字した場合は、

紙詰まりやシワなどが発生しやすくなります。 

・ 一度印字した用紙(裏紙)を使用すると用紙搬送ローラーなどへの用

紙巻きつきなどの不具合が発生する場合があります。 

・ 貼りあわせた用紙や、糊のついている用紙に印字すると糊の成分等

が装置内部に付着し、印字不良や装置故障の原因となることがあり

ます。 

・ 印字領域内にとじ穴やミシン目がある用紙を使用すると印字ヘッド

ピンが折れ装置故障の原因となります。 
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B.1.2  連続帳票特殊紙 

［使用できる用紙］ 

本プリンターでは、はがき用紙およびタック紙等の特殊連続帳票用紙

を使用することができます。 

しかし、印字品質は、普通紙より劣ることがありますので、用紙を大

量にお買い求めになる前に、サンプル用紙でためし印字をし、支障が

ないことを確認することをおすすめします。 

 はがき用紙 

［使用できない用紙］ 

・ 連量が 135Kg以上の厚い用紙 

・ ミシン目の入れ方が「B.2.4 ミシン目の入れ方」)記載以外のミシン

目を入れた用紙 

・ 湿っている用紙や濡れている用紙 

・ 一度印字した用紙（裏紙等） 

・ 貼り合わせた用紙（切手など）や、糊などがついている用紙 

・ 反り、しわ、折り目のある用紙や、破れている用紙 

・ カールしている用紙 

・ ホチキス、クリップ、リボン、テープなどが付いている用紙 

・ ざら紙や繊維質の多い用紙など、表面がなめらかでない用紙 

・ 裁断部のバリが大きい用紙 

・ 紙粉の多い用紙 

・部分的に厚さの異なる用紙 

・切り抜き部分および窓のある用紙（とじ穴付用紙も含む） 

・浮彫りのある用紙 

・折りたたんだ用紙 

・紙の端または角が切れている、あるいは折れている用紙 

・表面・裏面がツルツルして滑りやすい用紙 

 
［使用できない用紙を使用したときの問題点］ 

・ 連量が 135Kg 以上の厚い用紙を使用すると給紙ミス、用紙づまりが

発生するだけでなく、給紙ローラーがすべってしまうことにより、ロ

ーラーが磨耗し、本プリンターに適している用紙まで給紙できなく

なります。 

・ 貼りあわせた用紙や、糊のついている用紙に印字すると糊の成分等

が装置内部に付着し、印字不良や装置故障の原因となることがあり

ます。 

・ 印字領域内にとじ穴やミシン目がある用紙を使用すると印字ヘッド

ピンが折れ装置故障の原因となります。 
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 タック用紙 

［使用できない用紙］ 

・ 用紙(ラベル＋台紙)の厚さ 0.2mm以上の厚いラベル紙 

・ 台紙の厚さ 0.1mm 以上の厚いラベル紙 

・ ラベルの厚さ 0.1mm以上の厚いラベル紙 

・ 湿っている用紙や濡れている用紙 

・ 一度印字した用紙 

・ 貼り合わせた用紙（切手など）や、糊などがラベルからはみ出してい

る用紙 

・ 反り、しわ、折り目のある用紙や、破れている用紙 

・ カールしている用紙 

・ ホチキス、クリップ、リボン、テープなどが付いている用紙 

・ ざら紙や繊維質の多い用紙など、表面がなめらかでない用紙 

・ 裁断部のバリが大きい用紙 

・ 紙粉の多い用紙 

・ ラベルの貼り付け強度の弱い用紙（「B.2.8.3 ラベルの貼付け強度」 

参照) 

・部分的に厚さの異なる用紙 

・切り抜き部分および窓のある用紙（とじ穴付用紙も含む） 

・浮彫りのある用紙 

・折りたたんだ用紙 

・紙の端または角が切れている、あるいは折れている用紙 

・表面・裏面がツルツルして滑りやすい用紙 

 
［使用できない用紙を使用したときの問題点］ 

・ 用紙の厚さ 0.2mm 以上の厚いラベル紙を使用すると給紙ミス、用紙

づまりが発生するだけでなく、ラベルが台紙から剥がれやすくなり、

用紙搬送ローラーへの巻きつきや、装置内部への貼りつきにより装

置故障の原因となります。 

・ ラベルの貼り付け強度の弱い用紙を使用すると、ラベルが台紙から

剥がれやすくなり、用紙搬送ローラーへの巻きつきや、装置内部への

貼りつきにより装置故障の原因となります。 

・ 一度印字した用紙(裏紙)を使用すると用紙搬送ローラーなどへの用

紙巻きつきなどの不具合が発生する場合があります。 

・ 印字領域内にとじ穴がある用紙を使用すると印字ヘッドピンが折れ

装置故障の原因となります。 
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B.1.3  単票普通紙 

［使用できない用紙］ 

・ 連量が 45kg未満の薄い用紙(複数つづりの構成用紙は除きます) 

・ 連量が 135kg以上の厚い用紙 

・ 全体の用紙厚が 0.65mm 以上の厚い用紙 

・ 用紙のとじ方法が横糊とじの複写用紙 

・ 湿っている用紙や濡れている用紙 

・ 一度印字した用紙（裏紙等） 

・ 貼り合わせた用紙（切手など）や、糊などがついている用紙 

・ 反り（カール）、しわ、折り目のある用紙や、破れている用紙 

・ ホチキス、クリップ、リボン、テープなどが付いている用紙 

・ ざら紙や繊維質の多い用紙など、表面がなめらかでない用紙 

・ 裁断部のバリが大きい用紙 

・ 紙粉の多い用紙 

・部分的に厚さの異なる用紙 

・切り抜き部分および窓のある用紙（とじ穴付用紙も含む） 

・浮彫りのある用紙 

・折りたたんだ用紙 

・紙の端または角が切れている、あるいは折れている用紙 

・表面・裏面がツルツルして滑りやすい用紙 

 
［使用できない用紙を使用したときの問題点］ 

・ 連量が 135kg以上の厚い用紙や全体の用紙厚が 0.65mm以上の用紙を

使用すると、給紙ミス、用紙づまりが発生するだけでなく、給紙ロー

ラーがすべってしまうことによりローラーが磨耗し、本プリンター

に適している用紙までも給紙できなくなり、装置故障の原因となり

ます。 

・ 用紙のとじ方法が横のりとじの複写用紙を使用すると斜行印字が発

生することがあります。 

・連量が 45kg未満の薄い用紙や湿っている用紙などに印字した場合は、

紙詰まりやシワなどが発生しやすくなります。 

・ 一度印字した用紙(裏紙)を使用すると用紙搬送ローラーなどへの用

紙巻きつきなどの不具合が発生する場合があります。 

・ 貼りあわせた用紙や、糊のついている用紙に印字すると糊の成分等

が装置内部に付着し、印字不良や装置故障の原因となることがあり

ます。 

・ 印字領域内にとじ穴やミシン目がある用紙を使用すると印字ヘッド

ピンが折れ装置故障の原因となります。  
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B.1.4  単票特殊紙 

［使用できる用紙］ 

本プリンターでは、郵政はがき（公社製はがき/官製はがき）、タック

紙および宅配伝票等の特殊単票用紙を使用することができます。 

しかし、印字品質は、普通紙より劣ることがありますので、用紙を大

量にお買い求めになる前に、サンプル用紙でためし印字をし、支障が

ないことを確認することをお勧めします。 

 はがき 

［使用できない用紙］ 

・ 郵政はがき（公社製はがき/官製はがき）でないもの 

・ 折り目をつけた往復はがき 

・ 湿っている用紙や濡れている用紙 

・ 一度印字した用紙（裏紙等） 

・ 貼り合わせた用紙（切手など）や、糊などがついている用紙 

・ 反り、しわ、折り目のある用紙や、破れている用紙 

・ カールしている用紙 

・ ホチキス、クリップ、リボン、テープなどが付いている用紙 

・ ざら紙や繊維質の多い用紙など、表面がなめらかでない用紙 

・ 裁断部のバリが大きい用紙 

・ 紙粉の多い用紙 

・部分的に厚さの異なる用紙 

・切り抜き部分および窓のある用紙（とじ穴付用紙も含む） 

・浮彫りのある用紙 

・折りたたんだ用紙 

・紙の端または角が切れている、あるいは折れている用紙 

・表面・裏面がツルツルして滑りやすい用紙 

 
［使用できない用紙を使用したときの問題点］ 

・ 郵政はがき（公社製はがき/官製はがき）以外を使用すると給紙ミス、

用紙づまりが発生するだけでなく、給紙ローラーがすべってしまうこ

とにより、ローラーが磨耗し、本プリンターに適している用紙まで給

紙できなくなります。 

・ 折り目をつけた往復はがきを使用すると用紙吸入不良や斜行印字が

発生します。 

・ 一度印字した用紙(裏紙)を使用すると用紙搬送ローラーなどへの用

紙巻きつきなどの不具合が発生する場合があります。 
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・ 貼りあわせた用紙や、糊のついている用紙に印字すると糊の成分等

が装置内部に付着し、印字不良や装置故障の原因となることがあり

ます。 

・ 印字領域内にとじ穴やミシン目がある用紙を使用すると印字ヘッド

ピンが折れ装置故障の原因となります。 
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 タック用紙 

［使用できない用紙］ 

・ 用紙(ラベル＋台紙)の厚さ 0.2mm以上の厚いラベル紙 

・ 台紙の厚さ 0.1mm 以上の厚いラベル紙 

・ ラベルの厚さ 0.1mm以上の厚いラベル紙 

・ 湿っている用紙や濡れている用紙 

・ 一度印字した用紙 

・ 貼り合わせた用紙（切手など）や、糊などがラベルからはみ出してい

る用紙 

・ 反り、しわ、折り目のある用紙や、破れている用紙 

・ カールしている用紙 

・ ホチキス、クリップ、リボン、テープなどが付いている用紙 

・ ざら紙や繊維質の多い用紙など、表面がなめらかでない用紙 

・ 裁断部のバリが大きい用紙 

・ 紙粉の多い用紙 

・ ラベルの貼り付け強度の弱い用紙（「B.2.8.3ラベルの貼り付け強度」

参照） 

・部分的に厚さの異なる用紙 

・切り抜き部分および窓のある用紙（とじ穴付用紙も含む） 

・浮彫りのある用紙 

・折りたたんだ用紙 

・紙の端または角が切れている、あるいは折れている用紙 

・表面・裏面がツルツルして滑りやすい用紙 

 
［使用できない用紙を使用したときの問題点］ 

・ 用紙の厚さ 0.2mm 以上の厚いラベル紙を使用すると給紙ミス、用紙

づまりが発生するだけでなく、ラベルが台紙から剥がれやすくなり、

用紙搬送ローラーへの巻きつきや、装置内部への貼りつきにより装

置故障の原因となります。 

・ ラベルの貼り付け強度の弱い用紙を使用すると、ラベルが台紙から

剥がれやすくなり、用紙搬送ローラーへの巻きつきや、装置内部への

貼りつきにより装置故障の原因となります。 

・ 一度印字した用紙(裏紙)を使用すると用紙搬送ローラーなどへの用

紙巻きつきなどの不具合が発生する場合があります。 

・ 印字領域内にとじ穴やミシン目がある用紙を使用すると印字ヘッド

ピンが折れ装置故障の原因となります。 



B-9 

 封筒 

［使用できない用紙］ 

・ フラップなどが糊付け加工された用紙 

・ 窓付き封筒 

・ 二重封筒 

・ 湿っている用紙や濡れている用紙 

・ 一度印字した用紙 

・ 貼り合わせた用紙（切手など）や、糊などがついている用紙 

・ 反り（カール）、しわ、折り目のある用紙や、破れている用紙 

・ ホチキス、クリップ、リボン、テープなどが付いている用紙 

・ ざら紙や繊維質の多い用紙など、表面がなめらかでない用紙 

・ 裁断部のバリが大きい用紙 

・ 紙粉の多い用紙 

・部分的に厚さの異なる用紙 

・切り抜き部分および窓のある用紙（とじ穴付用紙も含む） 

・浮彫りのある用紙 

・折りたたんだ用紙 

・紙の端または角が切れている、あるいは折れている用紙 

・表面・裏面がツルツルして滑りやすい用紙 

 
［使用できない用紙を使用したときの問題点］ 

・ 窓付きの用紙を使用すると給紙ミス、用紙づまりが発生するだけで

なく、給紙ローラーがすべってしまうことによりローラーが磨耗し、

本プリンターに適している用紙までも給紙できなくなり、装置故障

の原因となります。 

・ 貼りあわせた用紙や、糊のついている用紙に印字すると糊の成分等

が装置内部に付着し、印字不良や装置故障の原因となることがあり

ます。 
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B.2 連続用紙 

このプリンターで使用できる連続用紙は、次のとおりです。 

B.2.1  用紙の寸法 

連続用紙の寸法を下図に示します。 

 
注： 連帳セットフリー機能を有効にした場合、用紙幅が 15

インチを超える連続用紙は使用できません。 

B.2.2  用紙の構成枚数 

オリジナルを含む用紙の構成枚数と用紙の厚さ（連量）の組合わせは、

下表のとおりです。下表以外の用紙の組み合わせでは、用紙送り精度

の乱れなどがより発生しやすくなります。 

用紙の構成枚数 

用紙種類 枚数 連量（kg） 備考 

一枚用紙 1P 45,55,70  

ノンカーボン紙 2P 34,43,55,(70) （ ）内の連量の用紙は、

複数つづりの一番下の用

紙のみ使用可能です。 

3P 34,43,(55,70) 

4P 34,(43,55,70) 

5P 34,(43,55) 

6P 34,(43,55) 

7P 34,(43,55) 

8P 34,(43,55) 

9P 34,(43,55) 

単位 mm 

記号 寸法 

Ｙ 

（用紙幅） 
101.6～406.7 

（4～16 インチ） 

Ｔ 

（折り畳み長さ） 
101.6 以上 

（4インチ以上） 
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用紙種類 枚数 連量（kg） 備考 

裏カーボン紙 2P 34,45,55,(70)  

3P 34,45,(55,70) 

4P 34,(45,55,70) 

5P 34,(45,55) 

6P 34,(45,55) 

7P 34,(45,55) 

8P 34,(45,55) 

9P 34,(45,55) 

中カーボン紙 2P 30,40,45,(55,70) 

3P 30,40,(45,55) 

4P 30,40,(45,55) 

5P 30,40,(45,55) 

連量 70kg を超える用紙については、はがき用紙を参照してください。

（「B.2.6 はがき用紙（フロントトラクター）」参照） 

注 1:連量とは、四六判(788×1091mm）の用紙 1000枚の重量を kgで示した

値です。 

注 2:ノンカーボン紙および裏カーボン紙の連量は、用紙メーカーによって

多少異なる場合があります。その場合、表の数値に近いものを選んで

ください。なお、裏カーボン紙は、多湿環境で使用しないでください。 

注 3:中カーボン紙は、間に挿入されるカーボン紙を用紙 1 枚に相当するも

のとして数え、複写枚数は 5Pまでです。 

中カーボン紙に使用するカーボン紙の厚さは、0.03mm 以下としてくだ

さい。 

注 4:用紙の種類および保管状況により、印字品質に差が出る場合がありま

す。不具合が発生する用紙については、その度合いが容認できるもの

であるかどうか判断の上ご使用ください。 

注 5:全体の用紙厚は、0.65mm以下にしてください。 

注 6:とじられた用紙の大きさは、各層とも互いに同一になるようにしてく

ださい。 

 

B.2.3  用紙のとじかた 

連続用紙の重ね合わせのとじ方は、「点糊とじ」にしてください。糊付

け方法にはいろいろありますが、折り曲げやすいように点糊で、各層間

で交互の位置に糊付けする方法をおすすめします。 
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1mm以下

1.5mm1.5mm
金尺

複写用紙

綴じ方法 
適用する 

用紙枚数 
備 考 

点
糊
と
じ 

 9 枚まで 

本プリンターに最も

適したとじ方です。 

紙
ホ
チ
キ
ス 

 9 枚まで 

用紙枚数が多くなる

ほど、用紙層ズレが

出やすくなります。

必ずダブルギャザー

で固定してくださ

い。 

線
糊
と
じ 

一列 二列 

9 枚まで 

用紙のしなやかさが

失われ硬くなってし

まうので、用紙ジャ

ム等が出やすくなり

ます。 

  
注 1：上記説明図では帳票の片側のみ示していますが、実際には両側を糊

付けしてください。片側とじの用紙は使用できません。 

注 2：完成した用紙の折畳み部分のふくらみは、折りたたみのミシン目か

ら左右 1.5mm 離れた位置を用紙をつぶすように金尺で押さえた時、金

尺の中央にできる山の高さが 1.0mm 以内になるようにしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

注 3：プリンター故障の原因になるので、金属ホチキスとじは使用しないでくだ

さい。 

注 4：帳票の用紙送り穴の層間でのズレは、0.4mm以下のものを使用してくださ

い。 

注 5：用紙綴じ部でリボンがズレて印字の上下が欠ける場合は、初期設定

【7 ソノタノセッテイ】の『リボンホゴセイギョ』を「ユウコウ」に

してください。  
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B.2.4  ミシン目の入れ方 

ミシン目の入れ方によっては、用紙送りに悪影響を与えることがあり

ます。特に 1 枚用紙の場合、ミシン目を強く入れると使用中にミシン

目から破けることがあります。 

ミシン目の入れ方は、次のようにしてください。 

・ 1 枚用紙のミシン目（縦、横ミシン目共）のカット（切る部分）およ

びアンカット（切らない部分）の比率は、約 3：1 にしてください。 

・ 横ミシン目の端面アンカット寸法（両端部 C）は、1mm 以上にしてく

ださい。 

・ 縦ミシン目と横ミシン目の交点（Ｄ）部は交点アンカット（ｂ）の方

法にしてください。交点カット（ａ）は、行わないでください。 

・ 複写用紙についても同様の注意が必要です。あらかじめ確認の上、使

用してください。 

 

注 1：ミシン目上に印字すると、用紙にキズがつく、あるいはプリンター

の故障となることがありあますので、下の図に示す斜線部には印字

しないでください。 

 

注 2：印字を伴わない印字ヘッドの移動の際にも悪影響が発生しますので

紙面全体に上記のミシン目の入れ方を適用してください。 
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B.2.5  一般用紙(フロント・リアトラクター) 

 用紙サイズおよび印字領域 
連続用紙の印字領域を下図に示します。 

 

記

号 
項 目 

寸法 (mm) 

フロント 

トラクター 

リア 

トラクター 

A 上端余白 4.2以上(注 7) 

C 横打ち出し 
11.43 以上  

(注１)(注 4)(注 7) 

D 最終印字 (注 2)(注 4)(注 7) 

E 下端余白 約 20(注 7) 

G 
PE 検出 

(注 3) 

4.2 

約 101 約 157 

K 下端余白 4.2以上 

L 上端余白 4.2以上 

M EOF印字 (注 5) 

T 用紙長さ 
101.6 

(4 インチ以上) 

Y 用紙幅 

101.6 ～ 406.4 

(4～16インチ) 

(注 6) 

 

 

 

 

注 1： C値は用紙幅 381.0mm（15インチ）以下の場合です。406.4mm（16イ

ンチ）の場合は、14～30mmとなります。 

注 2： D値については用紙幅と印字桁数によりますが、最小 11.43mmとしま

す。 

注 3： E検出位置は、初期設定【4 マージン セッテイ】の『Fトラクタ シ

タ マージン』、『Rトラクタ シタ マージン』によりそれぞれ変更で

きます。初期設定は 4.2mmです。この設定を変更すると、トラクター

の位置（フロントトラクター約 101mm、リアトラクター約 157mm）で

PE検知を行うようになります。 トラクターから外れた後の改行がう

まく行かない場合や、逆改行を行う場合は、トラクターの位置で PE

を検知するように設定変更してください。 
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注 4： 左右の印字余白（C,D）が 16mm 未満となる場合は、初期設定【7 ソ

ノタノセッテイ】の以下セットアップ項目により印字カット量を適

切な値に変更して使用してください。変更しない場合、左右端から

約 14mm の範囲に入る印字データがデータカットされ、データが正

しく印字されなくなるので注意してください。 

・フロントトラクター使用時： 

   『F トラインジカットリョウ L』 

      『F トラインジカットリョウ R』 

・リアトラクター使用時： 

   『R トラインジカットリョウ L』 

      『R トラインジカットリョウ R』 

 

注 5： 注 3 で設定した PE を検知した行の印字まで行ってから用紙無しの

メッセージを表示して止まります。 

【4 マージン セッテイ】の『F トラクタ シタ マージン』、『R ト

ラクタ シタ マージン』0mm に設定することで用紙用紙最下端まで

印字できますが、4.2mm 未満は印字領域外となりますので印字精度

に影響する恐れがあります。0mm に設定する場合は十分確認の上ご

使用ください。 

 

注 6： 連帳セットフリー機能を有効にした場合、用紙幅が 15 インチを超

える連続用紙は使用できなくなります。連帳セットフリー機能を無

効にしてください。 

 

注 7： 印字領域外の上下左右余白部分（ミシン目部折り畳み部のふくらみ

や、左右の綴じ部分のふくらみ）がインクリボンに触れて汚れが発

生することがあります。 

印字領域外の汚れは製品仕様の範囲外となりますが、紙厚の設定を

若干広めに変更いただくことで改善する場合があります。 
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B.2.6  はがき用紙（フロントトラクター） 

このプリンターで連続帳票のはがき用紙を使用できます。はがき用紙を使用す

る場合は、前方（操作パネル側）から用紙をセットします。 

 用紙サイズおよび印字領域 
 

記号 項 目 寸法 (mm) 

A 横打ち出し 
5.08 (1/5インチ)以

上 

B 最終印字 
5.08 (1/5インチ)以

上 

C 
縦打ち出し 

(注 1) 

8.46 (1/3インチ)以

上 

(注 2) 

D 
縦打ち出し 

(推奨値) 

25.4 (1 インチ) 

(注 2) 

T 用紙長さ 
203.2～355.6 

(9～13インチ) 

Y 用紙幅 
228.6～330.2 

(9～13インチ) 

 

 

 

 

注 1：C領域では印字ユニットの横移動はさせないでください。 

（用紙のふくらみなどにより、リボン汚れおよび用紙引っ掛けの原因

になります。） 

注 2：Eの印字領域内では、多少改行が乱れることがあります。 

注 3：印字領域内にミシン目がある場合、印字はそのミシン目から 5.08mm

以上離してください。ただし、折畳み部以外のミシン目は、カットお

よびアンカット比を 2：1にしてください。 

 連量紙 
135kg 以下とし、枚数は 1枚のみとします。 

 ミシン目の入れ方 
一般連続用紙と同様です。 
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B.2.7  封筒用紙（フロント・リアトラクター） 

 用紙サイズおよび印字領域 
 

記

号 
寸法 (mm) 

A 19.0 (3/4インチ)以上 

B 1.0  (1/25インチ)以上 

C 8.46 (1/3インチ)以上 

D 5.08 (1/5インチ) 

E 21.7 (5/6インチ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 1：改行精度の保証範囲は、25.4mm以上です。 

注 2：ミシン目の寸法は、右図をおすすめします。 

（ミシン目の強い場合は、破れやすくなります。） 

縦ミシン目と横ミシン目の交点部は交点アンカットの方法にしてく

ださい。 

（「B.2.6.3 ミシン目の入れ方」参照） 

注 3：糊付けの幅は、4.23mm（1/6インチ）以下とします。 

注 4：糊付けによる厚み増加は、0.1mm以下とします。 

注 5：穴ズレは、0.3mm以下とします。 

 

 紙質構成および連量 
 上紙 中紙 下紙 

紙質 裏カーボン紙 ノンカーボン紙 ノンカーボン紙 

連量（kg） 33.5 70 70 

 

A 
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 形状および構造 

 

 

(a) 大きさ 

記号 寸法 (mm) 

T 127.0 ( 5インチ) 

Y 254.0 (10インチ) 

Y1 254.0 (10インチ) 

Y2 254.0 (10インチ) 

Y3 228.6 ( 9インチ) 

 

 

 

(b) とじ方法 

とじ方

法 
上紙／下紙 中紙／下紙 

種類 点糊 棒糊 

位置 両端 

左端・上下

端 

4.23mm幅 

(1/6インチ幅) 

(※印) 

 

 

 

両面テープ使用 (※※印) 

銘柄 アスコットテープ 

幅 

(mm) 

はくり

紙 
12 

肉糊 10 
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B.2.8  タック用紙（フロント・リアトラクター） 

 用紙サイズおよび印字領域 
 

記

号 
寸法 (mm) 

A 2.54 (1/10インチ)以上 

B 6.35 (1/4インチ)以上 

C 2.54 (1/10インチ)以上 

D 
25.4 (1 インチ) 

(注) 

用紙サイズ（台紙）は、

一般連続用紙と同じで

す。 

 

 

 

 

注： D範囲内での印字領域では、多少改行が乱れる場合があります。 

（改行量が 1/6インチ以上の場合は、となり合う印字行の文字同士が

重なり合うことは有りません。） 

 用紙厚 
・ 用紙厚は、ラベル＋台紙が 0.2mm以下となるようにしてください。 

・ 台紙の厚さは、0.1mm 以下としてください。 

・ ラベルの厚さは、0.1mm以下としてください。 

 ラベルの貼付け強度 
・ 次の条件で、ラベルが台紙からはがれないものを使用してください。 

ラベルのめくれのあるもの、折れ曲がりのあるものは使用しないでく

ださい。 

 
 

項 目 条件 

巻付ドラム径 φ27 

巻付角度 180° 

巻付時間 24 時間 

周囲温度 40℃ 

周囲湿度 30％RH 
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 用紙の形態 
・ ラベルのはがれによる用紙送行不能、または印字ヘッドの損傷など、重

大なトラブルを防止するために下記用紙形態をおすすめいたします。 

1) カストリは行わず、ラベルの四角および他の四辺に切込みを残した

用紙。 

注：カストリとは、台紙全体に張られた粘着シールをラベルの部分

だけを残してはぎ取ることを言います。 

 

注：この形態は、ほぼ完全にラベルのはがれを防止することができ、

最もおすすめするものです。できる限りこの形態を使用するよ

うにしてください。 

2) カストリを行う場合、必ずラベルの四角に丸みを付ける。 

 

注：カストリしたタック紙を使用する場合は、用紙厚調整を手動に

設定してご使用ください。 
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B.2.9  宅配伝票（フロントトラクター） 

ここでは宅配伝票について規定します。十分確認の上ご使用ください。 

 印字領域 
 

 

印字開始行（文字先端） 

印字最終行（文字下端） 

印字開始行（文字先端） 

印字領域 

印字領域 

 

注 1： 印字領域内の用紙段差は、最大 0.15mm以下としてください。 

注 2： 用紙厚段差のある伝票を印字すると、自動紙厚調整機構(APTC)の故

障の原因となりますので、手動紙厚調整に切り替えて使用してくだ

さい。（5.2 初期設定メニュー項目一覧 参照） 

注 3： 印字領域外への印字は禁止します。 
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B.3 単票用紙 

B.3.1  一般用紙 

 用紙サイズおよび印字領域 

 

記

号 
項 目 

寸法 (mm) 

単票セットフリー

無効の場合 

(注 1) 

単票セットフリー

有効の場合 

 

A 
上端余白 

(注 2) 
4.2以上 4.2以上 

B 
下端余白 

(注 2) 
4.2以上 4.2以上 

C 

左端余白 

(注 3) 

(注 4) 

5.08 以上 5.08 

D 
右端余白 

(注 3) 
5.08 以上 5.08 以上 

E 用紙長さ 70～420 (注 5) 70～364 

F 用紙幅 55～420 
100～368 

(注 6) 

 

注 1： 印字領域以外への印字は禁止します。 

注 2： A、B値は、ドットピッチが 1/180インチのときの値です。 

注 3： B4横より幅の大きな用紙を使用する場合は、C値と D値は同時に実

現できません。 

注 4： A3横を使用する場合は、C値は 33～38.5mm となります。 

【4 マージン セッテイ】の『セットフリーオフ サタンイチ』（5.2 

初期設定メニュー項目一覧 参照）で印字領域を「ヒダリヨセ」に設

定している場合は、C値は 23.7～29.2mmとなります。 

注 5： 単票セットフリー無効の場合、用紙長さが 90mm 以下の用紙はセッ

トしにくくなります。 

また、フロント ASF を取り付けたとき、用紙長さは 90～420 mm と

なります。 

注 6： 用紙をセットできる範囲は 368mmです。 

この範囲にセットできる用紙をお使いください。 
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 用紙枚数 
用紙種類 枚数 連量（kg）(注 1) 備考 

一枚用紙 1P 45,55,70,90,110,135  

ノンカーボン紙 

(注 2) 

2P 

3P 

4P 

5P 

6P 

7P 

8P 

9P 

34,43,55,(70) 

34,43,(55,70) 

34,(43,55,70) 

34,(43,55) 

34,(43,55) 

34,(43,55) 

34,(43,55) 

34,(43,55) 

(  )内の連量の用紙

は、複数つづりの一番

下の用紙のみ使用可能

です。 

裏カーボン紙 

(注 2) 

2P 

3P 

4P 

5P 

6P 

7P 

8P 

9P 

34,44,55,(70) 

34,44,(55,70) 

34,(44,55,70) 

34,(45,55) 

34,(45,55) 

34,(45,55) 

34,(45,55) 

34,(45,55) 

注 1： 連量とは、四六判（788mm×1091mm）の用紙 1000 枚の重量を kg で
示します。 

注 2： ノンカーボン紙および裏カーボン紙の連量は、メーカーによって多
少異なる場合がありますが、その場合は表の数値に近いものを選ん
でください。 

注 3： 中カーボン紙は、単票用紙の場合使用しないでください。 

注 4： 単票用紙で用紙の排出方向を手前排出（テーブル側）にしたとき、
用紙下端部の角折れが発生する場合には、排出方向を後方排出（ス
タッカー側）に切り替えてご使用してください。 
排出方向の切り替えは、操作パネルの下段選択スイッチを押した後、
〔手前排出〕スイッチを押して「手前排出」ランプを消灯させます
（4.2.13 単票用紙排出方向の切り替え（手前排出） 参照）。また
は、初期設定の【3 ソウチキノウ セッテイ】の『テサシ ハイシュ
ツホウコウ』を「コウホウハイシュツ」に設定します。（5.2 初期
設定メニュー項目一覧 参照） 
（用紙下端部の印字デューティが高い時に、角折れが発生する場合
があります。） 
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B.3.2  用紙のとじ方法 

とじ方法は、必ず下図のように天糊とじにしてください。 

 

注 1： 糊付け部が波打ったり硬くなったりしないように、糊の量と種類に
注意してください。 

注 2： 束糊とじの用紙はとじ力が弱いことから分離したり、糊がはみ出し
たりしてジャムが発生する可能性がありますので、使用を避けてく
ださい。 

B.3.3  はがき 

 用紙サイズおよび印字領域 

 

記

号 
項 目 寸法 (mm) 

A 上端余白 4.2以上 

B 下端余白 4.2以上 

C 左端余白 5.08 以上 

D 右端余白 5.08 以上 

E 用紙長さ 100，148，200 

F 用紙幅 100，148，200 

 

 

 

 

 

注１： はがきは、郵政はがき（公社製はがき/官製はがき）を指します。 

注 2： 往復はがきは、折り目のないものを使用してください。 

私製はがきを使用する場合は、十分に確認を行ってから使用してくだ

さい。 
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B.3.4  封筒 

 用紙サイズおよび印字領域 

 

 

記号 項 目 寸法 (mm) 

A 上端余白 7.38 以上 

B 下端余白 7.38 以上 

C 左端余白 12 以上 

D 右端余白 12 以上 

E 用紙長さ 90～240 

F 用紙幅 148～332 
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 封筒サイズおよび坪量 

封筒の種類 

寸法 坪量（g/m2） 最大 

用紙厚 

（mm） 
E (mm) F (mm) クラフト紙 その他の紙 

長形 2 号 277 119 70,85 70 以上 85以下 0.48 

長形 3 号 235 120 

50，60，70，85 55 以上 85以下 0.48 長形 4 号 205  90 

長形 5 号 185  90 

角形 2 号 332 240 

70,85 70 以上 85以下 0.48 

角形 3 号 277 216 

角形 4 号 267 197 

角形 5 号 240 190 

角形 6 号 229 162 

角形 7 号 205 142 

角形 8 号 197 119 50,60,70,85 55 以上 85以下 0.48 

洋形 1 号 176 120 

50，60，70，85 70 以上 85以下 0.46 

洋形 2 号 162 114 

洋形 3 号 148  98 

洋形 4 号 235 105 

洋形 5 号 217  95 

洋形 6 号 190  98 

洋形 7 号 165  92 

US10 239 105 
81 以下 81 以下 0.46 

ジャーマンタイプ 220 111 

注 1： 印字領域以外への印字を禁止します。 

注 2： 封筒印字時は、印字汚れ・かすれなどが発生しやすくなりますので、

十分確認の上使用してください。また、自動紙厚調整機構（APTC）

の故障の原因となりますので、手動紙厚調整に切り替えて使用して

ください（5.2 初期設定メニュー項目一覧 参照）。 

注 3： 印字領域内の用紙の段差は、最大 0.15mm 以下としてください。 

注 4： 糊付け部の上およびその周辺 5mm以内への印字を禁止します。 

注 5： フラップ部破線の食込みが封筒肩より 12mm 以上の場合は、破線部

の右側で印字してください。 

注 6： フラップ部などが糊付け加工された封筒は、使用しないでください。 

注 7： 切手およびシールなどを貼付けた封筒は、使用しないでください。 

注 8： 斜線部への印字は、リボン汚れが発生し易いのでさけてください。 

注 9： 封筒は、単票セットフリーを無効にして印字してください。単票セ

ットフリーを有効で印字すると、封筒のフラップ部(斜めの部分)を

用紙端面と判断し、印字開始位置がズレることがあります。 

注 10：封筒のフラップ部（斜めの部分）は第１ドットの左側となるように

用紙ガイドを移動して使用してください。（4.2.12 4.2.12  単票

手差しの方法の切り替え 参照） 
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B.3.5  宅配伝票 

ここでは宅配伝票について規定します。十分確認の上ご使用ください。 

 印字領域 

 

注 1： 印字領域以外の印字は禁止します。 

注 2： 用紙厚段差のある伝票を印字すると、自動紙厚調整機構(APTC)の故

障の原因となりますので、手動紙厚調整に切り替えて使用してくだ

さい（5.2 初期設定メニュー項目一覧 参照）。 

注 3： 印字領域内の用紙の段差は、最大 0.15mm 以下としてください。 

注 4： 用紙の最大厚さは、ゆうパック伝票（Max 0.6mm）以下としてくださ

い。 

注 5： 折れ曲がりのある用紙は、斜行、角折れ、および用紙づまりの原因

になります。 

  

のり付け部

4.2mm以上

4.2mm以上

30mm 125mm

印字開始行(文字先端)

印字最終行(文字下端)

印字領域
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B.4 ASF で使用する単票用紙 

B.4.1  一般用紙 

 用紙サイズおよび印字領域 
 

記

号 
項 目 

寸法 (mm) 

フロント ASF リア ASF 

A 上端余白 4.2以上 4.2以上 

B 下端余白 4.2以上 4.2以上 

C 左端余白 5.08 以上 5.08 以上 

D 右端余白 5.08 以上 5.08 以上 

E 用紙長さ 70～420 100～420 

F 用紙幅 100～420 100～420 

 

 

 

 

 

 

注 1： 印字領域以外への印字は禁止します。 

注 2： A、B値は、ドットピッチが 1/180インチのときの値です。 

注 3： B4横より幅の大きな用紙を使用する場合は、C値と D値は同時に実

現できません。 

注 4： A3横を使用する場合は、C値は約 37.3mmとなります。 

【4 マージン セッテイ】の『セットフリーオフ サタンイチ』（5.2 初

期設定メニュー項目一覧 参照）で印字領域を「ヒダリヨセ」に設定し

ている場合は、C値は約 28mmとなります。 

注 5： ASF で複写紙を使用する場合、F 値は 182mm 以上のものを使用して

ください。 

 用紙枚数 
用紙種類 枚数 連量（kg） 注 1) 備 考 

一枚用紙 1P 45,55,70,90,135  

ノンカーボン

紙 

(注 2) 

2P 

3P 

4P 

5P 

34,43,55,(70) 

34,43,(55,70) 

34,(43,55,70) 

34,(43,55) 

( )内の連量の用

紙は、複数つづりの

一番下の用紙のみ

使用可能です。 

裏カーボン紙 

(注 2) 

2P 

3P 

4P 

5P 

34,44,55,(70) 

34,44,(55,70) 

34,(44,55,70) 

34,(45,55) 

注 1： 連量とは、四六判（788mm×1091mm）の用紙 1000 枚の重量を kg で示
します。 
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注 2： ノンカーボン紙、裏カーボン紙の連量は、メーカーによって多少異な
る場合がありますが、その場合表の数値に近いものを選んでください。 

注 3： 中カーボン紙は、単票用紙の場合使用しないでください。 

注 4： 単票用紙で用紙の排出方向によっては、用紙下端部の角折れが発生す
る場合があります。この場合、リア ASF の場合は手前排出（単票テー
ブル側）に、フロント ASF の場合は後方排出（スタッカー側）に、排
出方向を切り替えてご使用ください。 
（用紙下端部の印字デューティが高い時に、角折れが発生する場合が
あります。） 
排出方向の切り替えは、操作パネルの下段選択スイッチを押した後、
〔手前排出〕スイッチを押して「手前排出」ランプを消灯させます
（4.2.13 単票用紙排出方向の切り替え（手前排出） 参照）。または、
初期設定の【3 ソウチキノウ セッテイ】の『テサシ ハイシュツホ
ウコウ』を「コウホウハイシュツ」に設定します。（5.2 初期設定メ
ニュー項目一覧 参照 

 

B.4.2  用紙のとじ方法 

とじ方法は、必ず下図のように天糊とじにしてください。 

 

注 1： 糊付け部が波打ったり硬くなったりしないように、糊の量と種類を注意し
てください。 

注 2： 束糊とじの用紙はとじ力が弱いことから、分離したり糊がはみ出したりし
てジャムが発生する可能性がありますので、使用を避けてください。 
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B.4.3  はがき 

 用紙サイズおよび印字領域 

 

記

号 
項 目 寸法 (mm) 

A 上端余白 4.2以上 

B 下端余白 4.2以上 

C 左端余白 5.08 以上 

D 右端余白 5.08 以上 

E 用紙長さ 100，148，200 

F 用紙幅 100，148，200 

 

 

 

注 1： はがきは、郵政はがき（公社製はがき/官製はがき）を指します。 

注 2： 往復はがきは、折り目のないものを使用してください。 
私製はがきを使用する場合は、十分に確認を行ってから使用してください。 

 

B.4.4  封筒 

 印字領域および用紙サイズ 
手差しの場合と同様です。B.3.4.1 を参照してください。 

 封筒サイズおよび坪量 

封筒の種類 

寸 法 使用可否 坪量（g/m2） 

最大用

紙厚

（mm） 

E 

(mm) 

Ｆ 

(mm) 

フロント 

ASF 

リア 

ASF 
クラフト紙 その他の紙  

長形 3 号 235 120 ○ ○ 

50,60,70 
55 以上 

70 以下 
0.40 長形 4 号 205  90 ○ × 

長形 5 号 185  90 ○ × 

角形 6 号 229 162 ○ ○ 
70 70 以下 0.40 

角形 7 号 205 142 ○ ○ 

角形 8 号 197 119 ○ ○ 50,60,70 70 以下 0.40 

洋形 3 号 148  98 ○ × 
50,60,70 

70 以上 

81 以下 
0.46 

洋形 4 号 235 105 ○ ○ 

US10 239 105 ○ ○ 
81 以下 81 以下 0.46 

ジャーマンタイプ 220 111 ○ ○ 
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B.4.5  ホッパー容量 

（1）一般用紙（55kg、1P） ···························120枚 

（2）5P（34kg）用紙 ································· 25枚 

（3）郵政はがき（公社製はがき/官製はがき） ·········· 40枚 
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B.5 プレプリント用紙の使用上の注意 

あらかじめ文字や枠などを印字してある用紙（プレプリント用紙）を作成したり、

使用したりするときは、次の点に注意してください。 

B.5.1  単票セットフリー有効時のプレプリント禁止領域 

単票セットフリー有効時の手差し単票のプレプリント禁止領域です。 
 

 

(単位：mm) 

 

注 1： 斜行補正機能をご使用の際は、全面にわたり、光反射率 60％以下

の色(例えば黒)は使用しないでください。 

注 2： A、E、F 部は光反射率 60％以下の色(例えば黒)は使用しないでく

ださい。 

注 3： G部に反射率 60％以下の色(例えば黒)を使用する場合は、「B.5.3

プレプリント禁止領域に印字するとき」に示す幅の条件に従って

ください。 

  

Ｇ 

Ｇ 
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B.5.2  単票セットフリー無効時のプレプリント禁止領域 

単票セットフリー無効時の手差し単票、ASF で使用する単票、連帳の場合のプレプ

リント禁止領域です。 

 

 

(単位：mm) 

 

注 1： A、B、C、E、F 部は光反射率 60％以下の色(例えば黒)は使用しない

でください。 

注 2： D 部および B 部と D 部が重なるエリアについて、に反射率 60％以

下の色(例えば黒)を使用する場合は、「B.5.3 プレプリント禁止領

域に印字するとき」に示す幅の条件に従ってください。 

注 3： B、C 部は【7 ソノタノセッテイ】の『シャコウケンシュツ』と『ヨ

ウシガイインジボウシ』を「ムコウ」にした場合は、プレプリント

の制約はなくなります。 

注 4： F 部は【3 ソウチキノウ セッテイ】の『オートローディング』を

「ムコウ」にすると、プレプリントの制約はなくなります。また、

連帳使用時は適用外です。 

注 5： ポジション 1、2 は【7 ソノタノセッテイ】の『F パス キャリア 

イチ』と『R パス キャリア イチ』で設定できます。 

  

第一ドット

(60) （5） (82.5) (10) ←ポジション２

30 10 10 70 10 ←ポジション１ 50

8 C A C A C

2
1

1
0 8 B

8 F

D

吸入方向

8 E
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B.5.3  プレプリント禁止領域に印字するとき 

やむを得ず D部内に印字するときは、次のようにしてください。 

（1） 斜線内に印字する横線の太さは、下図に示すように 8mm 以下にしてくだ

さい。 

 

（2） （1）の横線が連続するときは、下図に示すようにすきまを 8mm 以上あけ

てください。 

 

注： 線の太さが 0.5mm以下のときは、すきまが 4mm以上でも可能です。 

（3） 斜線内に縦線を入れるときは、線の太さを 0.5mm以下とし、斜線内に 1 本

までとしてください。 

やむを得ず A、B、C、E、F部内に印字するときは、線の太さを 0.5mm 以下

とし、すきまを 4mm 以上あけてください。 
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B.6 用紙の形状について 

B.6.1  単票セットフリー有効時の用紙上端について 

 

 

このような用紙はセット位置によって

打ち出し位置がズレることがあります

ので、単票セットフリー無効で使用し

てください。 

用紙右上部の切り欠きは 8mm 以下とし

てください。 

 

B.6.2  単票セットフリー無効時の用紙上端について 

 

 

左端部の面取は第 1 ドットの左側とな

るように用紙ガイドを移動して使用し

てください。 

 

 

 

 

用紙上端の切り欠きや面取が 8mm を越

える場合は、初期設定【7 ソノタノセ

ッテイ】で『シャコウケンシュツ』を

「ムコウ」にして、使用してくださ

い。 
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B.7 取り扱い上のご注意 

B.7.1  用紙の保管および取扱いについて 

用紙を保管したり、取り扱ったりするときは、変形、破損が生じないように注意

してください。湿気の多い所での保管は、絶対に避けてください。 

B.7.2  特殊用紙について 

・ この章に記述した仕様と異なる特殊用紙を使用するときは、用紙づまりなど

のトラブルを予防するため、サンプルを作成して十分なためし印字を行い、

使えることを確認してから使用してください。 

・ 再生紙の種類によっては、インクリボンの寿命が短くなったり、用紙づまり

が起きたりすることがあります。このときは、使用を中止し、紙質の良いも

のに変更してください。 

・ 用紙厚段差のある用紙に印字すると、自動紙厚調整機構(APTC)の故障の原因

となりますので、手動紙厚調整に切り替えて、使用してください（5.2 初期

設定メニュー項目一覧 参照） 。 
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付録 C  自己診断機能 
 
 
このプリンターには、次の 4 つの自動検出機能があります。 

 用紙無し検出 

印字中に用紙がなくなると、印字動作が停止して「点検」ランプが点

灯し、ブザーが鳴って印刷不可状態になります。液晶ディスプレイに

は「ヨウシ ナシ ********」と表示されています。 

 印字ヘッド昇温検出 

印字ヘッドの加熱状態を検出すると、1 行を 3 回に分けて印字して印

字ヘッドの劣化を防止します。 

 ヘビーデューティ検出 

高密度の印字（50％以上）を行うと、1行を 3 回に分けて印字します。 

 異常電流検出 

プリンター内で異常電流が流れたときは、プリンター保護のために、自

動的に電源を切断します。この状態で電源スイッチを入れても、約 5分

間は電流が流れません。数分後、電源を再投入してください。この状態

で電源が投入できないときは、プリンターの故障ですので、コンセント

を抜いて販売店にご連絡ください。 
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付録 D  ESC/P 制御コードと ESC/Pモード 
 

本章では、ESC/P 制御コードの概要を記載します。 

ESC/P 制御コードの詳細については、 「ESC/P のリファレンス・マニュアル」を

参照ください。 

 

D.1 ESC/P モードの初期設定 

システム・ユニット上で稼働するオペレーティング・システムのプリンタードライ

バは、ESC/P プリンタードライバを導入してください。 
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D.2 制御コード 

本製品がサポートする制御コードを示します。 

 

文字／スタイル選択 

ESC R  国際文字選択 
ESC t  文字コード表選択 
ESC X  文字品位選択 
ESC ％  ダウンロード文字セット指定／解除 
ESC q  文字スタイル選択 
 
水平方向移動 

BS    後退 
HT    水平タブ実行 
ESC D  水平タブ位置設定 
ESC ＄  絶対位置指定 
CR    印字復帰 
ESC 1  左マージン設定 
ESC Q  右マージン設定 
ESC ￥  相対位置指定 
 
改行 

ESC 0  1/8 インチ改行量指定 
ESC 2  1/6 インチ改行量指定 
ESC 3  n/180 インチ改行量指定 
ESC ＋  n/360 インチ改行量指定 
ESC A  n/60 インチ改行量指定 
 
用紙書式 

ESC C 0 インチ単位ページ量設定 
ESC C  行単位ページ量設定 
ESC N  ミシン目スキップ設定 
ESC O  ミシン目スキップ解除 
 
プリンター制御 

BEL   ブザー 
DC 1   デバイス・コントロール 1 
DC 3   デバイス・コントロール 3 
CAN   データ抹消 
ESC U  単方向印字指定/解除 
ESC ＠  初期化 
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テキスト印字 

ESC w  縦倍拡大指定/解除 
ESC －  アンダー・ライン指定/解除 
ESC E  強調指定 
ESC F  強調解除 
ESC G  二重印字指定 
ESC H  二重印字解除 
ESC S  スーパー/サブスクリプト指定 
ESC T  スーパー/サブスクリプト解除 
DEL 1  文字削除 
ESC M  2 CPI 指定 
ESC g  15 CPI 指定 
ESC P  10 CPI 指定 
ESC W  倍幅拡大指定/解除 
SI    縮小指定 
SO    自動解除付き倍幅拡大指定 
ESC SO  自動解除付き倍幅拡大指定 
ESC SI  縮小指定 
ESC SP  文字間スペース量設定 
ESC !  一括指定 
DC2   縮小解除 
DC4   自動解除付き倍幅拡大解除 
ESC 4  イタリック指定 
ESC 5  イタリック解除 
ESC p  プロポーショナル指定／解除 
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垂直方向移動 

LF    改行 
VT    垂直タブ実行 
FF    改ページ 
ESC J  n/180 インチ順方向紙送り 
ESC B  垂直タブ位置指定 
ESC b  VFU タブ位置設定 
ESC /  VFU チャネル指定 
 
その他 

ESC ＆  ダウンロード文字定義 
ESC ：  文字セット・コピー 
ESC ＜  リターンホーム 
 
グラフィック・コマンド 

ESC K  8 ドット単密度ビット・イメージ 
ESC L  8 ドット倍密度ビット・イメージ 
ESC Y  8 ドット倍速・倍密度ビット・イメージ 
ESC Z  8 ドット 4 倍密度ビット・イメージ 
ESC ＊  ビット・イメージ選択 
ESC ？  ビット・イメージ・モード変換 
 
漢字コマンド 

FS SO   自動解除付き倍幅拡大指定 
FS SI   半角文字指定 
FS DC2   半角文字削除 
FS DC4   自動解除付き倍幅拡大解除 
FS ！   漢字一括指定 
FS &   漢字モード指定 
FS －   漢字アンダー・ライン指定／解除 
FS .   漢字モード解除 
FS 2   外字定義 
FS D   半角縦書き 2 文字指定 
FS J   漢字縦書き指定 
FS K   漢字横書き指定 
FS S   全角文字スペース量指定 
FS T   半角文字スペース量指定 
FS U   半角文字スペース量補正 
FS V   半角文字スペース量補正解除 
FS W   4 倍角指定／解除 
FS r   1/4 角文字指定 
FS x   漢字高速印字指定／解除 
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拡張コマンド 
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D.3 拡張コマンド詳細 

1. 用紙切り替えコマンド：ESC EM n（X'1B 19 n'） 
 以下の用紙モードを選択します。 

n ＝ X'00' または X'30'→単票モード（手差し） 
n ＝ X'01' または X'31'→単票モード（フロント ASF） 
n ＝ X'02' または X'32'→単票モード（リア ASF） 
n ＝“R”→単票排出 
（拡張パラメーター） 
n ＝“F”→連続紙モード（フロントトラクター） 
n ＝“B”→連続紙モード（リアトラクター） 

 
 ガイド  

1 回のコマンドによる用紙戻し量は 19インチです。それ以上用

紙が出力されているとき用紙を切り取ってから用紙切り替えコ

マンドを送ってください。 

 
2. n/180 インチ逆改行：ESC j n（X'1B 6A n'） 

 n/180 インチ逆改行します。n の設定範囲は、0 ≦ n ≦ X'FF' です。 
 次行の印字位置は現在の印字位置となります。 
 単票の場合、TOF 位置を超える逆改行要求は、無効になります。 
 本コマンドにより、自動改行付き拡大モードは解除されません。 

 
3. バーコード登録：ESC［ s n1 n2（X'lB 5B 73 n1 n2 k m sl s2 s3 s4 vl v2 c'） 

 本コマンドはバーコード規格等を登録します。 
 本コマンドだけでは、印刷バッファーには登録されません。 

n1 n2 は、以降のパラメーターの数を設定します。 
パラメーターの数は、（n2×256＋n1）により得られます。 
また、n1＝0, n2＝0 の場合は、登録データ全て初期化されます。 

 k は、バーコード規格を表します。規格と k との対応は以下の通りです。下記

以外の k の値に関しては、k＝0 と同様に扱います。 
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 m は、基本モジュールの幅を表します。m と幅の対応は以下の通りです。 

 
 

 ガイド  

JANが選択されている場合、m ＝ 5 以上の設定は m ＝ 0 と同

様に取り扱われます。JANとカスタマ・バーコード以外は最高 8 

ドット幅まで選択できます。 

 
 〈s1〉は、バーコードのナロー・スペースの補正ドットを表します。基準とな

る単位は 1/180 インチで、補正範囲は＋2/180 インチから－2/180 インチとな

ります。 
 〈s2〉は、バーコードのナロー・バーの補正ドットを表します。基準となる単

位は 1/180 インチで、補正範囲は＋ 2/180 インチから－ 2/180 インチとなり

ます。 
 〈s3〉は、バーコードのワイド・スペースの補正ドットを表します。基準とな

る単位は 1/180 インチで、補正範囲は＋7/180 インチから－4/180 インチとな

ります。 
 〈s4〉は、バーコードのワイド・バーの補正ドットを表します。基準となる単

位は 1/180 インチで、補正範囲は＋ 7/180 インチから－ 4/180 インチとなり

ます。 
 v1v2 はバーの高さを指定します。高さは、（v2×256＋v1）/180 インチで表

されます。ただし、バー下文字がなく高さが、24/180 インチ以下に指定され

た場合には自動的に 24/180 インチの高さに設定されます。 
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 c はコントロールフラグで、各ビットは以下のとおりです。 

 
 

4. バーコードデータ登録：ESC［d n1 n2（X'1B 5B 64 n1 n2 d1d2...dn'） 
 本コマンドはバーコードデータを登録します。 
 バーコード登録コマンドで指定されているバーコード規格のデータ部を登録

するコマンドです。 
n1、n2 は、以降のパラメーターの数を指定します。パラメーター数は（n2×
256＋n1）により得られます。 

 d1…dn は、バーコードデータを表します。 
 NW-7 および CODE39 のスタート／ストップに関して以下の制約がありま

す。 
 以下に記するコード以外が指定された場合は、バーコードは登録されません。 

＜ NW-7 ＞ ＜ CODE39 ＞ 

 
 

 

NW-7 の場合、印刷装置自動付加の場合は、“a”に固定。 
 
 Code128 の場合のスタートコードの指定 

START(CODE A) → ＞ 7(X'3E',X'37') 
START(CODE B) → ＞ 6(X'3E',X'36') 
START(CODE C) → ＞ 5(X'3E',X'35') 



9 

5. バーコード印刷要求：ESC ［ p（X'1B 5B 70'） 
 本コマンドは、バーコードを印字バッファーに展開する事を要求します。 
 このコマンドにより現在の印字位置からバーコードを展開します。 
 印字は、垂直方向移動コマンドにより行われます。 
 展開されるバーコードがページ境界に掛かる場合は、バーコードは正しく印

字されません。 
 バー下文字は、回転方向が通常印字の場合のみ印字します。 

 
6. 拡張文字拡大指定：ESC ） Z x y（X'1B 29 5A x y'） 

 拡張文字拡大の設定を行います。 
 x により文字の横拡大倍率を、y により文字の縦拡大倍率を指定します。 

<x>,<y> = 0 拡張拡大指定解除（デフォルト） 
  = 1 1 倍 
  = 2 2 倍 
  = 3 3 倍 
  = 4 4 倍 
  = 5 5 倍 
  = 6 6 倍 
  = 7 7 倍 
  = 8 8 倍 
  = 16 16 倍 
 
上記以外の設定値は無視します（前回の設定値を使用）。 

 
 外字に対しても有効です。 
 ESC/P 標準の文字サイズ指定のコントロールコードとの併用はできません。 
 拡張文字拡大指定が優先されますので、ESC/P 標準のコントロールコードに

て文字拡大を行う場合は、x＝0、y＝0 にセットしてください。 
 文字幅が右マージンを越えた場合には、その文字は次の行に印字します。 
 ただし、最初の 1 文字目は右マージンを越えた場合でも、その行に印字しま

す。 
 縦拡大により、ページ先頭位置を越える場合でもそのまま印刷します。 
 縦拡大により、ミシン目スキップ領域に入った場合には、改ページを行い、続

きを印刷します。 
 拡大拡張機能が有効な状態では、英数カナ文字のドラフト文字（120 dpi）は

自動的に高品位ドラフト（180 dpi）として処理されます。 
 拡大拡張機能が有効な状態では、影・袋文字等の文字修飾機能は無効です。 
 拡大拡張機能が有効な状態では、抹消線は無効です。 
 拡大拡張機能が有効な状態では、オーバースコアは最上段に印刷します。 
 アンダーライン・オーバースコアの線幅の拡大はできません。 
 英数カナ文字のみの行において、縦 2 倍角以上の指定がある場合にはベース

ラインは全体的に下がります（標準コマンドの漢字の縦倍角と同じ制御です）。 
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例） 
  全角"H"・LF(6 LPI)・縦 3 倍＋横 2 倍"H"・LF の場合(6 LPI) 
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7. スムージング指定／解除：ESC ）S n（X'1B 29 53 n'） 
 文字を拡大させた場合にギザギザを目立たないようにするスムージングの指

定/解除を選択します。 
 n＝X'00'→スムージング解除  
 n＝X'01'→スムージング指定 

 縦／横ともに 2 倍以上の拡大にて有効となります。 
 横 3 倍＋半角のような指定がなされた場合、スムージング処理は行われませ

ん。 
 英数カナ文字のドラフト文字に対してはスムージング処理は行われません。 
 初期設定値を変える事により、ESC/P 標準のコントロールコード(fs w 等)で

もスムージング処理を行えます。 

 
 

8. コピー強化モード：ESC ）C n（X'1B 29 43 n'） 
 コピー強化モードの設定／解除を選択します。 

 n ＝ X'00' →コピー強化モード解除 
 n ＝ X'01' →コピー強化モード指定 
 n ＝ X'02' →コピー強化 2 モード指定（全ての印字を 2 重打ちします） 

 コピー強化は、Dot をずらして 360 Full で印字されます。 

 
 
 コピー強化モードの設定は、行の先頭で行います。 
 コピー強化モードが設定されている場合、コマンドによりスピードまたはフ

ォント切り替えの命令が来ても無視されます。 
しかし、高速印刷スイッチにて高速印刷を選択すると、それが有効になり、コ

ピー強化モードは無視されます。 
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9. QR CODE 印刷：ESC [ t n1 n2（X'1B 5B 74 n1 n2 k m c e p d , data'） 
 本コマンドは、QR CODE を印刷するコマンドです。 
 n1,n2 は、以降のパラメーターの数を設定します。 
 パラメーターの数は、（n2×256＋n1）により得られます。 
 k ＝ X' 05' を設定します。 
 m は基本モジュールの大きさを設定します。 

単位は 1/360 inch で、指定範囲は X' 00'≦m≦X' B4'（最大 0.5 inch） です。 
m ＝ X' 00' が設定された時は 6/360 inch となります。プリンターの解像度

により 2/360 インチ単位で設定してください。 
 c はコントロールフラグで、各ビットは以下のとおりです。 

 
 
 e は誤り訂正コードです。以下の中から選択してください。 

誤り訂正レベルが大きい程、読み取り率が高くなります。 

 
 
 p はマスク番号を設定します。通常は省略してください。 
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 d は入力モードを設定します。通常は' A'を設定してください。 

 
 
 ','（カンマ）は区切り記号です。 
 data は、QR CODE のデータを表します。 

漢字コードは、シフト JIS で指定してください。 
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D.4 ESC/P モードを使用する場合の制限 

以下の制御コードは使用できません。 

 

位置揃え選択 ESC a 

書体選択 ESC k 

漢字書体選択 FS k 
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D.5 ESC/P 文字セット 

漢字コード表については、「ESC/P リファレンス・マニュアル」を参照。 

 

D.5.1  カタカナ・コード表 
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D.5.2  拡張グラフィックス・コード表 
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